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特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会 理事長
日本部活動学会（JESECA） 理事
株式会社ミュージックネットワーク 代表取締役
mitani@keionkyo.org
Twitter　@yoshiyukimitani

三 谷 佳 之  YOSHIYUKI MITANI

　今月の巻頭特集は、これから始まる「夏の大会」を意識したテー

マにしました。良い演奏を行うためには日頃の練習は言うに及ばず、

演奏会場でのサウンド・チェックから勝負は始まっているとも言え

ます。誤解のないように断っておきますが、部活動は大会で勝つこ

とだけが目標ではありません。しかし、大会に出る以上、上を目指

さないと出場している他のバンドや予選落ちしたバンドに対して失

礼になります。楽器の演奏もスポーツと一緒で、目標がなく、漫然

と練習を繰り返していてもなかなか上達しません。大袈裟な言い方

ですが、現存する地球上の生物は「生きる」ということに向かって

努力を繰り返してきたことで進化をし、現在まで生き残ってきた歴

史があると思います。たとえ、楽器の演奏という小さな事象であっ

ても、努力することが進化や進歩につながると思います。

　大会で入賞する「魔法」はあると言えば、あります。それは皆さ

んが「入賞しよう」と思う気持ちの度合いです。スポーツの世界で

は「一番勝ちたい人が勝つ」という格言があります。文字で読んで

しまえば、当たり前な感じがしますよね…笑。各学校によって軽音

楽部を取り巻く環境は大きく異なると思います。機材がない、部室

がない、時間がない…。うまくいかない理由やできない理由は、い

とも簡単に思い付きます。確かに、軽音楽部の環境は平等ではあり

ません。しかし、そんなことは地球上のすべての事象に対して言え

ることです。植物や昆虫、動物は文句も言わず、今の環境下で最大

限の努力をします。高校生の皆さんにとって、受験も、就職も、恋

愛も、いろいろなことが同じ環境とは言えません。ただし、たった

1 つだけ平等なことがあります。それは皆さんの中にある「やる気」

です。そう思って、もう 1 度、「一番勝ちたい人が勝つ」を読むと

どうですか。一番を狙わない人がなぜ一番になれるでしょうか。一

番になる人は一番になりたいと思う気持ちが一番強い人です。つま

り、モチベーションの強さが結果に出るのではないでしょうか。努

力は人を裏切らないと言います。皆さんの内なるモチベーションは

そう感じていますか。「やる気」があれば「知恵」が働きます。そ

れが「魔法」です。ちょっと大袈裟ですが、植物も、昆虫も、古代

人も、皆が「知恵」を使って太古の昔から生き残ってきたからこそ、

「今」があるのです。現代人の、現役高校生の皆さんも「知恵」を

最大限に出して努力をすれば、できないことは何もありません。「為

せば成る、為さねば成らぬ、何事も。成らぬは人の、為さぬなりけ

り」というのは会津藩主、上杉鷹山の言葉です。意訳すると「何事

もやればできる。やらないから、やり切らないからできないんだよ」

ということですね。この言葉を部室の壁にドーンと貼り、部員で共

有して、部活動も、勉強も、より上を目指して、頑張って欲しいと

思います。

　では、また…。

一番勝ちたい人が勝つ　～モチベーション～

F r o m  C h i e f - I n - E d i t o r

　小学生で電気に興味を持つ。中学生でブリティッシュ・ロックに目覚め、将

来はイギリスに住む！と妄想。英語が必須と実感。エレキ・ギターを弾きつつ、

シンセサイザーに興味を持ち、楽器よりも電気に傾倒。 国立奈良工業高等専門

学校／電気工学科に進学。ロックバンドを組むが、長続きせず。在学中に興味

の対象が広告宣伝や販売促進、マーケティングに移る。某電子楽器メーカーに

就職後、最新テクノロジーだった通信事業に興味を持ち、9 年間の勤務を経て、

独立。株式会社ミュージックネットワークを設立。インターネットのない時代

から音楽と通信ネットワークの分野で数々の日本初のビジネスを立ち上げる。

　2000 年の少し前、インターネット業界では当たり前の「コンテンツは無料」

というコンセプトを雑誌に応用した「無料雑誌」を思いつき、創刊。2013 年、

高校の軽音楽部向けの無料雑誌 「DiGiRECO.JR」を創刊。2018 年、大学

の軽音楽サークル向けの無料雑誌「DiGiRECO.SR」を創刊。同年、特定非

営利活動法人「全国学校軽音楽部協会」を設立。

　音楽面では約 15 年前にバンドへの興味が再燃。ハードロック系イベン

トを主催する。その後、主催するよりも出演する方が楽しそう ... というこ

とで方向転換。高専生時代から好きだったヘヴィメタルの元祖「BLACK 

SABBATH」のトリビュート・バンド「BLOOD SABBATH」を結成。年

間 12 回以上のライブを展開。編集長の立場を利用し、BLACK SABBATH

のメンバーに会うなど…やりたい放題の公私混同。2013 年 5 月、直訳ロッ

カーの王様と日本語で BLACK SABBATH の名曲を演奏したアルバム「黒

い安息日伝説」を発売。好調な売れ行きに気を良くして、現在、第 2 弾を計画中。

2015 年 5 月、BLACK SABBATH のギタリストであるトニー・アイオミ

のトリビュート・アルバムに参加。世界デビューを果たす。

YouTube
チャンネル

全国学校軽音楽部
協会

DiGiRECO.JR
VOL.53 電子版

● BLOOD SABBATH
　（www.bloodsabbath.com）

●会社のホームページで設立以来の

　活動を紹介しています

編集長　三谷佳之
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■北海道 ----------------------------------------------------------------
6187 旭川市 旭川実業高等学校 軽音楽サークル
6190 旭川市 旭川明成高等学校 軽音楽部
6239 旭川市 北海道旭川東高等学校 軽音楽同好会
6240 旭川市 北海道旭川南高等学校 音楽同好会
6233 虻田郡 北海道ニセコ高等学校 音楽部
6246 伊達市 北海道伊達高等学校 軽音楽部
6465 磯谷郡 北海道蘭越高等学校 音楽同好会
6221 河西郡 白樺学園高等学校 軽音楽同好会
6259 岩見沢市 北海道岩見沢農業高等学校 軽音楽部
6350 空知郡 北海道上富良野高等学校 音楽同好会
6412 空知郡 北海道南幌高等学校 軽音楽部
9516 釧路市 釧路工業高等専門学校 軽音楽部
6266 釧路市 北海道釧路湖陵高等学校 音楽研究部
6281 厚岸郡 北海道厚岸翔洋高等学校 軽音楽部
6450 厚岸郡 北海道霧多布高等学校 軽音楽愛好会
6186 江別市 とわの森三愛高等学校 軽音楽部
6287 根室市 北海道根室高等学校 ロック同好会
6197 札幌市 札幌山の手高等学校 軽音楽部
6199 札幌市 札幌新陽高等学校 軽音楽部
6201 札幌市 札幌静修高等学校 軽音楽部
6203 札幌市 札幌大谷高等学校 音楽同好会
6292 札幌市 市立札幌旭丘高等学校 創楽部
6321 札幌市 市立札幌平岸高等学校 軽音楽部
6218 札幌市 東海大学付属札幌高等学校 軽音楽部
4455 札幌市 北海道芸術高等学校 軽音部
6303 札幌市 北海道札幌英藍高等学校 ギター部
6296 札幌市 北海道札幌琴似工業高等学校 軽音部
6300 札幌市 北海道札幌厚別高等学校 軽音楽部
6305 札幌市 北海道札幌新川高等学校 軽音楽部
6308 札幌市 北海道札幌西高等学校 軽音楽部
6312 札幌市 北海道札幌東高等学校 フォークソング部
6313 札幌市 北海道札幌東商業高等学校 軽音楽部
6316 札幌市 北海道札幌南高等学校 軽音部
6320 札幌市 北海道札幌平岡高等学校 軽音楽部
6322 札幌市 北海道札幌北高等学校 軽音楽部
6475 札幌市 北星学園女子中学高等学校 軽音楽部
6391 山越郡 北海道長万部高等学校 軽音楽部
6193 室蘭市 海星学院高等学校 軽音楽部
6334 室蘭市 北海道室蘭東翔高等学校 軽音楽部
6210 小樽市 小樽明峰高等学校 軽音部
6213 小樽市 双葉高等学校 音楽同好会
6340 小樽市 北海道小樽桜陽高等学校 軽音楽部
6342 小樽市 北海道小樽水産高等学校 軽音楽部
6343 小樽市 北海道小樽潮陵高等学校 軽音楽部
6339 小樽市 北海道未来創造高等学校 軽音楽部
6425 上川郡 北海道美瑛高等学校 軽音楽部
6214 帯広市 帯広大谷高等学校 軽音楽部
6381 滝川市 北海道滝川工業高等学校 軽音楽部
6232 中川郡 北海道おといねっぷ美術工芸高等学校 軽音楽部
6426 中川郡 北海道美深高等学校 軽音楽部
6195 中川郡 北海道幕別清陵高等学校 軽音楽部
9529 苫小牧市 苫小牧高等商業学校 軽音楽部
6405 苫小牧市 北海道苫小牧総合経済高等学校 軽音楽部
6209 函館市 市立函館高等学校 軽音楽部
6222 函館市 函館ラ・サール高等学校 一般音楽部
6416 函館市 北海道函館工業高等学校 軽音楽部
6420 函館市 北海道函館中部高等学校 LMC（軽音楽部）
6423 美唄市 北海道美唄尚栄高等学校 軽音楽部
6424 美唄市 北海道美唄聖華高等学校 軽音楽部
6388 標津郡 北海道中標津高等学校 音楽研究部
6231 幌泉郡 北海道えりも高等学校 軽音楽部
6460 紋別郡 北海道雄武高等学校 軽音楽部
6451 勇払郡 北海道鵡川高等学校 軽音楽部
6471 礼文郡 北海道礼文高等学校 軽音楽部
■青森県 ---------------------------------------------------------------- 
4457 むつ市 青森県立田名部高等学校 軽音楽サークル
4463 五所川原市 青森県立五所川原高等学校 軽音楽同好会
4466 五所川原市 青森県立五所川原農林高等学校 軽音楽同好会
4479 弘前市 弘前学院聖愛高等学校 軽音楽部
4478 弘前市 弘前東高等学校 ギター部
4470 弘前市 青森県立弘前高等学校 軽音楽部
4480 黒石市 青森県立黒石高等学校 軽音楽部
4499 西津軽郡 青森県立鰺ヶ沢高等学校 音楽部
4501 青森市 青森県立青森高等学校 軽音楽部
4509 青森市 青森県立北斗高等学校 軽音楽部
4531 八戸市 向陵高等学校 軽音楽部
4522 八戸市 青森県立八戸中央高等学校 軽音楽愛好会
4530 八戸市 千葉学園高等学校 軽音楽愛好会
4526 八戸市 八戸聖ウルスラ学院高等学校 軽音楽愛好会
4533 平川市 青森県立尾上総合高等学校 軽音楽愛好会
4535 北津軽郡 青森県立板柳高等学校 ギター部
■岩手県 ---------------------------------------------------------------- 
9536 一関市 一関工業高等専門学校 軽音楽部
4545 一関市 一関修紅高等学校 ギター同好会
4538 一関市 岩手県立一関第一高等学校 軽音楽部
4549 奥州市 岩手県立水沢高等学校 フォークロック同好会
4553 奥州市 水沢第一高等学校 軽音楽部
4558 花巻市 岩手県立花巻北高等学校 軽音楽部
4567 岩手郡 岩手県立雫石高等学校 軽音楽部
4593 盛岡市 岩手県立盛岡工業高等学校 軽音楽部
9486 盛岡市 岩手県立盛岡青松支援学校 音楽クラブ
4587 盛岡市 岩手県立盛岡第一高等学校 軽音楽部
4589 盛岡市 岩手県立盛岡南高等学校 軽音楽部
4594 盛岡市 岩手県立杜陵高等学校（定時制） 音楽部
4598 盛岡市 盛岡スコーレ高等学校 軽音楽部
4602 盛岡市 盛岡誠桜高等学校 軽音楽同好会
4599 盛岡市 盛岡大学附属高等学校 軽音楽部
4603 盛岡市 盛岡中央高等学校 軽音楽部
■秋田県 ---------------------------------------------------------------- 
4630 秋田市 秋田県立秋田高等学校 軽音楽同好会
4633 秋田市 秋田県立秋田北高等学校 軽音楽同好会
4635 秋田市 秋田県立秋田明徳館高等学校 軽音楽部
4634 秋田市 秋田県立新屋高等学校 軽音楽同好会
■宮城県 ---------------------------------------------------------------- 
4680 遠田郡 宮城県南郷高等学校 軽音楽部
4682 塩竈市 宮城県塩釜高等学校 音楽部
4687 刈田郡 宮城県蔵王高等学校 音楽部
4693 気仙沼市 宮城県気仙沼向洋高等学校 軽音楽部
4691 気仙沼市 宮城県気仙沼高等学校 軽音楽部
4694 気仙沼市 宮城県本吉響高等学校 軽音楽愛好会

4697 宮城郡 宮城県松島高等学校 軽音楽愛好会
4698 宮城郡 宮城県利府高等学校 ギター部
4702 栗原市 宮城県岩ヶ崎高等学校 軽音楽部
4699 栗原市 宮城県築館高等学校 軽音楽部
4705 柴田郡 宮城県柴田高等学校 音楽部 ( 軽音楽 )
4716 石巻市 宮城県石巻工業高等学校 軽音楽部
4731 仙台市 宮城県宮城第一高等学校 軽音楽部
4720 仙台市 宮城県宮城野高等学校 軽音楽サークル
4732 仙台市 宮城県工業高等学校 軽音楽愛好会
4750 仙台市 宮城県仙台三桜高等学校 ギター部
4725 仙台市 宮城県仙台第一高等学校 音楽（ギター）部
4719 仙台市 宮城県仙台第三高等学校 音楽部
4730 仙台市 宮城県仙台第二高等学校 ギター部
4752 仙台市 宮城県仙台南高等学校 軽音楽部
4726 仙台市 宮城県仙台二華高等学校 フォークソング研究部
4743 仙台市 宮城県泉高等学校 軽音楽同好会
4737 仙台市 尚絅学院高等学校 軽音楽部
4740 仙台市 常盤木学園高等学校 ボーダーレス部
4728 仙台市 聖ウルスラ学院英智高等学校 軽音楽同好会
4738 仙台市 聖ドミニコ学院高等学校 軽音楽部
9501 仙台市 聖和学園高等学校 三神峯キャンパス 軽音楽部
4729 仙台市 聖和学園高等学校 薬師堂キャンパス 軽音楽部
4723 仙台市 仙台育英学園高等学校 軽音楽愛好会
4722 仙台市 仙台市立仙台工業高等学校 音楽部
4746 仙台市 仙台市立仙台商業高等学校 軽音楽部
4754 仙台市 仙台城南高等学校 軽音楽部
4747 仙台市 仙台白百合学園高等学校 ギター部
4724 仙台市 東北学院中学校・高等学校 軽音楽部
4739 仙台市 東北高等学校 軽音楽同好会
9523 仙台市 北海道芸術高等学校 仙台サテライトキャンパス
4742 仙台市 明成高等学校 軽音楽部
4755 多賀城市 宮城県多賀城高等学校 軽音楽部
4756 多賀城市 宮城県貞山高等学校 バンド部
4761 大崎市 宮城県古川黎明高等学校 軽音楽部
4763 大崎市 宮城県鹿島台商業高等学校 軽音楽部
4765 大崎市 大崎中央高等学校 音楽愛好会
4767 登米市 宮城県佐沼高等学校 軽音楽部
4771 登米市 宮城県登米高等学校 軽音楽部
4775 白石市 宮城県白石工業高等学校 軽音楽部
4774 白石市 宮城県白石高等学校 軽音楽部
4776 本吉郡 宮城県志津川高等学校 軽音楽部
4778 名取市 宮城県農業高等学校 軽音楽愛好会
4780 亘理郡 宮城県亘理高等学校 軽音楽同好会
■山形県 ---------------------------------------------------------------- 
6496 山形市 山形県立山形中央高等学校 音楽部
6504 山形市 山本学園高等学校 軽音楽愛好会
6532 山形市 東海大学山形高等学校 軽音楽部
6534 山形市 日本大学山形高等学校 音楽部
6508 酒田市 酒田南高等学校 軽音楽同好会
9519 鶴岡市 鶴岡工業高等専門学校 音楽部
6497 天童市 創学館高等学校 軽音楽愛好会
6538 米沢市 米沢中央高等学校 音楽部
■福島県 ---------------------------------------------------------------- 
6618 いわき市 福島県立湯本高等学校 軽音楽同好会
6559 会津若松市 会津若松ザベリオ学園高等学校 軽音楽同好会
6593 会津若松市 仁愛高等学校 軽音楽部
6614 郡山市 帝京安積高等学校 軽音楽部
6550 郡山市 福島県立安積高等学校 軽音楽同好会
6552 郡山市 福島県立安積黎明高等学校 軽音楽部
6567 郡山市 福島県立郡山高等学校 ギター部
6570 郡山市 福島県立郡山東高等学校 ギター部
6571 郡山市 福島県立郡山萌世高等学校 軽音楽部
6572 郡山市 福島県立郡山北工業高等学校 ギター部
6574 郡山市 福島県立湖南高等学校 音楽部
6575 西白河郡 福島県立光南高等学校 軽音楽同好会、シンセサイザー部
6590 福島市 松韻学園福島高等学校 軽音楽部
6637 福島市 福島県立福島西高等学校 ギター部
6640 福島市 福島東稜高等学校 軽音楽愛好会
■東京都 ---------------------------------------------------------------- 
4950 千代田区 クラーク記念国際高等学校 IT 秋葉原キャンパス 軽音楽部
4947 千代田区 錦城学園高等学校 フォークソング部
4040 千代田区 麹町学園女子高等学校 軽音楽部
4954 千代田区 女子学院高等学校 軽音楽部
4956 千代田区 神田女学園高等学校 軽音楽部
4942 千代田区 千代田区立九段中等教育学校 軽音部
4949 千代田区 大原学園高等学校 軽音楽部
4946 千代田区 大妻中学高等学校 軽音楽部
4948 千代田区 東京家政学院高等学校 軽音楽部
4941 千代田区 東京都立一橋高等学校 軽音部
4940 千代田区 東京都立日比谷高等学校 軽音楽部
4057 千代田区 東洋高等学校 軽音楽部
4952 千代田区 二松學舍大学附属高等学校 ギター部
4957 千代田区 白百合学園中学高等学校 ギター部
4945 千代田区 武蔵野大学附属千代田高等学院 軽音楽部
4961 千代田区 和洋九段女子高等学校 ギター部
4955 千代田区 雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
4065 中央区 日本橋女学館高等学校 軽音楽部
4825 港区 慶應義塾女子高等学校 軽音楽部
4824 港区 広尾学園高等学校 軽音楽同好会
4826 港区 高輪高等学校 軽音楽部
4832 港区 山脇学園高等学校 フォークソングクラブ
3988 港区 正則高等学校 軽音楽部
4823 港区 聖心女子学院高等科 軽音楽部
4053 港区 東海大学付属高輪台高等学校 軽音楽部
4831 港区 東京女子学園高等学校 軽音楽部
4819 港区 東京都立三田高等学校 フォークソング部
4820 港区 東京都立芝商業高等学校 軽音楽部
4821 港区 東京都立六本木高等学校 軽音楽部
4833 港区 東洋英和女学院高等部 軽音楽部
4822 港区 麻布高等学校 軽音楽部
4830 港区 頌栄女子学院高等学校 フォークソング部
4874 新宿区 海城高等学校 軽音楽部
3979 新宿区 成女高等学校 LM-CLUB（軽音楽部）
4883 新宿区 早稲田高等学校 軽音楽部
4884 新宿区 大智学園高等学校東京校 音楽部
4869 新宿区 東京都立戸山高等学校 軽音楽部
4870 新宿区 東京都立新宿高等学校 軽音楽部
4872 新宿区 東京都立新宿山吹高等学校 軽音楽部
4871 新宿区 東京都立総合芸術高等学校 軽音楽同好会
4875 新宿区 保善高等学校 軽音楽部
4878 新宿区 目白研心高等学校 軽音楽部

5073 文京区 お茶の水女子大学附属高等学校 MAC 部
5081 文京区 郁文館高等学校 軽音楽同好会
5090 文京区 京華女子中学高等学校 軽音楽部
5089 文京区 京華商業高等学校 ギター部
5087 文京区 京華中学高等学校 ギター部
5092 文京区 広尾学園小石川高等学校 軽音楽部
5086 文京区 桜蔭高等学校 軽音楽部
4037 文京区 跡見学園高等学校 軽音楽部
5074 文京区 筑波大学附属高等学校 軽音楽同好会
4051 文京区 中央大学高等学校 軽音楽部
5088 文京区 貞静学園中学高等学校 軽音楽部
5078 文京区 東京都立向丘高等学校 軽音楽部
5077 文京区 東京都立工芸高等学校 音楽部
5075 文京区 東京都立小石川中等教育学校 軽音楽部
5076 文京区 東京都立竹早高等学校 軽音楽部
5085 文京区 東洋女子高等学校 軽音楽部
5108 文京区 日本大学豊山高等学校 音楽部
5091 文京区 文京学院大学女子高等学校 軽音楽部
4059 文京区 獨協中学高等学校 軽音楽部
4980 台東区 岩倉高等学校 ギター同好会
4981 台東区 上野学園高等学校 軽音楽部
4978 台東区 東京都立浅草高等学校 軽音楽部
4979 台東区 東京都立蔵前工業高等学校 音楽部
4016 台東区 東京都立忍岡高等学校 軽音楽部
4977 台東区 東京都立白鴎高等学校 軽音楽部
5127 墨田区 安田学園高等学校 軽音楽クラブ
5122 墨田区 東京都立橘高等学校 軽音楽部
5124 墨田区 東京都立日本橋高等学校 軽音楽部
5123 墨田区 東京都立墨田川高等学校 フォークソング部
5125 墨田区 東京都立本所高等学校 音楽部
5121 墨田区 東京都立両国高等学校 ギター部
3984 墨田区 日本大学第一中学・高等学校 ギター部
5128 墨田区 立志舎高等学校 軽音楽同好会
4817 江東区 かえつ有明高等学校 音楽部
5050 江東区 芝浦工業大学附属中学高等学校 音楽部
4050 江東区 中央学院大学中央高等学校 軽音楽部
4060 江東区 中村高等学校 軽音楽部
4816 江東区 東京都立江東商業高等学校 軽音楽部
4810 江東区 東京都立城東高等学校 軽音楽部
4005 江東区 東京都立大江戸高等学校 軽音楽部
4814 江東区 東京都立第三商業高等学校 軽音楽部
4815 江東区 東京都立東高等学校 軽音楽部
4812 江東区 東京都立墨田工業高等学校 音楽部
5059 品川区 香蘭女学校高等科 フォークソング部
5053 品川区 東京都立小山台高等学校 弦楽班
5054 品川区 東京都立大崎高等学校 軽音楽部
5055 品川区 東京都立八潮高等学校 軽音楽部
5061 品川区 品川エトワール女子高等学校 軽音楽部
4043 品川区 品川女子学院 軽音楽部
4070 品川区 文教大学付属高等学校 軽音楽部
3981 品川区 朋優学院高等学校 軽音楽部
5134 目黒区 トキワ松学園高等学校 軽音楽部
5131 目黒区 東京都立駒場高等学校 KMC（軽音部）
5132 目黒区 東京都立桜修館中等教育学校 軽音楽部
5130 目黒区 東京都立目黒高等学校 フォークソング部
5138 目黒区 八雲学園高等学校 軽音楽部
5135 目黒区 目黒学院高等学校 軽音楽部
4068 目黒区 目黒日本大学中学校・高等学校 軽音楽部
4039 大田区 蒲田女子高等学校 軽音楽部
4055 大田区 東京高等学校 軽音楽部
4990 大田区 東京実業高等学校 軽音楽部
4985 大田区 東京都立つばさ総合高等学校 軽音楽部
4983 大田区 東京都立蒲田高等学校 ロックバンド部
4982 大田区 東京都立雪谷高等学校 軽音楽部
4988 大田区 東京都立大田桜台高等学校 軽音楽部
4984 大田区 東京都立田園調布高等学校 フォークソング部
4036 大田区 東京都立六郷工科高等学校 軽音楽部
4061 大田区 日本体育大学荏原高等学校 軽音楽部
4991 大田区 立正大学付属立正高等学校 軽音楽同好会
4908 世田谷区 鴎友学園女子中学高等学校 軽音楽同好会
4909 世田谷区 下北沢成徳高等学校 軽音楽部
4928 世田谷区 玉川聖学院高等部 軽音楽部
4041 世田谷区 駒場学園高等学校 軽音楽部
4042 世田谷区 駒場東邦高等学校 軽音楽部
4925 世田谷区 駒澤大学高等学校 音楽部
4920 世田谷区 恵泉女学園高等学校 軽音楽部
4923 世田谷区 佼成学園女子高等学校 軽音楽部
4917 世田谷区 国本女子高等学校 軽音楽部
4915 世田谷区 昭和女子大学附属昭和高等学校 軽音楽部
4912 世田谷区 松蔭高等学校 音楽部
9449 世田谷区 世田谷区立桜丘中学校 軽音楽部
4921 世田谷区 聖ドミニコ学園高等学校 軽音楽部
4926 世田谷区 大東学園高等学校 軽音楽部
4052 世田谷区 田園調布学園高等部 軽音楽部
4901 世田谷区 東京学芸大学附属高等学校 軽音部
4922 世田谷区 東京都市大学等々力高等学校 軽音楽部
4919 世田谷区 東京都市大学付属高等学校 軽音楽部
4905 世田谷区 東京都立芦花高等学校 軽音楽部
4907 世田谷区 東京都立園芸高等学校 軽音楽部
3983 世田谷区 東京都立桜町高等学校 軽音楽部
4033 世田谷区 東京都立松原高等学校 軽音楽部
4904 世田谷区 東京都立深沢高等学校 軽音楽部
4019 世田谷区 東京都立世田谷総合高等学校 軽音楽部
4902 世田谷区 東京都立千歳丘高等学校 軽音楽部
4906 世田谷区 東京都立総合工科高等学校 軽音楽同好会
4916 世田谷区 東京農業大学第一高等学校 音楽部軽音班
4063 世田谷区 日本学園高等学校 軽音楽部
4927 世田谷区 日本女子体育大学附属二階堂高等学校 音楽部
4930 世田谷区 目黒星美学園高等学校 軽音楽同好会
4854 渋谷区 関東国際高等学校 フォークロック部
3996 渋谷区 実践女子学園高等学校 軽音楽部
4855 渋谷区 渋谷教育学園渋谷高等学校 軽音楽部
4857 渋谷区 東海大学付属望星高等学校 音楽部
4850 渋谷区 東京女学館高等学校 軽音楽部
4030 渋谷区 東京都立広尾高等学校 軽音楽部
4847 渋谷区 東京都立青山高等学校 軽音楽部
3985 渋谷区 東京都立第一商業高等学校 軽音楽部
4853 渋谷区 富士見丘高等学校 フォークソング部
4849 渋谷区 國學院高等学校 ギター部
4062 中野区 新渡戸文化高等学校 軽音楽部
4038 中野区 大妻中野高等学校 ポピュラーミュージック部

5000 中野区 東亜学園高等学校 ライトミュージック部
3995 中野区 東京都立鷺宮高等学校 軽音楽部
4995 中野区 東京都立中野工業高等学校 音楽部
4994 中野区 東京都立富士高等学校 軽音楽部
4344 中野区 東京都立武蔵丘高等学校 軽音楽部
4996 中野区 東京都立稔ヶ丘高等学校 軽音楽部
4997 中野区 宝仙学園高等学校 軽音楽部
4999 中野区 堀越高等学校 軽音楽部
4046 杉並区 女子美術大学付属高等学校 ギター部
4893 杉並区 杉並学院中学高等学校 フォークソング部
4895 杉並区 専修大学附属高等学校 軽音楽部
3980 杉並区 中央大学杉並高等学校 音楽部
4008 杉並区 東京都立荻窪高等学校 軽音楽部
4889 杉並区 東京都立杉並高等学校 軽音楽部
4891 杉並区 東京都立杉並総合高等学校 軽音部
4886 杉並区 東京都立西高等学校 軽音楽同好会
4890 杉並区 東京都立農芸高等学校 音楽部
4888 杉並区 東京都立豊多摩高等学校 軽音楽部
4056 杉並区 東京立正高等学校 軽音楽部
4064 杉並区 日本大学第二高等学校 フォークソング部
4898 杉並区 文化学園大学杉並高等学校 軽音楽部
4899 杉並区 立教女学院高等学校 音楽部
5098 豊島区 学習院高等科 フォークソング同好会
5104 豊島区 十文字高等学校 軽音楽同好会
5106 豊島区 淑徳巣鴨高等学校 音楽研究部
5096 豊島区 城西大学附属城西中学・高等学校 ギター部
4023 豊島区 東京都立千早高等学校 軽音楽部
5093 豊島区 東京都立文京高等学校 軽音楽部
4058 豊島区 豊島岡女子学園中学校・高等学校 軽音楽部
5097 豊島区 豊島学院高等学校 音楽部
4071 豊島区 豊南高等学校 軽音楽部
4072 豊島区 本郷中学・高等学校 軽音楽部
5109 北区 安部学院高等学校 軽音楽クラブ
5117 北区 桜丘高等学校 軽音楽部
5118 北区 駿台学園高等学校 軽音楽部
5115 北区 女子聖学院高等学校 軽音楽部
5116 北区 成立学園高等学校 軽音楽同好会
4781 北区 瀧野川女子学園高等学校 軽音楽部
5111 北区 東京成徳大学高等学校 軽音楽部
4002 北区 東京都立王子総合高等学校 軽音楽部
5107 北区 東京都立桐ケ丘高等学校 軽音楽部
3999 北区 東京都立飛鳥高等学校 軽音楽部
5114 北区 武蔵野中学高等学校 軽音楽部
4836 荒川区 開成学園開成高等学校 軽音楽部
4835 荒川区 東京都立荒川工業高等学校 軽音楽部
9509 荒川区 東京都立産業技術高等専門学校 民謡研究部
4834 荒川区 東京都立竹台高等学校 軽音楽部
4044 板橋区 城北高等学校 軽音楽部
4049 板橋区 大東文化大学第一高等学校 軽音楽部
4054 板橋区 東京家政大学附属女子高等学校 軽音楽部
4020 板橋区 東京都立高島高等学校 軽音楽部
4006 板橋区 東京都立大山高等学校 軽音楽部
5044 板橋区 東京都立板橋高等学校 軽音楽部
5046 板橋区 東京都立板橋有徳高等学校 フォークソング部
5043 板橋区 東京都立北園高等学校 フリーミュージック部
5045 板橋区 東京都立北豊島工業高等学校 軽音楽部
5052 板橋区 日本大学豊山女子高等学校 軽音楽部
5152 練馬区 早稲田大学高等学院 フォークソング部
5143 練馬区 東京学芸大学附属国際中等教育学校 音楽部
5147 練馬区 東京都立光丘高等学校 軽音楽部
4017 練馬区 東京都立石神井高等学校 軽音楽部
4004 練馬区 東京都立大泉高等学校 軽音楽部
5148 練馬区 東京都立大泉桜高等学校 アコースティックギター部
5149 練馬区 東京都立第四商業高等学校 軽音楽部
4025 練馬区 東京都立練馬工業高等学校 軽音楽部
5145 練馬区 東京都立練馬高等学校 軽音楽部
5151 練馬区 武蔵高等学校 音楽部内音楽班
4971 足立区 潤徳女子高等学校 軽音楽部
4969 足立区 足立学園高等学校 軽音楽部
4962 足立区 東京都立江北高等学校 音楽村
4968 足立区 東京都立荒川商業高等学校 ロック部
3997 足立区 東京都立青井高等学校 音楽村
4967 足立区 東京都立足立工業高等学校 軽音楽部
4964 足立区 東京都立足立高等学校 足立音楽村
4000 足立区 東京都立足立新田高等学校 軽音楽部
4001 足立区 東京都立足立西高等学校 軽音楽部
4965 足立区 東京都立足立東高等学校 音楽館
4963 足立区 東京都立淵江高等学校 軽音楽部
4797 葛飾区 東京都立葛飾商業高等学校 軽音楽部
4011 葛飾区 東京都立葛飾総合高等学校 軽音楽部
4794 葛飾区 東京都立葛飾野高等学校 軽音楽部
4796 葛飾区 東京都立南葛飾高等学校 軽音楽部
4795 葛飾区 東京都立農産高等学校 軽音楽部
4009 江戸川区 東京都立葛西工業高等学校 軽音楽部
4010 江戸川区 東京都立葛西南高等学校 軽音楽部
4804 江戸川区 東京都立江戸川高等学校 ミュージック部
4803 江戸川区 東京都立紅葉川高等学校 軽音楽部
4806 江戸川区 東京都立篠崎高等学校 軽音楽部
4805 江戸川区 東京都立小岩高等学校 軽音楽部
4802 江戸川区 東京都立小松川高等学校 フォークサークル部
4790 あきる野市 東海大学菅生高等学校 軽音楽部
4789 あきる野市 東京都立五日市高等学校 軽音楽部
4792 稲城市 駒沢学園女子中学校・高等学校 軽音楽部
4791 稲城市 東京都立若葉総合高等学校 軽音楽同好会
4793 羽村市 東京都立羽村高等学校 軽音楽部
4839 国分寺市 早稲田大学系属早稲田実業学校 軽音楽同好会
4842 国立市 桐朋高等学校 ルーツミュージック・ソサエティー
4013 国立市 東京都立国立高等学校 民族音楽研究部
4840 国立市 東京都立第五商業高等学校 軽音楽部
4843 国立市 日本放送協会学園高等学校 軽音楽部
4844 狛江市 東京都立狛江高等学校 軽音楽部
4048 三鷹市 大成高等学校 ギター部
4845 三鷹市 東京都立三鷹中等教育学校 音楽部・軽音楽部
3993 三鷹市 法政大学高等学校 音楽部
4034 三宅島 東京都立三宅高等学校 軽音楽部
4787 小笠原村 東京都立小笠原高等学校 軽音楽部
4861 小金井市 国際基督教大学高等学校 Rock 部
4858 小金井市 東京都立小金井北高等学校 フォークソング部
4860 小金井市 東京都立多摩科学技術高等学校 軽音楽部
3989 小平市 錦城高等学校 軽音楽部
4015 小平市 東京都立小平高等学校 軽音楽部

この欄に記載されていない高等学校で本誌を希望される場合は、お手数ですが、当協会までご一
報ください。また、誌面に対するご意見・ご要望などがありましたら下記までお寄せください。
本誌は広告収入で成り立っており、配布に関する費用は一切、かかりません。

特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会　TEL：045-913-0901 / FAX：045-913-1900

全国の高等学校で、軽音楽部のある
2,036校に無料配布しています。

配
布
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3994 小平市 東京都立小平西高等学校 軽音楽部
4864 小平市 東京都立小平南高等学校 フォークソング部
4865 小平市 白梅学園高等学校 軽音楽部
4026 昭島市 東京都立拝島高等学校 軽音楽部
4784 新島村 東京都立新島高等学校 軽音楽部
4785 神津島村 東京都立神津高等学校 軽音楽部
4012 清瀬市 東京都立清瀬高等学校 民族音楽部
4933 西多摩郡 東京都立瑞穂農芸高等学校 軽音楽部
4936 西東京市 東京都立田無工業高等学校 軽音楽部
3992 西東京市 東京都立保谷高等学校 現代音楽部
4938 西東京市 武蔵野女子学院高等学校 軽音楽部
4937 西東京市 文華女子高等学校 軽音楽部
4003 青梅市 東京都立青梅総合高等学校 軽音楽部
4939 青梅市 東京都立多摩高等学校 軽音楽部
4973 多摩市 大妻多摩高等学校 軽音楽部
4972 多摩市 東京都立永山高等学校 軽音楽部
4783 大島町 東京都立大島海洋国際高等学校 音楽部
3991 町田市 桜美林高等学校 軽音楽部
4007 町田市 東京都立小川高等学校 軽音楽部
5005 町田市 東京都立町田工業高等学校 ギター部
5003 町田市 東京都立町田高等学校 軽音楽同好会
5007 町田市 東京都立町田総合高等学校 軽音楽部
5006 町田市 東京都立野津田高等学校 軽音部
5012 町田市 和光高等学校 ロック研究部
4018 調布市 東京都神代高等学校 アコースティックギター部
5013 調布市 東京都立調布南高等学校 音楽同好会
4024 調布市 東京都立調布北高等学校 軽音楽部
5018 東久留米市 東京都立久留米西高等学校 ギター部
5017 東久留米市 東京都立東久留米総合高等学校 軽音楽部
5020 東村山市 東京都立東村山高等学校 ライトミュージック部
4028 東村山市 東京都立東村山西高等学校 軽音楽部
5021 東村山市 日体桜華高等学校 軽音部
4073 東村山市 明治学院東村山高等学校 軽音楽部
5022 東村山市 明法高等学校 軽音楽同好会
5023 東大和市 東京都立東大和高等学校 フォークソング部
4029 日野市 東京都立日野高等学校 軽音楽部
5025 日野市 東京都立日野台高等学校 軽音楽同好会
5035 八王子市 穎明館高等学校 軽音楽部
5040 八王子市 共立女子第二高等学校 サウンドソサエティ部
3982 八王子市 工学院大学附属高等学校 軽音楽部
4047 八王子市 聖パウロ学園高等学校 軽音楽部
5041 八王子市 帝京八王子高等学校 軽音楽部
9504 八王子市 東京工業高等専門学校 軽音楽部
5042 八王子市 東京純心女子高等学校 軽音楽部
5033 八王子市 東京都立松が谷高等学校 軽音楽部
5029 八王子市 東京都立八王子桑志高等学校 軽音楽部
4027 八王子市 東京都立八王子北高等学校 軽音楽部
5032 八王子市 東京都立富士森高等学校 軽音楽部
4066 八王子市 八王子学園八王子高等学校 ギター部
5064 府中市 東京都立農業高等学校 サウンド部
4031 府中市 東京都立府中工業高等学校 軽音楽部
5062 府中市 東京都立府中高等学校 ポピュラーソング部
3986 府中市 東京都立府中西高等学校 軽音楽部
5063 府中市 東京都立府中東高等学校 軽音楽部
3987 府中市 明星中学高等学校 軽音楽部
5067 武蔵村山市 拓殖大学第一高等学校 フォークソング同好会
5066 武蔵村山市 東京都立上水高等学校 軽音楽部
5069 武蔵野市 吉祥女子高等学校 軽音楽・フォークソング部
5070 武蔵野市 聖徳学園高等学校 軽音楽部
4035 武蔵野市 東京都立武蔵高等学校 軽音楽部
5072 武蔵野市 藤村女子高等学校 軽音楽同好会
4021 福生市 東京都立多摩工業高等学校 軽音楽部
4032 福生市 東京都立福生高等学校 ロック部
4045 立川市 昭和第一学園高等学校 軽音楽部
5141 立川市 東京都立砂川高等学校 軽音楽部
4022 立川市 東京都立立川高等学校 軽音楽部
5142 立川市 立川女子高等学校 軽音楽部
■神奈川県 ---------------------------------------------------------------- 
6780 横浜市 横浜市立横浜サイエンスフロンティア高等学校 軽音楽部
6786 横浜市 横浜市立東高等学校 軽音楽部
6813 横浜市 橘学苑中学校・高等学校 軽音楽部
6890 横浜市 神奈川県立鶴見高等学校 軽音楽部
6891 横浜市 神奈川県立鶴見総合高等学校 軽音楽部
6865 横浜市 聖ヨゼフ学園中学校・高等学校 軽音楽部
6900 横浜市 白鵬女子高等学校 軽音楽部
6911 横浜市 法政大学女子高等学校 軽音楽部
4149 横浜市 横浜創英中学・高等学校 軽音楽部
6850 横浜市 神奈川学園中学校・高等学校 軽音楽部
4148 横浜市 神奈川県立横浜翠嵐高等学校 ポピュラーソング部
6844 横浜市 神奈川県立城郷高等学校 軽音楽部
6851 横浜市 神奈川県立神奈川工業高等学校 音楽部
6852 横浜市 神奈川県立神奈川総合高等学校 軽音楽部
6876 横浜市 捜真女学校中学部・高等学部 軽音部
4151 横浜市 神奈川県立横浜平沼高等学校 軽音楽部
6758 横浜市 フェリス女学院中学校・高等学校 ポピュラーミュージック部
4141 横浜市 横浜市立みなと総合高等学校 軽音楽部
6799 横浜市 横浜雙葉中学校・高等学校 軽音楽部
6797 横浜市 神奈川県立横浜緑ヶ丘高等学校 軽音楽部
6781 横浜市 横浜市立横浜商業高等学校 軽音楽部
6782 横浜市 横浜市立横浜総合高等学校 軽音楽部
6779 横浜市 神奈川県立横浜国際高等学校 軽音楽部
6792 横浜市 神奈川県立横浜清陵高等学校 軽音楽部
4145 横浜市 青山学院横浜英和中学高等学校 フォークソング部
6785 横浜市 横浜市立桜丘高等学校 SBC 部
6791 横浜市 横浜清風高等学校 フォークソング部
6817 横浜市 神奈川県立光陵高等学校 LMC 部
6835 横浜市 神奈川県立商工高等学校 軽音楽部
6910 横浜市 神奈川県立保土ヶ谷高等学校 軽音楽部
6776 横浜市 横浜学園高等学校 軽音楽部
4083 横浜市 神奈川県立磯子工業高等学校 軽音楽部
6902 横浜市 神奈川県立横浜氷取沢高等学校 軽音楽部
6778 横浜市 横浜高等学校 音楽部（軽音楽）
6783 横浜市 横浜市立金沢高等学校 軽音楽部
6793 横浜市 横浜創学館高等学校 軽音楽部
6810 横浜市 関東学院六浦中学校・高等学校 軽音楽部
6802 横浜市 神奈川県立釜利谷高等学校 軽音楽部
6815 横浜市 神奈川県立金沢総合高等学校 軽音楽部
6826 横浜市 高木学園女子高等学校 軽音楽同好会
6811 横浜市 神奈川県立岸根高等学校 軽音楽部
4098 横浜市 神奈川県立港北高等学校 軽音楽部
6861 横浜市 清心女子高等学校 軽音楽部
6903 横浜市 武相高等学校 軽音楽部
6784 横浜市 横浜市立戸塚高等学校 軽音楽部
4146 横浜市 神奈川県立横浜桜陽高等学校 軽音楽部
6843 横浜市 神奈川県立上矢部高等学校 フォークソング部
6904 横浜市 神奈川県立舞岡高等学校 フォークソング部
6787 横浜市 横浜市立南高等学校 軽音楽部
6767 横浜市 神奈川県立永谷高等学校 軽音楽部
6794 横浜市 神奈川県立横浜南陵高等学校 軽音楽部
6796 横浜市 神奈川県立横浜立野高等学校 軽音楽部
6789 横浜市 横浜商科大学高等学校 軽音楽部
6795 横浜市 横浜富士見丘学園中等教育学校 軽音楽部
6761 横浜市 神奈川県立旭高等学校 軽音楽部
4094 横浜市 神奈川県立希望ヶ丘高等学校 軽音楽部
6860 横浜市 星槎高等学校 軽音楽部
6790 横浜市 横浜翠陵高等学校 軽音楽部
4129 横浜市 神奈川県立白山高等学校 ギター部
4095 横浜市 神奈川県立霧が丘高等学校 軽音楽部
4150 横浜市 横浜隼人高等学校 軽音楽部
6859 横浜市 神奈川県立瀬谷高等学校 フォークソング部
4115 横浜市 神奈川県立瀬谷西高等学校 軽音楽部
6829 横浜市 山手学院高等学校 軽音楽部
6775 横浜市 神奈川県立横浜栄高等学校 軽音楽部
4089 横浜市 神奈川県立金井高等学校 軽音楽部
6899 横浜市 神奈川県立柏陽高等学校 軽音楽部
4107 横浜市 秀英高等学校 軽音楽部
4147 横浜市 神奈川県立横浜修悠館高等学校

6798 横浜市 神奈川県立横浜緑園高等学校 軽音楽部
4110 横浜市 神奈川県立松陽高等学校 軽音楽部
9488 横浜市 桐蔭学園高等学校 軽音楽部
9453 横浜市 桐蔭学園中学校男子部 軽音楽部
4142 横浜市 神奈川県立元石川高等学校 軽音楽部
6831 横浜市 神奈川県立市ヶ尾高等学校 軽音楽部
6894 横浜市 神奈川県立田奈高等学校 軽音楽部
4106 横浜市 サレジオ学院中学校高等学校 軽音楽部
6765 横浜市 神奈川県立荏田高等学校 軽音楽部
6846 横浜市 神奈川県立新栄高等学校 バンド部
6874 横浜市 神奈川県立川和高等学校 軽音楽部
4122 横浜市 中央大学附属横浜中学校・高等学校 軽音楽部
6759 愛甲郡 神奈川県立愛川高等学校 軽音楽部
6762 綾瀬市 神奈川県立綾瀬高等学校 軽音楽部
6763 綾瀬市 神奈川県立綾瀬西高等学校 軽音楽部
6832 伊勢原市 自修館中等教育学校 軽音楽同好会
4081 伊勢原市 神奈川県立伊志田高等学校 軽音楽部
4082 伊勢原市 神奈川県立伊勢原高等学校 軽音楽部
6768 横須賀市 横須賀学院高等学校 軽音楽部
6771 横須賀市 横須賀市立横須賀総合高等学校 Play&Produce 部
4140 横須賀市 三浦学苑高等学校 軽音楽同好会
4108 横須賀市 湘南学院高等学校 ギター部
6769 横須賀市 神奈川県立横須賀工業高等学校 軽音楽部
6772 横須賀市 神奈川県立横須賀大津高等学校 現代音楽部
6773 横須賀市 神奈川県立横須賀明光高等学校 現代音楽部
6800 横須賀市 神奈川県立海洋科学高等学校 音楽部
6883 横須賀市 神奈川県立大楠高等学校 軽音楽同好会
6888 横須賀市 神奈川県立津久井浜高等学校 ロック部
6889 横須賀市 神奈川県立追浜高等学校 フォークソング部
6801 海老名市 神奈川県立海老名高等学校 フォークソング部
4123 海老名市 神奈川県立中央農業高等学校 軽音楽部
4079 海老名市 神奈川県立有馬高等学校 軽音楽部
6766 鎌倉市 栄光学園高等学校 Rock Music 愛好会
6803 鎌倉市 鎌倉学園高等学校 フォークソング同好会
6804 鎌倉市 神奈川県立鎌倉高等学校 日歌会
6833 鎌倉市 神奈川県立七里ガ浜高等学校 軽音楽部
6849 鎌倉市 神奈川県立深沢高等学校 軽音部
4086 鎌倉市 神奈川県立大船高等学校 軽音楽部
6862 鎌倉市 清泉女学院中学高等学校 軽音楽部
6807 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎高等学校 軽音楽部
4120 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎西浜高等学校 軽音楽同好会
4121 茅ヶ崎市 神奈川県立茅ヶ崎北陵高等学校 軽音楽部
6893 茅ヶ崎市 神奈川県立鶴嶺高等学校 軽音楽部
6821 厚木市 厚木中央高等学校 軽音楽部
4076 厚木市 神奈川県立厚木高等学校 軽音楽部
6819 厚木市 神奈川県立厚木商業高等学校 軽音楽部
6820 厚木市 神奈川県立厚木清南高等学校 軽音楽部
4077 厚木市 神奈川県立厚木西高等学校 軽音楽部
4078 厚木市 神奈川県立厚木東高等学校 軽音楽部
6822 厚木市 神奈川県立厚木北高等学校 軽音楽部
6808 高座郡 神奈川県立寒川高等学校 軽音楽部
6827 座間市 神奈川県立座間高等学校 軽音楽部
4105 座間市 神奈川県立座間総合高等学校 軽音楽部
4100 座間市 神奈川県立相模向陽館高等学校 軽音楽部
6909 三浦市 三浦初声高等学校 軽音楽部
6828 三浦市 神奈川県立三浦臨海高等学校 総合音楽部
6760 小田原市 旭丘高等学校 軽音楽部
6836 小田原市 神奈川県立小田原高等学校 軽音楽部
6837 小田原市 神奈川県立小田原城北工業高等学校（定時制） 軽音楽部
4087 小田原市 神奈川県立小田原総合ビジネス高等学校 軽音楽部
4114 小田原市 神奈川県立西湘高等学校 電気音楽部
6880 小田原市 相洋高等学校 軽音楽部
6855 秦野市 神奈川県立秦野高等学校 サウンド研究部
4131 秦野市 神奈川県立秦野曽屋高等学校 軽音楽部
6856 秦野市 神奈川県立秦野総合高等学校 軽音楽部
6857 逗子市 神奈川県立逗子高等学校 フォークソング部
6858 逗子市 神奈川県立逗葉高等学校 軽音楽部
4113 逗子市 逗子開成中学校・高等学校 軽音楽部
6756 川崎市 カリタス女子中学高等学校 軽音楽部
6814 川崎市 桐光学園高等学校 ギター部
6823 川崎市 神奈川県立向の岡工業高等学校 軽音楽部
6834 川崎市 神奈川県立住吉高等学校 軽音楽部
6847 川崎市 神奈川県立新城高等学校 軽音楽部
4112 川崎市 神奈川県立菅高等学校 軽音楽部
6863 川崎市 神奈川県立生田高等学校 軽音楽部
4080 川崎市 神奈川県立生田東高等学校 軽音楽部
6869 川崎市 神奈川県立川崎工科高等学校 軽音楽部
4092 川崎市 神奈川県立川崎高等学校 軽音楽部
4093 川崎市 神奈川県立川崎北高等学校 軽音楽部
4119 川崎市 神奈川県立多摩高等学校 軽音楽部
4117 川崎市 神奈川県立大師高等学校 軽音楽部
4144 川崎市 神奈川県立百合丘高等学校 軽音楽部
6913 川崎市 神奈川県立麻生高等学校 軽音楽部
6914 川崎市 神奈川県立麻生総合高等学校 軽音楽部
6870 川崎市 川崎市立橘高等学校 軽音楽部
4084 川崎市 川崎市立幸高等学校 軽音楽部
6871 川崎市 川崎市立高津高等学校 軽音楽部
6872 川崎市 川崎市立川崎高等学校（定時制） 音楽部
6873 川崎市 川崎市立川崎総合科学高等学校 軽音楽部
4116 川崎市 洗足学園中学高等学校 軽音楽部
4128 川崎市 日本女子大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
4139 川崎市 法政大学第二高等学校 音楽部
4099 相模原市 光明学園相模原高等学校 音楽部
4130 相模原市 神奈川県立橋本高等学校 軽音楽部
4091 相模原市 神奈川県立上溝高等学校 軽音楽部
6842 相模原市 神奈川県立上溝南高等学校 軽音楽部
4090 相模原市 神奈川県立上鶴間高等学校 軽音楽部
4111 相模原市 神奈川県立城山高等学校 軽音楽部
6853 相模原市 神奈川県立神奈川総合産業高等学校 軽音楽部
4102 相模原市 神奈川県立相模原高等学校 軽音楽部
4104 相模原市 神奈川県立相模原総合高等学校 軽音楽部
4143 相模原市 神奈川県立相模原弥栄高等学校 軽音楽部
6879 相模原市 神奈川県立相模田名高等学校 軽音楽部
4074 相模原市 神奈川県立麻溝台高等学校 軽音楽部
4101 相模原市 相模女子大学高等部 軽音楽部
6895 相模原市 東海大学付属相模高等学校 軽音楽部
6812 足柄上郡 神奈川県立吉田島総合高等学校 軽音楽部
6830 足柄上郡 神奈川県立山北高等学校 軽音楽部
6881 足柄上郡 神奈川県立大井高等学校 音楽部
4118 足柄上郡 立花学園高等学校 軽音楽部
6884 大和市 神奈川県立大和高等学校 軽音楽部
6885 大和市 神奈川県立大和西高等学校 軽音楽部
6886 大和市 神奈川県立大和東高等学校 ポピュラーソング部
6887 大和市 神奈川県立大和南高等学校 軽音楽部
4088 大和市 柏木学園高等学校 軽音楽部
4085 中郡 神奈川県立大磯高等学校 軽音楽同好会
4127 中郡 神奈川県立二宮高等学校 軽音楽部
4097 藤沢市 慶応義塾湘南藤沢高等部 軽音楽部
4096 藤沢市 鵠沼高等学校 軽音楽部
4109 藤沢市 湘南学園中学校高等学校 新軽音楽部
6838 藤沢市 湘南工科大学附属高等学校 フォークソング部
6841 藤沢市 湘南白百合学園中学校・高等学校 軽音楽部
6839 藤沢市 神奈川県立湘南高等学校 音楽研究部
1326 藤沢市 神奈川県立藤沢工科高等学校 軽音楽部
4136 藤沢市 神奈川県立藤沢清流高等学校 軽音楽部
4138 藤沢市 神奈川県立藤沢西高等学校 音楽部
4137 藤沢市 神奈川県立藤沢総合高等学校 軽音楽部
6866 藤沢市 聖園女学院高等学校 軽音楽部
4135 藤沢市 藤沢翔陵高等学校 器楽部
6896 藤沢市 藤嶺学園藤沢高等学校 軽音楽部
4126 藤沢市 日本大学藤沢高等学校 器楽部
4075 南足柄市 神奈川県立足柄高等学校 軽音楽部
4132 平塚市 神奈川県立平塚工科高等学校 音楽部
6906 平塚市 神奈川県立平塚江南高等学校 軽音楽部
4133 平塚市 神奈川県立平塚商業高等学校 軽音楽部
4134 平塚市 神奈川県立平塚湘風高等学校 軽音楽部
6908 平塚市 神奈川県立平塚農業高等学校 軽音楽部

■埼玉県 ---------------------------------------------------------------- 
4232 さいたま市 さいたま市立浦和高等学校 音楽部
4231 さいたま市 さいたま市立大宮北高等学校 軽音楽同好会
6659 さいたま市 浦和ルーテル学院高等学校 音楽部
6660 さいたま市 浦和学院高等学校 軽音楽部
4241 さいたま市 浦和明の星女子高等学校 軽音楽部
4238 さいたま市 浦和麗明高等学校 軽音楽部
6668 さいたま市 開智高等学校 ギター部
4158 さいたま市 埼玉県立いずみ高等学校 軽音楽部
4161 さいたま市 埼玉県立浦和工業高等学校 軽音楽部
4163 さいたま市 埼玉県立浦和高等学校 軽音楽同好会
4166 さいたま市 埼玉県立浦和商業高等学校 ギター部
4165 さいたま市 埼玉県立浦和西高等学校 MA 部
4164 さいたま市 埼玉県立浦和第一女子高等学校 フォークソング同好会
4160 さいたま市 埼玉県立浦和北高等学校 軽音楽部
4167 さいたま市 埼玉県立岩槻高等学校 軽音楽部
4168 さいたま市 埼玉県立岩槻商業高等学校 軽音楽部
4169 さいたま市 埼玉県立岩槻北陵高等学校 軽音楽部
4162 さいたま市 埼玉県立常盤高等学校 軽音楽部
4154 さいたま市 埼玉県立大宮工業高等学校 軽音楽愛好会
4155 さいたま市 埼玉県立大宮高等学校 フォーク部
4156 さいたま市 埼玉県立大宮商業高等学校 軽音楽部
6724 さいたま市 埼玉県立大宮中央高等学校 単位制定時制 音楽部
4157 さいたま市 埼玉県立大宮東高等学校 軽音楽部
6725 さいたま市 埼玉県立大宮南高等学校 音楽部
4153 さいたま市 埼玉県立大宮武蔵野高等学校 軽音楽部
4159 さいたま市 埼玉県立与野高等学校 軽音楽部
4237 さいたま市 淑徳与野高等学校 軽音楽部
4236 さいたま市 大宮開成高等学校 軽音楽部
4188 ふじみ野市 埼玉県立ふじみ野高等学校 軽音楽部
4206 羽生市 埼玉県立羽生高等学校 軽音楽同好会
4240 越谷市 叡明高等学校 ロックバンド愛好会
4207 越谷市 埼玉県立越ヶ谷高等学校 軽音楽部
4209 越谷市 埼玉県立越谷西高等学校 軽音楽部
4210 越谷市 埼玉県立越谷東高等学校 軽音楽部
4211 越谷市 埼玉県立越谷南高等学校 ギター部
4208 越谷市 埼玉県立越谷北高等学校 ギター部
4259 越谷市 獨協埼玉高等学校 軽音楽同好会
4177 桶川市 埼玉県立桶川西高等学校 音楽部
4258 加須市 花咲徳栄高等学校 ギター部
4204 加須市 埼玉県立不動岡高等学校 軽音楽同好会
4217 吉川市 埼玉県立吉川美南高等学校 軽音楽部
4220 久喜市 埼玉県立久喜工業高等学校 軽音楽部
4221 久喜市 埼玉県立鷲宮高等学校 軽音楽部
6676 狭山市 埼玉県立狭山工業高等学校 音楽部
4191 狭山市 埼玉県立狭山緑陽高等学校 軽音楽部
4249 狭山市 秋草学園高等学校 ロック部
4250 狭山市 西武学園文理高等学校 フォークソング部
4199 熊谷市 埼玉県立熊谷女子高等学校 フォークソング愛好会
4198 熊谷市 埼玉県立熊谷商業高等学校 軽音楽部
4200 熊谷市 埼玉県立熊谷西高等学校 軽音楽部
4175 戸田市 埼玉県立戸田翔陽高等学校 軽音楽部
4179 鴻巣市 埼玉県立鴻巣高等学校 軽音楽部
4180 鴻巣市 埼玉県立鴻巣女子高等学校 ギター部
6685 坂戸市 埼玉県立坂戸西高等学校 ギター部
4248 坂戸市 山村国際高等学校 軽音楽部
4152 坂戸市 筑波大学附属坂戸高等学校 アンサンブル部
4215 三郷市 埼玉県立三郷高等学校 軽音楽部
4216 三郷市 埼玉県立三郷北高等学校 軽音楽部
4243 志木市 慶応義塾志木高等学校 英語部軽音パート
6683 志木市 細田学園高等学校 軽音楽部
4219 春日部市 埼玉県立春日部工業高等学校 軽音楽部
4218 春日部市 埼玉県立春日部高等学校 軽音楽部
6695 春日部市 埼玉県立春日部東高等学校 ギター部
4260 春日部市 春日部共栄高等学校 軽音楽部
4190 所沢市 埼玉県立所沢高等学校 フォーク部
4176 上尾市 埼玉県立上尾高等学校 フォークソング研究同好会
4183 新座市 埼玉県立新座高等学校 軽音楽部
4244 新座市 西武台高等学校 軽音楽部
4245 新座市 立教新座高等学校 ジャズ研究会
9482 新座市 立教新座高等学校 音楽部
4201 深谷市 埼玉県立深谷高等学校 フォーク部
4202 深谷市 埼玉県立深谷商業高等学校 軽音楽部
4203 深谷市 埼玉県立深谷第一高等学校 軽音楽部
4257 深谷市 正智深谷高等学校 軽音楽部
4185 川越市 埼玉県立川越工業高等学校 現代ギター部
4184 川越市 埼玉県立川越高等学校 軽音楽部
4186 川越市 埼玉県立川越女子高等学校 フォーク部
6715 川越市 埼玉県立川越西高等学校 ギター部
4187 川越市 埼玉県立川越南高等学校 ギター部
4247 川越市 山村学園高等学校 軽音楽部
4246 川越市 城北埼玉高等学校 軽音楽部
4235 川越市 川越市立川越高等学校 軽音楽部
4172 川口市 埼玉県立川口工業高等学校 軽音楽同好会
4170 川口市 埼玉県立川口高等学校 フォークソング同好会
4173 川口市 埼玉県立川口青陵高等学校 軽音楽部
4171 川口市 埼玉県立川口北高等学校 軽音楽同好会
4212 草加市 埼玉県立草加東高等学校 軽音楽部
4213 草加市 埼玉県立草加南高等学校 軽音楽部
4181 朝霞市 埼玉県立朝霞高等学校 ギター部
9481 朝霞市 埼玉県立朝霞高等学校 ジャズバンド部
4182 朝霞市 埼玉県立朝霞西高等学校 ギター部
4195 東松山市 埼玉県立松山高等学校 軽音楽部
4194 日高市 埼玉県立日高高等学校 軽音楽部
4224 入間郡 埼玉県立越生高等学校 軽音楽部
4263 入間郡 埼玉平成高等学校 軽音楽部
6711 入間郡 清和学園高等学校 軽音楽部
4262 入間郡 武蔵越生高等学校 軽音楽部
4192 入間市 埼玉県立豊岡高等学校 軽音楽部
4251 入間市 東野高等学校 軽音楽部
9498 入間市 日々輝学園高等学校 東京校 軽音楽部
4214 八潮市 埼玉県立八潮高等学校 軽音楽部
4193 飯能市 埼玉県立飯能南高等学校 軽音楽部
4253 飯能市 自由の森学園高等学校 軽音部
6712 飯能市 聖望学園高等学校 軽音楽同好会
4254 飯能市 大川学園高等学校 軽音楽部
4225 比企郡 埼玉県立小川高等学校 軽音楽同好会
4226 比企郡 埼玉県立鳩山高等学校 軽音楽部
6726 比企郡 大妻嵐山中学校・高等学校 ギター部
4230 北葛飾郡 埼玉県立松伏高等学校 軽音楽同好会
4228 北葛飾郡 埼玉県立杉戸高等学校 軽音楽部
4229 北葛飾郡 埼玉県立杉戸農業高等学校 音楽部
4264 北葛飾郡 昌平学園昌平高等学校 軽音楽部
4261 北足立郡 国際学院高等学校 軽音楽部
4178 北本市 埼玉県立北本高等学校 軽音楽部
4196 本庄市 埼玉県立本庄高等学校 軽音楽部
4256 本庄市 早稲田大学本庄高等学院 軽音楽部
4255 本庄市 本庄東高等学校 軽音楽部
4222 蓮田市 埼玉県立蓮田松韻高等学校 軽音楽部
4174 蕨市 埼玉県立蕨高等学校 軽音楽部
4242 蕨市 武南高等学校 ポピュラーソング部
■千葉県 ---------------------------------------------------------------- 
5156 旭市 千葉県立東総工業高等学校 音楽部
5160 印旛郡 東京学館高等学校 軽音楽部
5162 浦安市 千葉県立浦安南高等学校 軽音楽部
5163 浦安市 東海大学付属浦安高等学校 軽音楽部
5168 我孫子市 我孫子二階堂高等学校 軽音楽部
5166 我孫子市 千葉県立我孫子高等学校 軽音楽同好会
5167 我孫子市 千葉県立我孫子東高等学校 軽音楽部
5169 我孫子市 中央学院高等学校 軽音部
5170 鎌ヶ谷市 千葉県立鎌ケ谷高等学校 軽音楽部
5171 鎌ヶ谷市 千葉県立鎌ケ谷西高等学校 軽音楽部
5176 館山市 千葉県安房西高等学校 軽音楽部
5178 君津市 千葉県立君津高等学校 ギター部
5180 君津市 翔凜高等学校 軽音楽部
5182 香取郡 わせがく高等学校 軽音楽部
5183 香取市 千葉県立佐原高等学校 軽音楽部

5184 香取市 千葉県立佐原白楊高等学校 フォークソング部
5186 香取市 千葉萌陽高等学校 シンセサイザーオーケストラ部
5187 佐倉市 千葉県立佐倉高等学校 軽音楽部
5188 佐倉市 千葉県立佐倉東高等学校 ギター部
5193 山武市 千葉県立成東高等学校 フォークソング同好会
5198 四街道市 千葉敬愛高等学校 軽音楽部
5196 四街道市 千葉県立四街道北高等学校 軽音楽同好会
5201 市原市 千葉県立京葉高等学校 軽音楽同好会
5202 市原市 千葉県立市原高等学校 音楽部
5204 市原市 千葉県立鶴舞桜が丘高等学校 音楽部
5216 市川市 国府台女子学院高等部 軽音楽部、ギター部
5221 市川市 市川高等学校 軽音楽部
5218 市川市 昭和学院中学校高等学校 軽音楽部
5208 市川市 千葉県立行徳高等学校 音楽部
5207 市川市 千葉県立市川工業高等学校 軽音楽部
5211 市川市 千葉県立市川東高等学校 軽音楽部
5220 市川市 千葉商科大学付属高等学校 音楽部
5215 市川市 日出学園中学校・高等学校 軽音楽部
5219 市川市 和洋国府台女子中学校高等学校 軽音楽部
5224 習志野市 習志野市立習志野高等学校 軽音楽部
5234 松戸市 松戸市立松戸高等学校 軽音楽部
5228 松戸市 千葉県立松戸国際高等学校 軽音楽部
5230 松戸市 千葉県立松戸南高等学校 ロック部
5229 松戸市 千葉県立松戸六実高等学校 軽音楽部
5236 松戸市 専修大学松戸高等学校 フォークソング同好会
5237 成田市 千葉県立下総高等学校 軽音楽部
5238 成田市 千葉県立成田国際高等学校 ギター部、軽音楽同好会
5240 成田市 千葉県立成田西陵高等学校 軽音楽部
5239 成田市 千葉県立成田北高等学校 軽音楽同好会
5247 千葉市 敬愛学園高等学校 軽音楽部
5270 千葉市 渋谷教育学園幕張高等学校 ギター部
5271 千葉市 昭和学院秀英高等学校 軽音楽部
5261 千葉市 植草学園大学附属高等学校 ギター部
5248 千葉市 千葉経済大学附属高等学校 軽音楽部
5267 千葉市 千葉県立検見川高等学校 音楽部
5256 千葉市 千葉県立生浜高等学校 音楽部
5253 千葉市 千葉県立千城台高等学校 ギター同好会
5257 千葉市 千葉県立千葉工業高等学校 軽音楽部
5245 千葉市 千葉県立千葉東高等学校 フォークソング同好会
5258 千葉市 千葉県立千葉南高等学校 音楽同好会
5251 千葉市 千葉県立泉高等学校 軽音楽部
5272 千葉市 千葉県立土気高等学校 ギター部
5268 千葉市 千葉県立幕張総合高等学校 アコースティックギター同好会
5246 千葉市 千葉市立千葉高等学校 軽音楽部
5262 千葉市 千葉聖心高等学校 軽音楽部
5263 千葉市 千葉明徳高等学校 軽音楽部
5280 船橋市 千葉県立船橋古和釜高等学校 軽音楽部
5273 船橋市 千葉県立船橋高等学校 アコースティックギター部
5274 船橋市 千葉県立船橋芝山高等学校 音楽同好会
5281 船橋市 千葉県立船橋東高等学校 フォークロック部
5275 船橋市 千葉県立船橋二和高等学校 軽音楽部
5283 船橋市 船橋市立船橋高等学校 軽音楽部
5285 船橋市 東京学館船橋高等学校 軽音楽部
5286 船橋市 東葉高等学校 軽音楽部
5290 匝瑳市 敬愛大学八日市場高等学校 軽音楽部
5289 匝瑳市 千葉県立匝瑳高等学校 ギター部
5296 長生郡 千葉県立一宮商業高等学校 軽音楽同好会
5299 東金市 千葉学芸高等学校 軽音楽部
9533 柏市 わせがく高等学校 柏キャンパス 軽音楽部
5311 柏市 芝浦工業大学柏中学高等学校 軽音楽部
5308 柏市 千葉県立東葛飾高等学校 軽音楽部
5306 柏市 千葉県立柏の葉高等学校 ギター部
5301 柏市 千葉県立柏高等学校 軽音楽部
5303 柏市 千葉県立柏陵高等学校 軽音楽部
5312 柏市 二松學舍大学附属柏中学校・高等学校 軽音楽部
5309 柏市 柏市立柏高等学校 軽音楽部
5316 八街市 千葉県立八街高等学校 軽音楽部
5317 八街市 千葉黎明高等学校 軽音楽部
5321 八千代市 千葉英和高等学校 軽音楽部
5319 八千代市 千葉県立八千代西高等学校 軽音楽部
5320 八千代市 千葉県立八千代東高等学校 フォークソング部
5327 茂原市 千葉県立長生高等学校 フォークソング研究同好会
5328 茂原市 千葉県立茂原高等学校 軽音楽同好会
5329 茂原市 千葉県立茂原樟陽高等学校 軽音楽同好会
5330 茂原市 茂原北陵高等学校 軽音楽サークル
5335 木更津市 暁星国際高等学校 音楽部
5331 木更津市 千葉県立木更津高等学校 軽音楽愛好会
5332 木更津市 千葉県立木更津東高等学校 軽音楽部
5336 木更津市 拓殖大学紅陵高等学校 軽音楽部
9532 木更津市 木更津工業高等専門学校 軽音部
5333 木更津市 木更津総合高等学校 軽音楽同好会
5340 野田市 あずさ第一高等学校 軽音楽部
5337 野田市 千葉県立関宿高等学校 軽音楽同好会
5338 野田市 千葉県立清水高等学校 軽音楽部
5339 野田市 千葉県立野田中央高等学校 軽音楽部
5344 流山市 千葉県立流山おおたかの森高等学校 軽音楽同好会
5345 流山市 千葉県立流山南高等学校 軽音楽部
5343 流山市 千葉県立流山北高等学校 軽音部
■茨城県 ---------------------------------------------------------------- 
5346 かすみがうら市 つくば国際大学東風高等学校 軽音楽同好会
5351 つくば市 茨城県立茎崎高等学校 軽音楽部
5349 つくば市 茨城県立竹園高等学校 軽音楽同好会
5358 ひたちなか市 茨城県立海洋高等学校 軽音楽部
5359 ひたちなか市 茨城県立勝田工業高等学校 軽音楽部
9508 ひたちなか市 茨城工業高等専門学校 軽音楽同好会
5361 稲敷郡 霞ヶ浦高等学校 軽音楽部
5364 下妻市 茨城県立下妻第一高等学校 軽音楽部
5366 笠間市 茨城県立笠間高等学校 軽音楽部
5370 牛久市 茨城県立牛久高等学校 軽音楽部
5373 牛久市 東洋大学附属牛久高等学校 軽音楽研究部
5379 古河市 茨城県立古河第三高等学校 音楽部
5384 古河市 茨城県立古河第二高等学校 軽音楽部
5378 古河市 茨城県立古河中等教育学校 軽音同好会
5383 古河市 茨城県立三和高等学校 軽音楽部
5389 高萩市 茨城県立高萩清松高等学校 軽音楽同好会
5395 桜川市 岩瀬日本大学高等学校 軽音楽愛好会
5396 鹿嶋市 茨城県立鹿島高等学校 軽音楽部
5399 鹿嶋市 鹿島学園高等学校 軽音楽部
5400 取手市 茨城県立取手第一高等学校 軽音楽部
5404 取手市 茨城県立藤代高等学校 軽音楽部
5402 取手市 茨城県立藤代紫水高等学校 軽音楽部
5406 取手市 聖徳大学附属取手聖徳女子高等学校 フォークソング部
5407 守谷市 茨城県立守谷高等学校 軽音楽同好会
5408 小美玉市 茨城県立中央高等学校 軽音楽同好会
5409 常総市 茨城県立水海道第一高等学校 軽音楽同好会
5410 常総市 茨城県立水海道第二高等学校 軽音楽同好会
5413 常陸太田市 茨城県立太田第二高等学校 軽音楽部
5427 水戸市 茨城県立水戸商業高等学校 軽音楽部
5420 水戸市 茨城県立水戸第一高等学校 軽音楽同好会
5426 水戸市 茨城県立水戸第三高等学校 軽音楽部
5423 水戸市 茨城県立水戸第二高等学校 軽音楽同好会
5425 水戸市 茨城県立水戸南高等学校 軽音楽部
9531 水戸市 茨城県立盲学校 軽音楽部
5421 水戸市 茨城県立緑岡高等学校 軽音楽部
5429 水戸市 茨城高等学校 フォーク部
5431 水戸市 水戸啓明高等学校 軽音楽同好会
5435 水戸市 水戸平成学園高等学校 軽音楽クラブ
5438 石岡市 茨城県立石岡第二高等学校 軽音楽部
5453 土浦市 つくば国際大学高等学校 軽音楽部
5446 土浦市 茨城県立土浦第一高等学校 軽音楽同好会
5447 土浦市 茨城県立土浦第三高等学校 音楽部
5452 土浦市 常総学院高等学校 軽音楽部
5454 土浦市 土浦日本大学高等学校 音楽部
5451 土浦市 土浦日本大学中等教育学校 バンド部
5456 東茨城郡 茨城県立大洗高等学校 軽音楽同好会
5459 那珂市 茨城県立水戸農業高等学校 軽音楽部
5466 日立市 茨城キリスト教学園高等学校 軽音楽部
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5464 日立市 茨城県立日立商業高等学校 軽音楽演劇同好会
5460 日立市 茨城県立日立第一高等学校 軽音楽部
5463 日立市 茨城県立日立第二高等学校 軽音楽部
5468 日立市 明秀学園日立高等学校 フォークソング同好会
5470 鉾田市 茨城県立鉾田第二高等学校 音楽部
5474 龍ヶ崎市 愛国学園大学附属龍ヶ崎高等学校 軽音楽部
5475 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎第一高等学校 軽音楽部
5473 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎第二高等学校 軽音楽部
5476 龍ヶ崎市 茨城県立竜ヶ崎南高等学校 軽音楽部
■栃木県 ---------------------------------------------------------------- 
5491 宇都宮市 宇都宮短期大学附属高等学校 軽音楽部
5482 宇都宮市 栃木県立宇都宮女子高等学校 軽音楽部
5484 宇都宮市 栃木県立宇都宮南高等学校 軽音楽同好会
5487 宇都宮市 栃木県立宇都宮白楊高等学校 軽音楽部
5492 宇都宮市 日々輝学園高等学校 軽音楽同好会
5498 佐野市 栃木県立佐野高等学校 ギター部
5506 鹿沼市 栃木県立鹿沼南高等学校 軽音楽同好会
9507 小山市 小山工業高等専門学校 軽音楽部
5509 小山市 栃木県立小山城南高等学校 軽音楽部
5508 小山市 栃木県立小山北桜高等学校 軽音楽部
5524 足利市 足利短期大学附属高等学校 軽音楽部
5517 足利市 栃木県立足利高等学校 ギター同好会
5518 足利市 栃木県立足利女子高等学校 軽音楽部
5519 足利市 栃木県立足利南高等学校 フォーク部
5523 足利市 白鴎大学足利高等学校 Music Art Club
5527 大田原市 栃木県立大田原女子高等学校 フォークソング部
5532 栃木市 栃木県立学悠館高等学校 軽音楽部
5529 栃木市 栃木県立栃木工業高等学校 ギター部
5533 栃木市 栃木県立栃木女子高等学校 軽音楽部
5540 那須塩原市 栃木県立那須清峰高等学校 軽音楽同好会
5547 日光市 栃木県立今市工業高等学校 軽音楽同好会
5546 日光市 栃木県立今市高等学校 ギター部
■群馬県 ---------------------------------------------------------------- 
5557 安中市 新島学園高等学校 軽音楽部
5562 伊勢崎市 群馬県立伊勢崎興陽高等学校 軽音楽部
5558 伊勢崎市 群馬県立伊勢崎高等学校 音楽部
5560 伊勢崎市 群馬県立伊勢崎清明高等学校 軽音楽部
5565 甘楽郡 群馬県立下仁田高等学校 軽音楽愛好会
5570 桐生市 群馬県立桐生清桜高等学校 軽音楽部
5577 吾妻郡 群馬県立吾妻中央高等学校 音楽部
5579 吾妻郡 群馬県立長野原高等学校 軽音楽サークル
5583 高崎市 群馬県立高崎工業高等学校 軽音楽部
5589 高崎市 群馬県立高崎東高等学校 軽音楽同好会
5584 高崎市 群馬県立榛名高等学校 軽音楽部
5591 高崎市 高崎健康福祉大学高崎高等学校 軽音楽部
5590 高崎市 高崎市立高崎経済大学附属高等学校 軽音楽部
5592 高崎市 高崎商科大学附属高等学校 軽音楽部
5597 佐波郡 群馬県立玉村高等学校 軽音楽部
5599 渋川市 群馬県立渋川工業高等学校 軽音楽部
5602 沼田市 群馬県立沼田高等学校 軽音楽部
5604 沼田市 群馬県立沼田女子高等学校 軽音楽部、ギター部
5616 前橋市 共愛学園高等学校 F&R 部
5614 前橋市 群馬県立前橋清陵高等学校 定時制夜間部
5617 前橋市 前橋育英高等学校 軽音楽部
5624 太田市 群馬県立新田暁高等学校 軽音楽部
5623 太田市 群馬県立太田東高等学校 軽音楽部
5626 太田市 常磐高等学校 軽音楽部
5628 藤岡市 群馬県立藤岡中央高等学校 軽音楽部
5631 富岡市 群馬県立富岡高等学校 軽音楽部
5634 邑楽郡 群馬県立板倉高等学校 軽音楽部
■新潟県 ---------------------------------------------------------------- 
6925 加茂市 加茂暁星高等学校 軽音楽同好会
6945 佐渡市 新潟県立佐渡高等学校 音楽部
6946 佐渡市 新潟県立佐渡総合高等学校 音楽部
6950 三条市 新潟県立三条東高等学校 軽音楽同好会
6955 三島郡 新潟県立出雲崎高等学校 器楽部
6951 糸魚川市 新潟県立糸魚川高等学校 軽音楽部
6952 糸魚川市 新潟県立糸魚川白嶺高等学校 軽音楽部
6954 十日町市 新潟県立十日町総合高等学校 音楽部
6959 十日町市 新潟県立松代高等学校 軽音楽同好会
6932 上越市 関根学園高等学校 軽音楽同好会
6939 上越市 高田高等学校 軽音楽同好会
6960 上越市 上越高等学校 軽音楽部
6941 上越市 新潟県立高田南城高等学校 軽音楽同好会
6943 上越市 新潟県立高田北城高等学校 軽音楽部
6961 上越市 新潟県立上越総合技術高等学校 軽音楽同好会
6930 新潟市 新潟県立巻高等学校 ギター部
6965 新潟市 新潟県立新潟工業高等学校 音楽部
6974 新潟市 新潟県立新潟西高等学校 軽音楽同好会
6977 新潟市 新潟県立新潟中央高等学校 ギター部
6982 新潟市 新潟県立新津工業高等学校 器楽部
7024 新潟市 新潟県立豊栄高等学校 ギター部
6970 新潟市 新潟市立明鏡高等学校 音楽部
6973 新潟市 新潟清心女子高等学校 軽音部
7025 新潟市 北越高等学校 軽音楽同好会
6988 新発田市 新潟県立新発田南高等学校 ギター同好会
6987 新発田市 新発田中央高等学校 軽音楽同好会
6938 村上市 新潟県立荒川高等学校 軽音楽部
6998 村上市 新潟県立村上桜ヶ丘高等学校 軽音楽部
7004 長岡市 新潟県立長岡高等学校 軽音楽部
7006 長岡市 新潟県立長岡大手高等学校 軽音同好会
9505 長岡市 長岡工業高等専門学校 軽音楽部
7022 南魚沼市 新潟県立八海高等学校 軽音楽同好会
7017 柏崎市 新潟県立柏崎高等学校 フォークロック同好会
7019 柏崎市 新潟県立柏崎総合高等学校 軽音楽同好会
6962 妙高市 新潟県立新井高等学校 ニューミュージック部
■富山県 ---------------------------------------------------------------- 
7048 魚津市 富山県立新川みどり野高等学校 軽音楽部
7039 高岡市 高岡第一高等学校 軽音楽同好会
7041 高岡市 高岡龍谷高等学校 軽音楽同好会
7036 高岡市 富山県立高岡高等学校 軽音楽部
7040 高岡市 富山県立高岡南高等学校 軽音楽部
9514 射水市 富山高等専門学校 射水キャンパス
7042 富山市 高朋高等学校 軽音楽部
7066 富山市 富山県立富山工業高等学校 軽音楽部
7080 富山市 富山県立雄峰高等学校 軽音楽部
9513 富山市 富山高等専門学校 本郷キャンパス 軽音楽部
■石川県 ---------------------------------------------------------------- 
7084 羽咋市 石川県立羽咋高等学校 軽音楽部
7123 河北郡 石川県立津幡高等学校 軽音楽部
7127 河北郡 石川県立内灘高等学校 軽音楽部
9515 河北郡 石川工業高等専門学校 軽音楽同好会
7088 金沢市 金沢学院大学附属高等学校 軽音楽部
7095 金沢市 石川県立金沢西高等学校 軽音楽同好会
7136 金沢市 遊学館高等学校 軽音楽同好会
7125 七尾市 石川県立田鶴浜高等学校 軽音楽部
7116 小松市 石川県立小松北高等学校 軽音楽部
■福井県 ---------------------------------------------------------------- 
7149 小浜市 福井県立若狭高等学校 軽音楽部
7157 大野市 福井県立大野高等学校 音楽愛好会
7155 福井市 仁愛女子高等学校 軽音楽部
7171 福井市 福井工業大学附属福井高等学校 芸能部
7175 福井市 北陸学園北陸高等学校 アコースティック同好会
■山梨県 ---------------------------------------------------------------- 
7182 甲府市 甲斐清和高等学校 ギター部
7183 甲府市 山梨県立甲府工業高等学校 ギター部
7186 甲府市 山梨県立甲府城西高等学校 軽音楽同好会
7188 甲府市 山梨県立甲府第一高等学校 フォークロック部
7189 甲府市 山梨県立甲府東高等学校 軽音楽部
7190 甲府市 山梨県立甲府南高等学校 軽音楽部
7209 上野原市 日本大学明誠高等学校 音楽部
7205 大月市 山梨県立都留高等学校 軽音楽部
7204 笛吹市 山梨県立笛吹高等学校 フォークソング部
7179 南アルプス市 山梨県立巨摩高等学校 軽音楽同好会
7199 南巨摩郡 身延山高等学校 軽音楽同好会
7211 韮崎市 山梨県立韮崎高等学校 ギター部
7176 富士吉田市 山梨県立ひばりが丘高等学校 軽音楽部

7217 北杜市 山梨県立北杜高等学校 軽音楽部
7203 北杜市 帝京第三高等学校 軽音同好会
7218 北杜市 北杜市立甲陵高等学校 ギター同好会
■長野県 ---------------------------------------------------------------- 
7297 安曇野市 長野県南安曇農業高等学校 軽音楽部
7306 安曇野市 長野県穂高商業高等学校 軽音楽部
7307 安曇野市 長野県豊科高等学校 LMC 部
7312 安曇野市 長野県明科高等学校 軽音楽部
7234 伊那市 長野県伊那北高等学校 軽音楽部
7235 伊那市 長野県伊那弥生ヶ丘高等学校 軽音楽部
7251 伊那市 長野県高遠高等学校 軽音楽部
7237 塩尻市 長野県塩尻志学館高等学校 軽音楽部
7295 塩尻市 長野県田川高等学校 ギター部
7239 岡谷市 長野県岡谷東高等学校 軽音楽部
7231 下伊那郡 長野県阿智高等学校 軽音楽部
7232 下伊那郡 長野県阿南高等学校 軽音楽部
7246 茅野市 長野県茅野高等学校 軽音楽部
7323 茅野市 東海大学付属諏訪高等学校 音楽部
7248 駒ヶ根市 長野県駒ヶ根工業高等学校 軽音楽同好会
7278 駒ヶ根市 長野県赤穂高等学校 軽音楽部
7236 佐久市 佐久平総合技術高等学校 軽音楽部
5639 佐久市 長野県岩村田高等学校 軽音楽部
7314 佐久市 長野県野沢南高等学校 軽音楽部
7315 佐久市 長野県野沢北高等学校 軽音楽班
7256 小諸市 長野県小諸高等学校 軽音楽部
7257 小諸市 長野県小諸商業高等学校 軽音楽部
7224 松本市 松商学園高等学校 軽音楽同好会
7229 松本市 松本国際高等学校 軽音楽部
7228 松本市 信濃むつみ高等学校 軽音楽部
7233 松本市 長野県梓川高等学校 軽音楽部
7260 松本市 長野県松本蟻ヶ崎高等学校 軽音楽部
7261 松本市 長野県松本県ヶ丘高等学校 軽音楽部
7262 松本市 長野県松本工業高等学校 軽音楽部
7263 松本市 長野県松本深志高等学校 ギター部
7264 松本市 長野県松本筑摩高等学校 音楽部
7265 松本市 長野県松本美須々ヶ丘高等学校 FMC 部
7266 上伊那郡 長野県上伊那農業高等学校 軽音楽同好会
7282 上伊那郡 長野県辰野高等学校 軽音楽部
7227 上田市 上田西高等学校 軽音楽部
7247 上田市 長野県丸子修学館高等学校 軽音楽部
7267 上田市 長野県上田高等学校 現代音楽班
7268 上田市 長野県上田千曲高等学校 軽音楽班
7269 上田市 長野県上田染谷丘高等学校 軽音・フォーク班
7270 上田市 長野県上田東高等学校 軽音楽班
7252 埴科郡 長野県坂城高等学校 軽音部
7245 諏訪郡 長野県下諏訪向陽高等学校 器楽部
7305 諏訪郡 長野県富士見高等学校 バンド部
7271 諏訪市 長野県諏訪実業高等学校 軽音楽部
7272 諏訪市 長野県諏訪清陵高等学校 フォークソング部
7273 諏訪市 長野県諏訪二葉高等学校 現代音楽部
7275 須坂市 長野県須坂高等学校 FMC 同好会
7274 須坂市 長野県須坂創成高等学校 軽音楽部
7241 千曲市 長野県屋代高等学校 軽音楽班
7242 千曲市 長野県屋代南高等学校 フォークソング部
7280 大町市 長野県大町岳陽高等学校 軽音楽部
7285 中野市 長野県中野立志館高等学校 軽音楽部
7253 長野市 長野県篠ノ井高等学校 フォーク部
7254 長野市 長野県篠ノ井高等学校犀峡校 音楽部
7259 長野市 長野県松代高等学校 ミュージック部
7286 長野市 長野県長野吉田高等学校 軽音楽班
7287 長野市 長野県長野吉田高等学校戸隠分校 軽音部
7288 長野市 長野県長野工業高等学校 軽音楽班
7289 長野市 長野県長野高等学校 フォークソング班
7292 長野市 長野県長野西高等学校中条校 軽音楽同好会
7294 長野市 長野県長野南高等学校 軽音楽部
9506 長野市 長野工業高等専門学校 軽音楽部
7317 長野市 長野市立長野高等学校 軽音楽部
7318 長野市 長野俊英高等学校 軽音楽部
7319 長野市 長野女子高等学校 軽音楽部
7320 長野市 長野清泉女学院高等学校 フォークソング部
7296 東御市 長野県東御清翔高等学校 軽音楽部
7255 南佐久郡 長野県小海高等学校 軽音楽班
7300 飯山市 長野県飯山高等学校 軽音同好会
7301 飯田市 長野県飯田 OIDE 長姫高等学校 軽音楽部
7302 飯田市 長野県飯田高等学校 軽音楽部
7304 飯田市 長野県飯田風越高等学校 軽音楽部
7283 北安曇郡 長野県池田工業高等学校 軽音楽部
7298 北安曇郡 長野県白馬高等学校 軽音楽部
7249 北佐久郡 長野県軽井沢高等学校 軽音楽部
7279 木曽郡 長野県蘇南高等学校 軽音楽部
7313 木曽郡 長野県木曽青峰高等学校 軽音楽部
■岐阜県 ---------------------------------------------------------------- 
7335 可児市 岐阜県立可児高等学校 軽音楽部
7327 岐阜市 ぎふ国際高等学校 音楽部
7366 岐阜市 済美高等学校 フォークソング部
7399 高山市 岐阜県立斐太高等学校 軽音楽部
7395 土岐市 岐阜県立東濃フロンティア高等学校 軽音楽部
9510 本巣市 岐阜工業高等専門学校 軽音楽同好会
■静岡県 ---------------------------------------------------------------- 
7416 伊豆の国市 静岡県立伊豆中央高等学校 軽音楽部
7426 掛川市 静岡県立掛川工業高等学校 ギター部
7462 菊川市 常葉学園菊川高等学校 音楽部
7500 御前崎市 静岡県立池新田高等学校 音楽部
7438 御殿場市 御殿場西高等学校 軽音楽部
7439 御殿場市 静岡県立御殿場南高等学校 音楽部
7515 三島市 日本大学三島高等学校 軽音楽部
7424 沼津市 加藤学園高等学校 フォークソング部
7434 沼津市 桐陽高等学校 軽音楽部
9511 沼津市 沼津工業高等専門学校 軽音楽同好会
7456 沼津市 沼津中央高等学校 軽音楽部
7451 沼津市 静岡県立沼津工業高等学校 軽音部
7457 沼津市 静岡県立沼津東高等学校 ギターアンサンブル部
7411 榛原郡 キラリ高等学校 音楽部（軽音）
7469 静岡市 清水国際高等学校 軽音楽部
7487 静岡市 静岡県立静岡西高等学校 音楽部
7511 藤枝市 静岡県立藤枝東高等学校 ギター部
7410 浜松市 オイスカ高等学校 軽音楽部
9446 浜松市 クラーク記念国際高等学校 浜松キャンパス 軽音楽部
7473 浜松市 聖隷クリストファー高等学校 軽音楽部
7531 浜松市 静岡県立浜松工業高等学校 ギター部
7536 浜松市 静岡県立浜松城北工業高等学校 軽音楽部
7540 浜松市 静岡県立浜松南高等学校 音楽研究部
7542 浜松市 静岡県立浜松北高等学校 軽音楽部
7525 浜松市 浜松開誠館高等学校 軽音楽部
7527 浜松市 浜松学芸高等学校 ポピュラー音楽部
7534 浜松市 浜松修学舎中学校・高等学校 ギター部
9528 富士宮市 富士宮高等専修学校 軽音楽部
7431 富士市 静岡県立吉原工業高等学校 総合文化部（ギター部）
7550 富士市 静岡県立富士高等学校 音楽部
■愛知県 ---------------------------------------------------------------- 
7569 安城市 安城学園高等学校 軽音楽部
7577 一宮市 愛知県立一宮興道高等学校 音楽部
7635 一宮市 修文学院高等学校 音楽部
7556 稲沢市 愛知啓成高等学校 軽音楽部
7593 岡崎市 愛知県立岡崎商業高等学校 音楽部
7597 岡崎市 愛知県立岡崎北高等学校 音楽部
7655 岡崎市 岡崎学園高等学校 軽音楽同好会
7594 岡崎市 岡崎城西高等学校
7605 刈谷市 愛知県立刈谷東高等学校（通信制） バンド部
7606 刈谷市 愛知県立刈谷北高等学校 ギター同好会
7607 岩倉市 愛知県立岩倉総合高等学校 フォーク部
7642 春日井市 中部大学春日丘高等学校 軽音楽部
7772 小牧市 誉高等学校 軽音楽部
7661 瀬戸市 愛知県立瀬戸工科高等学校 PSLMC
7658 瀬戸市 愛知県立瀬戸高等学校 フォークソング部
7659 瀬戸市 愛知県立瀬戸西高等学校 アコースティックギター部
7665 瀬戸市 聖カピタニオ女子高等学校 軽音楽部

7666 瀬戸市 聖霊中学校・高等学校 軽音楽部
7668 西尾市 愛知県立西尾高等学校 ギター部
7694 知多郡 愛知県立東浦高等学校 ギター部
7704 知多郡 愛知県立内海高等学校 音楽部
7710 知多郡 日本福祉大学付属高等学校 音楽部
7679 知多市 愛知県立知多翔洋高等学校 ギター部
7589 東海市 愛知県立横須賀高等学校 軽音楽同好会
7697 東海市 愛知県立東海樟風高等学校 フォークソング部
7685 日進市 中部大学第一高等学校 軽音楽部
7712 半田市 愛知県立半田工科高等学校 音楽部
7713 半田市 愛知県立半田高等学校 フォークソング部
7714 半田市 愛知県立半田商業高等学校 軽音楽部
7567 尾張旭市 愛知県立旭野高等学校 軽音楽部
7726 豊橋市 愛知県立豊橋工科高等学校 音楽部
7727 豊橋市 豊橋市立豊橋高等学校 音楽部
7730 豊橋市 豊橋中央高等学校 軽音楽部
9500 豊田市 ルネサンス豊田高等学校 軽音楽部
7735 豊田市 愛知県立豊田工科高等学校 音楽部
7736 豊田市 愛知県立豊田高等学校 ギター部
7737 豊田市 愛知県立豊田西高等学校 ギター部
7741 豊田市 愛知県立豊田北高等学校 軽音楽部
7693 豊田市 杜若高等学校 軽音楽部
9537 豊田市 豊田工業高等専門学校 軽音楽部
7663 豊明市 星城高等学校 軽音楽部
9525 名古屋市 KTC おおぞら高等学院 名古屋キャンパス
9530 名古屋市 クラーク記念国際高等学校 名古屋キャンパス 軽音同好会
9447 名古屋市 愛知芸術高等専修学校 ミュージックコース
7563 名古屋市 愛知県立愛知商業高等学校 音楽部
7566 名古屋市 愛知県立旭丘高等学校 軽音楽部
7575 名古屋市 愛知県立惟信高等学校 軽音楽部
7647 名古屋市 愛知県立昭和高等学校 軽音楽部
7648 名古屋市 愛知県立松蔭高等学校 音楽部
7656 名古屋市 愛知県立瑞陵高等学校 軽音楽部
7683 名古屋市 愛知県立中川商業高等学校 フォークソング部
7684 名古屋市 愛知県立中村高等学校 音楽部
7763 名古屋市 愛知県立名古屋西高等学校 Ｊ＆Ｆ部
7766 名古屋市 愛知県立名古屋南高等学校 軽音楽部
7769 名古屋市 愛知県立明和高等学校 PM 部
7773 名古屋市 愛知県立緑丘高等学校 軽音楽部
7560 名古屋市 愛知産業大学工業高等学校 軽音楽部
7610 名古屋市 菊華高等学校 軽音楽部
9499 名古屋市 菊武ビジネス専門学校 高校課程 軽音楽部
7613 名古屋市 金城学院高等学校 軽音楽部
7614 名古屋市 啓明学館高等学校 軽音楽部
7632 名古屋市 至学館高等学校 軽音楽部
7657 名古屋市 椙山女学園高等学校 ギター部
9538 名古屋市 星槎国際高等学校 名古屋学習センター 軽音同好会
7674 名古屋市 大同大学大同高等学校 軽音楽部
7682 名古屋市 中京大学附属中京高等学校 バンド研究部
7695 名古屋市 東海学園高等学校 軽音楽同好会
7696 名古屋市 東海中学校・高等学校 軽音楽同好会
7700 名古屋市 東邦高等学校 軽音楽部
7703 名古屋市 同朋高等学校 フォークソング部
7705 名古屋市 南山中学校・高等学校女子部 ギター部
7744 名古屋市 名古屋経済大学高蔵高等学校 軽音楽部
5640 名古屋市 名古屋経済大学市邨高等学校 軽音楽部
7747 名古屋市 名古屋国際中学校・高等学校 軽音楽部
7749 名古屋市 名古屋市立向陽高等学校 フォークソング部
7750 名古屋市 名古屋市立工業高等学校 ギター同好会
7751 名古屋市 名古屋市立工芸高等学校 軽音楽同好会
7752 名古屋市 名古屋市立桜台高等学校 軽音部
7754 名古屋市 名古屋市立若宮商業高等学校 ギター部
7756 名古屋市 名古屋市立中央高等学校 音楽部
7759 名古屋市 名古屋市立名古屋商業高等学校 軽音楽部
7760 名古屋市 名古屋市立名東高等学校 軽音楽部
7761 名古屋市 名古屋市立緑高等学校 軽音楽部
7762 名古屋市 名古屋女子大学高等学校 軽音楽部
7564 弥富市 愛知黎明高等学校 軽音楽部
■三重県 ---------------------------------------------------------------- 
7774 伊賀市 三重県立あけぼの学園高等学校 軽音楽部
7788 伊勢市 三重県立宇治山田商業高等学校 軽音楽部
7792 亀山市 三重県立亀山高等学校 軽音楽部
7797 桑名市 三重県立桑名高等学校 軽音楽同好会
7798 桑名市 三重県立桑名西高等学校 音楽部
7800 三重郡 三重県立菰野高等学校 軽音楽部
7804 四日市市 三重県立四日市工業高等学校 軽音楽部
7807 四日市市 三重県立四日市商業高等学校 軽音楽部
7841 四日市市 三重県立北星高等学校 バンド部
7823 四日市市 大橋学園高等学校 軽音楽部
7814 松阪市 松阪高等学校 ギター同好会
9522 津市 一志学園高校 軽音楽部
7826 津市 三重県立津工業高等学校 軽音楽部
7827 津市 三重県立津高等学校 軽音楽部
7829 津市 三重県立津西高等学校 オリジナルソング部
7831 津市 三重県立津東高等学校 ロッキン部
7834 津市 青山高等学校 けいおんサークル
7833 度会郡 三重県立南伊勢高等学校南勢校舎 軽音楽部
7840 尾鷲市 三重県立尾鷲高等学校 軽音楽部
7817 鈴鹿市 三重県立神戸高等学校 吹奏楽部軽音楽班
7819 鈴鹿市 三重県立石薬師高等学校 音楽部
7837 鈴鹿市 三重県立白子高等学校 軽音楽部
7839 鈴鹿市 三重県立飯野高等学校 軽音楽部
9512 鈴鹿市 鈴鹿工業高等専門学校 アコースティックギター部
■滋賀県 ---------------------------------------------------------------- 
7851 愛知郡 滋賀県立愛知高等学校 軽音楽部
7898 近江八幡市 滋賀県立八幡工業高等学校 軽音楽同好会
7852 草津市 綾羽高等学校 軽音楽部
7884 草津市 滋賀県立草津東高等学校 軽音楽部
7865 大津市 幸福の科学学園関西高等学校 軽音楽同好会
7880 大津市 滋賀県立石山高等学校 軽音楽部
7882 大津市 滋賀県立膳所高等学校 軽音楽部
7885 大津市 滋賀県立大津高等学校 軽音楽部
7887 大津市 滋賀県立大津清陵高等学校 通信部 軽音楽部
7888 大津市 滋賀県立大津清陵高等学校馬場分校 軽音楽愛好会
7893 大津市 滋賀県立東大津高等学校 音楽部
7872 大津市 滋賀短期大学附属高等学校 軽音楽部
7901 大津市 比叡山高等学校 軽音楽部
7890 長浜市 滋賀県立長浜農業高等学校 軽音楽部
7897 東近江市 滋賀県立八日市南高等学校 音楽同好会
7859 彦根市 近江高等学校 軽音同好会
7902 彦根市 滋賀県立彦根工業高等学校 軽音楽部
7906 彦根市 滋賀県立彦根翔西館高等学校 軽音楽部
7909 野洲市 滋賀県立野洲高等学校 軽音同好会
■京都府 ----------------------------------------------------------------
5643 宇治市 京都府立城南菱創高等学校 フォークソング部
5645 宇治市 京都府立莵道高等学校 フォークソング部
5647 宇治市 京都翔英高等学校 軽音楽部
5648 亀岡市 京都府立亀岡高等学校 軽音楽部
5656 京丹後市 京都府立丹後緑風高等学校 久美浜学舎 軽音楽部
5654 京丹後市 京都府立峰山高等学校 軽音楽部
5657 京田辺市 京都府立田辺高等学校 軽音楽部
5673 京都市 ノートルダム女学院中学高等学校 軽音楽部
5664 京都市 花園高等学校 軽音楽部
5696 京都市 華頂女子高等学校 軽音楽部
5708 京都市 京都橘高等学校 軽音楽部
5701 京都市 京都教育大学附属高等学校 軽音楽同好会
5665 京都市 京都光華高等学校 軽音楽部
5693 京都市 京都国際高等学校 軽音楽部
5667 京都市 京都産業大学附属高等学校 軽音楽部
5711 京都市 京都市立紫野高等学校 軽音楽部
5687 京都市 京都市立西京高等学校 軽音楽部
5689 京都市 京都市立銅駝美術工芸高等学校 フォークソング部
5686 京都市 京都市立堀川高等学校 軽音楽部
5694 京都市 京都女子高等学校 軽音楽部
5671 京都市 京都精華学園高等学校 軽音楽部
5707 京都市 京都聖母学院中学校・高等学校 軽音楽部
5677 京都市 京都府立鴨沂高等学校 軽音楽部

5681 京都市 京都府立桂高等学校 フォークソング部
5660 京都市 京都府立嵯峨野高等学校 軽音楽部
5710 京都市 京都府立山城高等学校 軽音楽部
5685 京都市 京都府立朱雀高等学校 軽音楽部
9526 京都市 京都府立清明高等学校 軽音楽部
5702 京都市 京都府立東稜高等学校 フォークソング部
5704 京都市 京都府立桃山高等学校 軽音楽部
5703 京都市 京都府立洛水高等学校 軽音楽部
5682 京都市 京都府立洛西高等学校 軽音楽部
5675 京都市 京都府立洛東高等学校 フォークソング研究部
5669 京都市 京都府立洛北高等学校 音楽研究部
5672 京都市 京都文教高等学校 軽音楽部
5695 京都市 大谷高等学校 軽音楽部
5670 京都市 同志社高等学校 軽音楽部
5678 京都市 同志社女子高等学校 軽音楽部
5679 京都市 平安女学院中学校・高等学校 軽音楽部
5712 京都市 洛星高等学校 軽音楽同好会
5691 京都市 洛陽総合高等学校 軽音楽部
5713 向日市 京都府立向陽高等学校 フォークソング部
5716 城陽市 京都府立城陽高等学校 軽音楽部
5718 相楽郡 京都廣学館高等学校 通信課程ギター同好会
5709 長岡京市 立命館中学校・高等学校 軽音楽同好会
9503 舞鶴市 舞鶴工業高等専門学校 軽音楽部
■大阪府 ---------------------------------------------------------------- 
8040 大阪市 大阪市立桜宮高等学校 音楽部
4272 大阪市 大阪市立都島工業高等学校 軽音楽部
8047 大阪市 大阪市立都島工業高等学校 定時制課程 軽音楽部
8048 大阪市 大阪市立東高等学校 フォークソング部
8011 大阪市 大阪府立西野田工科高等学校 軽音楽部
7986 大阪市 昇陽高等学校 軽音楽部
8039 大阪市 大阪市立咲くやこの花高等学校 軽音楽部
7979 大阪市 大阪府立市岡高等学校 NMC（軽音楽）部
8044 大阪市 大阪市立泉尾工業高等学校 軽音楽部
8019 大阪市 大阪府立泉尾高等学校 軽音楽部
7943 大阪市 興國高等学校 軽音楽部
7976 大阪市 四天王寺高等学校 軽音楽部
8003 大阪市 清風高等学校 軽音楽部
4276 大阪市 大阪市立大阪ビジネスフロンティア高等学校 軽音楽部
7959 大阪市 大阪府立高津高等学校 軽音楽部
8002 大阪市 大阪府立清水谷高等学校 ギター部
8135 大阪市 大阪府立夕陽丘高等学校 YMW 部
8061 大阪市 大阪夕陽丘学園高等学校 軽音楽部
7963 大阪市 大阪府立今宮高等学校 軽音エレキ部
7955 大阪市 好文学園女子高等学校 軽音楽部
8052 大阪市 大阪市立淀商業高等学校 軽音楽部
7936 大阪市 関西大学北陽高等学校 フォークソング部
8034 大阪市 大阪高等学校 フォークソング部
8057 大阪市 大阪成蹊女子高等学校 軽音楽部
4286 大阪市 大阪府立柴島高等学校 軽音楽部
8120 大阪市 大阪府立北淀高等学校 フォークソング部
7915 大阪市 プール学院高等学校 フォークソング部
8041 大阪市 大阪市立生野工業高等学校 軽音楽部
7985 大阪市 大阪府立勝山高等学校 軽音楽部
8091 大阪市 大阪府立桃谷高等学校 CS I・II 部 軽音楽部
8062 大阪市 大阪偕星学園高等学校 軽音楽部
7993 大阪市 常翔学園高等学校 軽音楽部
7920 大阪市 大阪府立旭高等学校 音楽部
8136 大阪市 大阪府立淀川工科高等学校 軽音楽部
8036 大阪市 大阪産業大学附属中学校・高等学校 軽音楽部
8056 大阪市 大阪信愛学院高等学校 軽音楽部
7998 大阪市 大阪府立成城高等学校 軽音楽部
7913 大阪市 あべの翔学高等学校 軽音楽部
8037 大阪市 大阪市立工芸高等学校 音楽部
7918 大阪市 大阪府立阿倍野高等学校 軽音エレキ部
7981 大阪市 大阪府立住吉高等学校 軽音楽部
8080 大阪市 大阪府立天王寺高等学校 軽音楽部
8066 大阪市 大谷中学校・高等学校 フォークソング部
4282 大阪市 桃山学院高等学校 軽音楽部
8130 大阪市 明浄学院高等学校 軽音楽部
7951 大阪市 建国高等学校 軽音楽部
4289 大阪市 大阪府教育センター附属高等学校 軽音楽部
7965 大阪市 大阪府立阪南高等学校 軽音楽部
8078 大阪市 帝塚山学院中学校高等学校 軽音楽部
8140 大阪市 浪速高等学校 軽音楽部
7992 大阪市 城南学園高等学校 軽音楽部
7962 大阪市 大阪府立今宮工科高等学校 軽音楽部
8010 大阪市 大阪府立西成高等学校 軽音楽部
4298 大阪市 英真学園高等学校 軽音楽部
8049 大阪市 大阪市立東淀工業高等学校 軽音楽部
8090 大阪市 大阪府立東淀川高等学校 軽音楽部
8119 大阪市 大阪府立北野高等学校 ジャズ・フォークソング部
4284 大阪市 大阪市立鶴見商業高等学校 軽音楽部
8051 大阪市 大阪市立汎愛高等学校 音楽部
7922 大阪市 大阪府立茨田高等学校 軽音楽部
4292 大阪市 大阪市立住吉商業高等学校 フォークソング部
4273 大阪市 大阪府立港南造形高等学校 軽音楽部
9535 大阪市 関西情報工学院専門学校 高等課程 軽音楽部
8069 大阪市 大阪府立長吉高等学校 軽音楽部
8084 大阪市 大阪府立東住吉高等学校 軽音楽部
8112 大阪市 大阪府立平野高等学校 軽音楽部
8079 大阪市 天王寺学館高等学校 軽音楽部
8085 大阪市 東住吉総合高等学校 ギター部
7949 大阪市 金蘭会高等学校 フォークソング部
8043 大阪市 大阪市立扇町総合高等学校 軽音楽部
7990 大阪市 城星学園中学校・高等学校 ウインド・ポップスミュージッククラブ
8022 大阪市 相愛高等学校 音楽部
8046 大阪市 大阪市立中央高等学校 軽音楽部
8053 大阪市 大阪女学院高等学校 軽音楽部
8063 大阪市 大阪府立大手前高等学校 軽音楽部
7954 茨木市 向陽台高等学校 軽音楽部
4299 茨木市 大阪府立茨木工科高等学校 軽音楽部
9444 茨木市 大阪府立茨木工科高等学校 定時制 軽音楽部
7923 茨木市 大阪府立茨木高等学校 軽音楽部
7924 茨木市 大阪府立茨木西高等学校 軽音楽部
7983 茨木市 大阪府立春日丘高等学校 軽音楽部
8110 茨木市 大阪府立福井高等学校 軽音楽部
8117 茨木市 大阪府立北摂つばさ高等学校 軽音楽部
8074 茨木市 追手門学院高等学校 軽音楽部
4266 羽曳野市 大阪府立懐風館高等学校 軽音楽部
8031 河内長野市 大阪暁光高等学校 軽音楽部
8072 河内長野市 大阪府立長野高等学校 フォークソング部
7931 貝塚市 大阪府立貝塚高等学校 軽音楽部
4287 貝塚市 大阪府立貝塚南高等学校 軽音楽部
7940 岸和田市 岸和田市立産業高等学校 軽音楽部
7944 岸和田市 近畿大学泉州高等学校 軽音楽部
4291 岸和田市 大阪府立岸和田高等学校 軽音楽部
7941 岸和田市 大阪府立久米田高等学校 軽音楽部
4290 岸和田市 大阪府立和泉高等学校 軽音楽部
7953 交野市 大阪府立交野高等学校 軽音楽部
7925 高石市 羽衣学園高等学校 フォークソング部
8004 高石市 清風南海高等学校 軽音楽部
7958 高石市 大阪府立高石高等学校 フォークソング部
7919 高槻市 阿武野高等学校 軽音楽部
7946 高槻市 金光大阪高等学校 アコースティックギター同好会
7960 高槻市 高槻高等学校 軽音楽部
7929 高槻市 大阪府立芥川高等学校 軽音ロック部
7961 高槻市 大阪府立高槻北高等学校 軽音楽部
7972 高槻市 大阪府立三島高等学校 軽音楽部
8024 高槻市 大阪府立大冠高等学校 軽音楽部
8076 高槻市 大阪府立槻の木高等学校 軽音楽部
8018 阪南市 大阪府立泉鳥取高等学校 軽音楽部
7952 堺市 賢明学院中学高等学校 軽音楽部
4277 堺市 香ヶ丘リベルテ高等学校 軽音楽部
4275 堺市 堺市立堺高等学校 軽音楽部
8055 堺市 大阪商業大学堺高等学校 軽音楽部
7966 堺市 大阪府立堺工科高等学校 軽音楽部
4283 堺市 大阪府立堺上高等学校 軽音楽部
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7967 堺市 大阪府立堺西高等学校 軽音楽部
7968 堺市 大阪府立堺東高等学校 軽音楽部
7999 堺市 大阪府立成美高等学校 軽音楽部
8020 堺市 大阪府立泉北高等学校 軽音楽部
8081 堺市 大阪府立登美丘高等学校 フォークソング部
8089 堺市 大阪府立東百舌鳥高等学校 軽音楽部
8097 堺市 大阪府立農芸高等学校 音楽部
8105 堺市 大阪府立美原高等学校 軽音楽部
8111 堺市 大阪府立福泉高等学校 軽音楽部
8115 堺市 大阪府立鳳高等学校 フォークソング部
4270 堺市 東大谷高等学校 軽音楽部
4301 堺市 大阪府立泉陽高等学校 PMC
4300 堺市 初芝立命館高等学校 新音楽研究部
4265 堺市 大阪府立金岡高等学校 軽音楽部
8082 三島郡 大阪府立島本高等学校 軽音楽部
7978 四條畷市 大阪府立四條畷高等学校 軽音楽部
4294 守口市 大阪国際高等学校 軽音楽部
4271 守口市 大阪電気通信大学高等学校 軽音楽部
7921 守口市 大阪府立芦間高等学校 軽音楽部
4297 守口市 大阪府立守口東高等学校 軽音楽部
4279 松原市 阪南大学高等学校 軽音楽部
7987 松原市 大阪府立松原高等学校 軽音楽部
8006 松原市 大阪府立生野高等学校 軽音楽部
8067 松原市 大阪府立大塚高等学校 軽音楽部
8059 寝屋川市 香里ヌヴェール学院中学校・高等学校 軽音楽部
8009 寝屋川市 大阪府立西寝屋川高等学校 フォークソング部
8116 寝屋川市 大阪府立北かわち皐が丘高等学校 軽音楽部
8094 寝屋川市 同志社香里高等学校 軽音楽部
8025 吹田市 大阪学院大学高等学校 軽音楽部
7973 吹田市 大阪府立山田高等学校 軽音楽部
7996 吹田市 大阪府立吹田高等学校 軽音楽部
7997 吹田市 大阪府立吹田東高等学校 軽音楽部
8014 吹田市 大阪府立千里高等学校 フォークソング部
8118 吹田市 大阪府立北千里高等学校 軽音楽部
8000 摂津市 星翔高等学校 音楽部
8033 摂津市 大阪薫英女学院高等学校 軽音楽部
8013 摂津市 大阪府立摂津高等学校 フォークギター部
4268 泉佐野市 大阪府立佐野工科高等学校 K 音部
7964 泉佐野市 大阪府立佐野高等学校 軽音楽部
8017 泉大津市 大阪府立泉大津高等学校 器楽部
4267 泉南郡 大阪体育大学浪商高等学校 軽音楽部
8129 泉南郡 大阪府立岬高等学校 軽音楽部
7917 泉南市 大阪府立りんくう翔南高等学校 軽音楽部
7942 大阪狭山市 大阪府立狭山高等学校 軽音楽部
7977 大東市 四條畷学園高等学校 歌声部
8134 大東市 大阪府立野崎高等学校 フォークソング部
8139 大東市 緑風冠高等学校 軽音楽部
7982 池田市 渋谷高等学校 アコースティック音楽同好会
7926 池田市 大阪府立園芸高等学校 軽音楽部
8068 池田市 大阪府立池田高等学校 軽音楽部
7988 東大阪市 アナン学園高等学校 軽音楽部
7945 東大阪市 近畿大学附属高等学校 軽音楽部
4269 東大阪市 樟蔭高等学校 軽音楽部
7916 東大阪市 大阪府立みどり清朋高等学校 軽音楽部
7928 東大阪市 大阪府立花園高等学校 フォークソング部
7991 東大阪市 大阪府立城東工科高等学校 総合音楽部
8107 東大阪市 大阪府立布施工科高等学校 軽音楽部
8108 東大阪市 大阪府立布施高等学校 軽音楽部
8109 東大阪市 大阪府立布施北高等学校 軽音楽部
5737 東大阪市 大阪府立枚岡樟風高等学校 軽音楽部
8086 東大阪市 東大阪市立日新高等学校 軽音楽部
8087 東大阪市 東大阪大学敬愛高等学校 軽音楽部
4280 藤井寺市 大阪女子短期大学高等学校 軽音楽部
8092 藤井寺市 大阪府立藤井寺工科高等学校 軽音楽部
8093 藤井寺市 大阪府立藤井寺高等学校 現代音楽研究部
4296 南河内郡 上宮太子高等学校 軽音楽部
7938 柏原市 関西福祉科学大学高等学校 ギター部
8088 柏原市 東大阪大学柏原高等学校 ギター部
7974 八尾市 大阪府立山本高等学校 軽音楽部
8102 八尾市 大阪府立八尾高等学校 軽音楽部
8103 八尾市 大阪府立八尾翠翔高等学校 軽音楽部
8104 八尾市 大阪府立八尾北高等学校 軽音楽部
7911 富田林市 PL 学園高等学校 軽音楽部
7927 富田林市 大阪府立河南高等学校 軽音楽部
4288 富田林市 大阪府立金剛高等学校 軽音楽部
8106 富田林市 大阪府立富田林高等学校 軽音楽部
7970 豊中市 大阪府立桜塚高等学校 軽音楽部
8015 豊中市 大阪府立千里青雲高等学校 軽音楽部
4295 豊中市 大阪府立刀根山高等学校 軽音楽部
8113 豊中市 大阪府立豊中高等学校 軽音楽部
8114 豊中市 大阪府立豊島高等学校 軽音楽部
8098 豊中市 梅花高等学校 フォークソング部
8096 豊能郡 大阪府立能勢高等学校 軽音楽部
4293 枚方市 常翔啓光学園高等学校 軽音楽部
8038 枚方市 大阪市立高等学校 軽音楽同好会
7957 枚方市 大阪府立香里丘高等学校 軽音楽部
8070 枚方市 大阪府立長尾高等学校 軽音楽部
8121 枚方市 大阪府立牧野高等学校 軽音楽部
8123 枚方市 大阪府立枚方高等学校 フォークギター部
8008 箕面市 アサンプション国際中学校高等学校 軽音楽部
8126 箕面市 大阪府立箕面高等学校 民謡研究部
8125 箕面市 箕面学園高等学校 軽音楽部
8128 箕面市 箕面東高等学校 軽音楽部
8132 門真市 大阪府立門真なみはや高等学校 ロック研究部
8133 門真市 大阪府立門真西高等学校 軽音楽部
7994 和泉市 大阪府立信太高等学校 軽音楽部
8099 和泉市 大阪府立伯太高等学校 軽音楽部
4281 和泉市 大阪府立和泉工業・総合高等学校 軽音楽部
■兵庫県 ---------------------------------------------------------------- 
5740 たつの市 兵庫県立龍野北高等学校 軽音楽同好会
9452 芦屋市 甲南高等学校 ブラスアンサンブル部
5745 芦屋市 甲南高等学校 器楽部
5742 芦屋市 兵庫県立芦屋高等学校 ギター研究部
5748 伊丹市 伊丹市立伊丹高等学校 ギター部
5749 伊丹市 兵庫県立伊丹高等学校 フォークソング部
5753 加古川市 兵庫県立加古川東高等学校 ギターフォーク同好会
5755 加古川市 兵庫県立加古川南高等学校 音楽部
5757 加古川市 兵庫県立東播工業高等学校 軽音楽部
5761 加東市 兵庫県立社高等学校 音楽部
5764 高砂市 兵庫県立高砂高等学校 音楽部
5772 三田市 三田学園高等学校 軽音楽部
5776 三木市 兵庫県立三木高等学校 軽音楽部
5777 三木市 兵庫県立三木東高等学校 アコースティックギター部
5774 三木市 兵庫県立三木北高等学校 音楽部
5779 宍粟市 兵庫県立山崎高等学校 ギター同好会
5780 宍粟市 兵庫県立千種高等学校 カルチャー部
5788 小野市 兵庫県立小野工業高等学校 ギター部
5787 小野市 兵庫県立小野高等学校 ギター部
5794 神戸市 啓明学院高等学校 軽音楽部
5838 神戸市 松蔭高等学校 BAND 部
5844 神戸市 神戸学院大学附属高等学校 軽音楽部
5849 神戸市 神戸弘陵学園高等学校 軽音楽部
5802 神戸市 神戸国際大学附属高等学校 軽音楽部
5840 神戸市 神戸市立神港橘高等学校 顧問楽部
5811 神戸市 神戸市立摩耶兵庫高等学校 音楽部
5827 神戸市 神戸常盤女子高等学校 ギター部
5814 神戸市 神戸第一高等学校 軽音楽部
5824 神戸市 神戸野田高等学校 軽音楽部
5815 神戸市 神戸龍谷高等学校 軽音楽部
5793 神戸市 須磨学園高等学校 軽音楽部
5796 神戸市 滝川高等学校 軽音楽部
5805 神戸市 兵庫県立伊川谷高等学校 軽音楽同好会
5845 神戸市 兵庫県立神戸甲北高等学校 軽音楽部
5801 神戸市 兵庫県立神戸商業高等学校 音楽部
5848 神戸市 兵庫県立神戸北高等学校 軽音楽部
5847 神戸市 兵庫県立神戸鈴蘭台高等学校 ギター部
5792 神戸市 兵庫県立須磨友が丘高等学校 ギター同好会

5829 神戸市 兵庫県立東灘高等学校 軽音楽部
5799 神戸市 兵庫県立舞子高等学校 軽音楽部
5841 神戸市 兵庫県立兵庫工業高等学校 軽音楽部
5818 神戸市 兵庫県立兵庫高等学校 ギターアンサンブル部
5819 神戸市 兵庫県立夢野台高等学校 ギター部
5852 神崎郡市 市川高等学校 ギター同好会
5869 西宮市 神戸女学院高等学部 軽音楽部
5862 西宮市 仁川学院高等学校 軽音楽部
5856 西宮市 西宮市立西宮東高等学校 軽音楽部
5858 西宮市 兵庫県立西宮甲山高等学校 軽音楽部
5854 西宮市 兵庫県立鳴尾高等学校 軽音楽部
5872 西脇市 兵庫県立西脇高等学校 ギター部
5878 川西市 兵庫県立川西緑台高等学校 軽音楽部
5881 川辺郡 兵庫県立猪名川高等学校 軽音楽同好会
5883 相生市 兵庫県立相生産業高等学校 軽音楽部
5884 多可郡 兵庫県立多可高等学校 軽音楽同好会
5887 丹波市 兵庫県立柏原高等学校 ギター部
5888 淡路市 兵庫県立淡路高等学校 ギター部
5892 朝来市 生野学園高等学校 バンド部
5738 南あわじ市 兵庫県立淡路三原高等学校 音楽部
5904 尼崎市 園田学園高等学校 フォークソング部
5895 尼崎市 尼崎市立尼崎双星高等学校 アコースティックギター部
5905 尼崎市 百合学院高等学校 フォークソング部
5901 尼崎市 兵庫県立神崎工業高等学校 軽音楽部
5897 尼崎市 兵庫県立尼崎工業高等学校 軽音楽部
5899 尼崎市 兵庫県立尼崎高等学校 軽音楽部
5894 尼崎市 兵庫県立尼崎西高等学校 軽音楽部
4274 尼崎市 兵庫県立武庫荘総合高等学校 軽音楽部
5908 美方郡 兵庫県立香住高等学校 フォークソング同好会
5924 姫路市 淳心学院高等学校 軽音楽部
5922 姫路市 東洋大学附属姫路高等学校 コーラス部
5918 姫路市 姫路市立琴丘高等学校 フォークソング部
5931 姫路市 姫路市立飾磨高等学校 フォークソング部
5917 姫路市 姫路市立姫路高等学校 フォークソング部
5930 姫路市 兵庫県立飾磨工業高等学校 ギター部
5912 姫路市 兵庫県立姫路工業高等学校 軽音楽部
5932 姫路市 兵庫県立姫路南高等学校 軽音楽部
5911 姫路市 兵庫県立姫路別所高等学校 フォークソング部
5921 姫路市 兵庫県立姫路北高等学校 軽音楽部
5937 宝塚市 兵庫県立宝塚東高等学校 軽音楽部
5949 明石市 兵庫県立明石城西高等学校 音楽部
9517 明石市 明石工業高等専門学校 音楽部
■奈良県 ---------------------------------------------------------------- 
5965 橿原市 聖心学園中等教育学校 軽音楽部
5963 橿原市 奈良県立橿原高等学校 Sound Art Society
5962 橿原市 奈良県立畝傍高等学校 フォークソング部
5968 吉野郡 奈良県立十津川高等学校 音楽部
5967 吉野郡 奈良県立大淀高等学校 軽音楽部
5969 五條市 奈良県立五條高等学校 軽音楽部
5973 御所市 奈良県立御所実業高等学校 音楽部
5979 桜井市 関西中央高等学校 軽音楽部
5977 桜井市 奈良県立桜井高等学校 ギター部
5987 大和郡山市 奈良学園中学校・高等学校 軽音楽部
5985 大和郡山市 奈良県立郡山高等学校 軽音楽同好会
9497 大和郡山市 奈良工業高等専門学校 軽音楽部
5994 天理市 天理高等学校 第一部 フォークソング同好会
5991 天理市 奈良県立添上高等学校 音楽部
6005 奈良市 育英西高等学校 音楽部
6007 奈良市 東大寺学園高等学校 音楽部
6008 奈良市 奈良育英高等学校 軽音楽部
6002 奈良市 奈良県立山辺高等学校 軽音楽同好会
6000 奈良市 奈良県立西の京高等学校 軽音楽部
6010 奈良市 奈良女子高等学校 軽音楽サークル
5996 奈良市 奈良女子大学附属中等教育学校 軽音楽部
6009 奈良市 奈良大学附属高等学校 軽音楽部
■和歌山県 ---------------------------------------------------------------- 
8162 伊都郡 高野山高等学校 軽音楽・ダンス部
8148 伊都郡 和歌山県立笠田高等学校 ギター部
8160 海草郡 慶風高等学校 軽音楽部
8144 海草郡 和歌山県立海南高等学校大成校舎 軽音楽部
8146 海南市 海南市立海南下津高等学校 軽音楽同好会
8143 海南市 和歌山県立海南高等学校 軽音楽部
8178 紀の川市 和歌山県立粉河高等学校 軽音部
8154 橋本市 和歌山県立橋本高等学校 ギター部
8176 御坊市 和歌山県立日高高等学校 フォークソング部
8173 田辺市 和歌山県立南紀高等学校 バンド部
8175 田辺市 和歌山県立南部高等学校龍神分校 音楽愛好会
8180 有田郡 和歌山県立有田中央高等学校 軽音楽同好会
8167 和歌山市 和歌山県立星林高等学校 軽音楽部
8182 和歌山市 和歌山県立和歌山工業高等学校 軽音楽部
8183 和歌山市 和歌山県立和歌山高等学校 総合音楽部 軽音楽班
8188 和歌山市 和歌山県立和歌山東高等学校 軽音同好会
8184 和歌山市 和歌山市立和歌山高等学校 軽音楽部
8186 和歌山市 和歌山信愛中学校・高等学校 軽音楽部
■鳥取県 ---------------------------------------------------------------- 
8194 鳥取市 青翔開智中学校 軽音楽部
9518 米子市 米子工業高等専門学校 軽音楽同好会
■島根県 ---------------------------------------------------------------- 
8266 益田市 明誠高等学校 軽音楽部
8254 江津市 石見智翠館高等学校 軽音楽部
8233 江津市 島根県立江津工業高等学校 音楽部
8232 鹿足郡 島根県立吉賀高等学校 音楽部
8241 出雲市 出雲西高等学校 軽音楽同好会
8247 松江市 松江西高等学校 軽音楽同好会
8252 松江市 松徳学院中学校高等学校 ロックバンド部
8249 松江市 島根県立松江南高等学校 フォークソング同好会
■岡山県 ---------------------------------------------------------------- 
8275 岡山市 岡山学芸館高等学校 軽音同好会
8285 岡山市 岡山県立岡山操山高等学校 音楽部
8289 岡山市 岡山県立岡山朝日高等学校 音楽部
8291 岡山市 岡山県立岡山南高等学校 軽音楽同好会
8293 岡山市 岡山県立岡山芳泉高等学校 軽音楽部
8326 岡山市 岡山県立西大寺高等学校 フォークソング同好会
8283 岡山市 岡山商科大学附属高等学校 軽音楽部
8316 岡山市 山陽女子中学校・高等学校 軽音愛好会
8317 岡山市 就実高等学校 ギター・マンドリン部
8324 岡山市 瀬戸南高等学校 ギター同好会
8328 岡山市 創志学園高等学校 軽音同好会
8355 岡山市 明誠学院高等学校 軽音楽部
8307 玉野市 岡山県立玉野高等学校 軽音楽部
8309 玉野市 玉野市立玉野備南高等学校 軽音楽部
8277 高梁市 岡山県高梁日新高等学校 軽音楽部サークル
8270 浅口市 おかやま山陽高等学校 ギター部
8310 浅口市 金光学園中学・高等学校 軽音楽部
8304 倉敷市 岡山県立玉島高等学校 軽音楽部
8337 倉敷市 岡山県立倉敷商業高等学校 フォークソング同好会
8340 倉敷市 岡山県立倉敷中央高等学校 軽音楽同好会
8325 倉敷市 清心中学校・清心女子高等学校 軽音楽部
8331 倉敷市 倉敷高等学校 軽音楽部
8333 倉敷市 倉敷市立工業高等学校 ミュージック部
8335 倉敷市 倉敷市立精思高等学校 軽音楽部
8278 津山市 岡山県作陽高等学校 軽音楽部
8359 美作市 岡山県立林野高等学校 軽音楽同好会
■広島県 ---------------------------------------------------------------- 
8379 安芸郡 広島県立海田高等学校 軽音楽部
8408 安芸郡 広島国際学院高等学校 軽音楽部
8381 安芸高田市 広島県立吉田高等学校 軽音楽部
8397 安芸高田市 広島県立向原高等学校 音楽部
8396 呉市 呉青山中学校・高等学校 音楽部
8372 呉市 広島県立音戸高等学校 軽音楽同好会
8392 呉市 広島県立呉三津田高等学校 フォークソング部
8394 呉市 広島県立呉商業高等学校 軽音楽部
8398 呉市 広島県立広高等学校 軽音楽部
8361 広島市 AICJ 中学校・高等学校 軽音楽部
9271 広島市 クラーク記念国際高等学校 広島キャンパス 軽音部
8367 広島市 広島県立安古市高等学校 軽音楽部
8375 広島市 広島県立可部高等学校 軽音楽部

8380 広島市 広島県立祇園北高等学校 軽音楽部
8388 広島市 広島県立五日市高等学校 軽音楽部
8402 広島市 広島県立広島皆実高等学校 軽音楽部
8404 広島市 広島県立広島観音高等学校 軽音楽同好会
8406 広島市 広島県立広島工業高等学校 軽音楽部
8409 広島市 広島県立広島国泰寺高等学校 軽音楽部
8421 広島市 広島県立広島商業高等学校 軽音楽部
8429 広島市 広島県立高陽高等学校 ギター部
8430 広島市 広島県立高陽東高等学校 軽音楽部
8413 広島市 広島市立基町高等学校 フォークソング部
8416 広島市 広島市立舟入高等学校 軽音楽部
6016 広島市 広島大学附属高等学校 軽音楽班
8428 広島市 広陵学園 広陵高等学校 フォークソング部
8437 広島市 山陽高等学校 軽音楽部
8440 広島市 修道中学校・修道高等学校 音楽班
8448 広島市 進徳女子高等学校 軽音楽部
8449 広島市 崇徳中学校・高等学校 軽音楽部
8471 広島市 比治山女子中学・高等学校 フォーク部
8457 江田島市 広島県立大柿高等学校 音楽部
8470 三原市 如水館高等学校 軽音楽部
8435 三次市 広島県立三次高等学校 音楽部
8373 山県郡 広島県立加計高等学校 軽音楽部
8374 山県郡 広島県立加計高等学校芸北分校 バンド同好会
8455 山県郡 広島県立千代田高等学校 軽音楽部
8423 山県郡 広島新庄高等学校 音楽部
8462 竹原市 広島県立忠海高等学校 軽音楽部
8376 東広島市 広島県立河内高等学校 軽音楽部
8377 東広島市 広島県立賀茂高等学校 軽音楽部
8488 東広島市 広島県立豊田高等学校 軽音楽部
8382 廿日市市 広島県立宮島工業高等学校 軽音楽部
8432 廿日市市 広島県立佐伯高等学校 音楽部
8467 廿日市市 広島県立廿日市高等学校 ギター部
8468 廿日市市 広島県立廿日市西高等学校 軽音楽同好会
8438 廿日市市 山陽女学園中等部・高等部 軽音楽部
9270 尾道市 広島県立因島高等学校 軽音楽部
8475 尾道市 広島県立尾道北高等学校 音楽部
8473 尾道市 尾道中学校・高等学校 軽音楽部
9534 尾道市 尾道南高等学校 MUSIC 同好会
8445 府中市 広島県立上下高等学校 軽音楽同好会
8476 府中市 広島県立府中高等学校 フォーク部
8371 福山市 英数学館高等学校 軽音楽部
8387 福山市 広島県立戸手高等学校 軽音楽部
8443 福山市 広島県立松永高等学校 音楽研究部
8447 福山市 広島県立神辺高等学校 軽音楽部
8479 福山市 広島県立福山葦陽高等学校 アコースティックギター部
8424 福山市 広島大学附属福山中・高等学校 軽音楽部
8458 豊田郡 広島県立大崎海星高等学校 音楽部
■山口県 ---------------------------------------------------------------- 
8520 宇部市 慶進中学校・高等学校 軽音楽同好会
8494 宇部市 山口県立宇部高等学校 器楽部
8498 宇部市 山口県立宇部中央高等学校 軽音楽同好会
8500 下関市 下関国際高等学校 軽音楽部
8558 下関市 梅光学院中学校・高等学校 軽音楽部
8529 山口市 山口県立山口高等学校 ギター部
8491 山陽小野田市 サビエル高等学校 軽音楽部
9502 周南市 晃英館中学校 軽音楽部
8552 周南市 山口県立徳山高等学校 軽音楽部
8559 萩市 萩光塩学院高等学校 軽音楽部
8538 美祢市 成進高等学校 軽音同好会
■徳島県 ---------------------------------------------------------------- 
8579 徳島市 香蘭高等学校 音楽部
8587 徳島市 徳島県立城東高等学校 軽音楽部
8600 徳島市 徳島文理中学校・高等学校 音楽同好会
■香川県 ---------------------------------------------------------------- 
8614 さぬき市 寒川高等学校 軽音楽部
8615 観音寺市 香川県立観音寺第一高等学校 ギター同好会
8622 丸亀市 香川県藤井高等学校 軽音楽部
8618 丸亀市 香川県立丸亀城西高等学校 軽音楽同好会
8626 高松市 香川県立高松工芸高等学校 軽音楽部
8630 高松市 香川県立高松西高等学校 軽音楽同好会
8634 高松市 香川県立高松南高等学校 軽音楽部
9520 高松市 香川高等専門学校 高松キャンパス 軽音楽部
8631 高松市 高松第一高等学校 フォーク部
9521 三豊市 香川高等専門学校 詫間キャンパス 軽音楽部
8645 小豆郡 香川県立小豆島中央高等学校 ギター部
8646 善通寺市 尽誠学園高等学校 軽音楽同好会
■愛媛県 ---------------------------------------------------------------- 
8690 松山市 愛媛県立松山東高等学校 ギター研究部
8685 松山市 松山城南高等学校 軽音楽部
8703 松山市 聖カタリナ学園高等学校 軽音楽同好会
■高知県 ---------------------------------------------------------------- 
8731 安芸市 高知県立安芸中・高等学校 ギター部
6017 吾川郡 高知県立伊野商業高等学校 軽音楽部
8745 吾川郡 高知追手前高等学校 吾北分校 軽音楽部
8733 高岡郡 高知県立窪川高等学校 軽音楽部
8737 高知市 高知県立高知丸の内高等学校 フォークソング部
8738 高知市 高知県立高知工業高等学校 音楽部
8741 高知市 高知県立高知国際高等学校 ギター部
8740 高知市 高知県立高知小津高等学校 フォークソング部
8744 高知市 高知県立高知追手前高等学校 軽音楽部
8758 高知市 高知県立春野高等学校 音楽同好会
8739 高知市 高知市立高知商業高等学校 軽音楽同好会
8742 高知市 高知中央高等学校 軽音楽部
8743 高知市 高知中学校・高等学校 軽音楽同好会
8747 高知市 高知東高等学校 ギター部
8764 高知市 太平洋学園高等学校 軽音楽部
8769 高知市 土佐塾高等学校 軽音楽部
8770 高知市 土佐女子高等学校 フォークソング部
8771 高知市 土佐中学校・高等学校 軽音楽部
8754 室戸市 高知県立室戸高等学校 音楽部
8761 須崎市 高知県立須崎高等学校 軽音楽部
8734 土佐市 高知県立高岡高等学校 軽音楽同好会
8763 南国市 清和女子中高等学校 軽音楽部
■福岡県 ---------------------------------------------------------------- 
6021 遠賀郡 福岡県立遠賀高等学校 軽音楽同好会
6022 嘉穂郡 福岡県立嘉穂総合高等学校 軽音楽同好会
6036 久留米市 久留米学園高等学校 軽音楽部
6030 久留米市 久留米市立南筑高等学校 軽音楽部
6029 久留米市 福岡県立久留米筑水高等学校 軽音楽部
6037 宮若市 福岡県立鞍手竜徳高等学校 軽音楽部
6041 古賀市 福岡県公立古賀竟成館高等学校 軽音楽部
6050 小郡市 福岡県立三井高等学校 軽音楽部
6053 糟屋郡 福岡県立宇美商業高等学校 軽音楽部
6057 太宰府市 筑陽学園高等学校 ギター同好会
6065 大牟田市 大牟田高等学校 軽音楽愛好会
6063 大牟田市 福岡県立ありあけ新世高等学校 軽音楽同好会
6067 大野城市 福岡県立筑紫中央高等学校 軽音楽同好会
6077 中間市 希望が丘高等学校 軽音楽同好会
6076 中間市 福岡県立中間高等学校 軽音楽部
6088 田川市 福岡県立田川科学技術高等学校 軽音部
6089 田川市 福智高等学校 軽音楽部
6093 八女市 西日本短期大学附属高等学校 軽音楽同好会
6092 八女市 福岡県立八女農業高等学校 総合音楽部
6098 飯塚市 近畿大学附属福岡高等学校 軽音楽愛好会
6124 福岡市 九州産業大学付属九州高等学校 コーラス・ギター愛好会
9524 福岡市 星槎国際高等学校 軽音楽部
6137 福岡市 精華女子高等学校 軽音楽部
6101 福岡市 中村学園女子高等学校 軽音楽同好会
6102 福岡市 福岡県立玄洋高等学校 軽音楽同好会
6120 福岡市 福岡県立香椎高等学校 フォーク同好会
6099 福岡市 福岡県立城南高等学校 音楽部
6127 福岡市 福岡県立筑紫丘高等学校 ギターアンサンブル部
6103 福岡市 福岡県立筑前高等学校 軽音楽部
6136 福岡市 福岡県立博多青松高等学校通信制 軽音楽部
6111 福岡市 福岡県立福岡講倫館高等学校 軽音楽同好会
6100 福岡市 福岡市立博多工業高等学校 軽音楽部
6104 福岡市 福岡市立福岡女子高等学校 軽音部

6129 福岡市 福岡市立福翔高等学校 ギター部
6130 福岡市 福岡女学院高等学校 軽音楽同好会
9448 福岡市 北海道芸術高等学校 福岡サテライトキャンパス 軽音楽部
6122 福岡市 立花高等学校 軽音楽同好会
6141 福津市 福岡県立水産高等学校 軽音楽同好会
6173 北九州市 仰星学園高等学校 軽音楽部
6175 北九州市 九州国際大学付属高等学校 軽音楽部
6150 北九州市 高稜高等学校 軽音楽部
6171 北九州市 自由ヶ丘高等学校 軽音楽同好会
6155 北九州市 常磐高等学校 軽音楽部
6162 北九州市 真颯館高等学校 軽音楽部
6160 北九州市 東筑紫学園高等学校 ギター部
6159 北九州市 美萩野女子高等学校 軽音楽部
6153 北九州市 福岡県立小倉東高等学校 音楽部
6168 北九州市 福岡県立八幡工業高等学校 ギター部
6174 北九州市 福岡県立八幡高等学校 フォーク同好会
6165 北九州市 福岡県立八幡南高等学校 軽音楽部
6166 北九州市 福岡県立北筑高等学校 ギター部
6178 北九州市 豊国学園高等学校 軽音楽部
6147 北九州市 明治学園中学高等学校 器楽部
6183 柳川市 杉森高等学校 軽音楽部
■長崎県 ---------------------------------------------------------------- 
8826 長崎市 活水高等学校 軽音楽同好会
8844 長崎市 純心中学校・純心女子高等学校 軽音楽同好会
8866 長崎市 長崎玉成高等学校 軽音楽部
8867 長崎市 長崎県立長崎工業高等学校 ギター部
8859 諫早市 創成館高等学校 音楽部
■熊本県 ---------------------------------------------------------------- 
8909 菊池市 菊池女子高等学校 軽音楽同好会
8914 玉名市 熊本県立玉名工業高等学校 軽音楽同好会
8915 玉名市 熊本県立玉名高等学校 ギター部
8902 熊本市 ルーテル学院中学・高等学校 軽音楽部
8907 熊本市 開新高等学校 軽音楽部
8921 熊本市 熊本県立熊本高等学校 アコースティックギター同好会
8925 熊本市 熊本県立熊本商業高等学校 ギター部
8936 熊本市 熊本県立済々黌高等学校 軽音楽同好会
8977 熊本市 熊本県立湧心館高等学校 音楽部
8922 熊本市 熊本国府高等学校 軽音楽部
8928 熊本市 熊本中央高等学校 軽音楽部
8931 熊本市 慶誠高等学校 軽音楽部
8943 熊本市 尚絅中学・高等学校 軽音楽同好会
8933 上益城郡 熊本県立甲佐高等学校 音楽部
8965 八代市 熊本県立八代工業高等学校 軽音楽部
8940 八代市 秀岳館高等学校 軽音楽部
■大分県 ---------------------------------------------------------------- 
9000 大分市 大分県立情報科学高等学校 音楽部
9004 大分市 大分国際情報高等学校 音楽研究同好会
9017 竹田市 竹田南高等学校 音楽同好会
9040 別府市 明豊中学・高等学校 軽音楽部
■宮崎県 ---------------------------------------------------------------- 
9087 えびの市 日章学園九州国際高等学校 軽音楽部
9072 延岡市 延岡学園高等学校 軽音楽同好会
9045 延岡市 宮崎県立延岡工業高等学校 軽音楽同好会
9073 延岡市 聖心ウルスラ学園高等学校 軽音楽同好会
9051 宮崎市 宮崎学園中学校・高等学校 器楽同好会
9096 宮崎市 鵬翔中学校・高等学校 軽音楽部
9079 都城市 宮崎県立都城西高等学校 音楽部
9078 都城市 都城聖ドミニコ学園高等学校 音楽部
9094 日向市 宮崎県立富島高等学校 軽音楽部
9081 北諸県郡 都城東高等学校 軽音楽部
■鹿児島県 ---------------------------------------------------------------- 
9117 いちき串木野市 鹿児島県立串木野高等学校 軽音楽同好会
9177 阿久根市 鹿児島県立鶴翔高等学校 軽音楽部
9193 姶良市 龍桜高等学校 軽音楽同好会
9168 薩摩川内市 鹿児島県立川内商工高等学校 軽音楽部
9126 指宿市 鹿児島県立山川高等学校 軽音楽部
9134 鹿屋市 鹿屋市立鹿屋女子高等学校 軽音楽部
9133 鹿屋市 鹿児島県立鹿屋高等学校 軽音楽部
9143 鹿児島市 鹿児島実業高等学校 軽音楽同好会
9147 鹿児島市 鹿児島情報高等学校 軽音楽部
9190 出水市 鹿児島県立野田女子高等学校 軽音楽部
9158 出水市 出水中央高等学校 軽音楽同好会
9153 西之表市 種子島高等学校 軽音楽部
9146 日置市 鹿児島城西高等学校 軽音楽部
9149 霧島市 鹿児島第一高等学校 軽音楽部
■沖縄県 ---------------------------------------------------------------- 
9213 うるま市 沖縄県立具志川高等学校 軽音部
9214 うるま市 沖縄県立具志川商業高等学校 軽音楽部
9225 うるま市 沖縄県立前原高等学校 軽音楽部
9228 うるま市 沖縄県立中部農林高等学校 軽音楽部
9258 うるま市 沖縄県立与勝緑が丘中学校・与勝高等学校 軽音部
9197 浦添市 浦添高等学校 現代音楽部
9196 浦添市 沖縄県立浦添工業高等学校 軽音楽部
9230 浦添市 沖縄県立那覇工業高等学校 軽音楽部
9259 浦添市 沖縄県立陽明高等学校 軽音楽部
9220 浦添市 昭和薬科大学附属中学校・高等学校 軽音部
9194 沖縄市 沖縄県立コザ高等学校 軽音楽部
9211 沖縄市 沖縄県立球陽高等学校 軽音楽部
9244 沖縄市 沖縄県立美来工科高等学校 軽音楽部
9246 沖縄市 沖縄県立美里高等学校 軽音楽部
9222 沖縄市 星槎国際高等学校沖縄学習センター 軽音楽部
9199 宜野湾市 沖縄カトリック中学高等学校 軽音部
9206 宜野湾市 沖縄県立宜野湾高等学校 軽音楽部
9227 宜野湾市 沖縄県立中部商業高等学校 軽音同好会
9247 宜野湾市 沖縄県立普天間高等学校 軽音楽部
9208 宮古島市 沖縄県立宮古工業高等学校 音楽部
9209 宮古島市 沖縄県立宮古高等学校 軽音楽部
9210 宮古島市 沖縄県立宮古総合実業高等学校 軽音楽部
9205 国頭郡 沖縄県立宜野座高等学校 軽音楽同好会
9248 国頭郡 沖縄県立辺土名高等学校 軽音楽部
9251 国頭郡 沖縄県立北山高等学校 軽音楽部
9202 糸満市 沖縄県立沖縄水産高等学校 軽音楽部
9216 糸満市 沖縄県立糸満高等学校 軽音楽同好会
9241 石垣市 沖縄県立八重山高等学校 軽音楽部
9242 石垣市 沖縄県立八重山商工高等学校 軽音楽同好会
9243 石垣市 沖縄県立八重山農林高等学校 軽音楽部
9223 中頭郡 沖縄県立西原高等学校 軽音楽部
9229 中頭郡 沖縄県立読谷高等学校 軽音楽部
9252 中頭郡 沖縄県立北谷高等学校 現代音楽部
9253 中頭郡 沖縄県立北中城高等学校 軽音楽部
9204 島尻郡 沖縄県立開邦高等学校 軽音楽部
9207 島尻郡 沖縄県立久米島高等学校 軽音楽部
9215 島尻郡 沖縄県立向陽高等学校 軽音楽部
9226 島尻郡 沖縄県立知念高等学校 軽音楽同好会
9236 島尻郡 沖縄県立南部商業高等学校 軽音楽部
9238 島尻郡 沖縄県立南風原高等学校 軽音楽部
9217 那覇市 沖縄県立首里高等学校 軽音楽部
9218 那覇市 沖縄県立首里東高等学校 軽音楽部
9219 那覇市 沖縄県立小禄高等学校 軽音楽部
9221 那覇市 沖縄県立真和志高等学校 軽音楽部
9231 那覇市 沖縄県立那覇高等学校 軽音楽部
9232 那覇市 沖縄県立那覇国際高等学校 軽音部
9233 那覇市 沖縄県立那覇商業高等学校 軽音部
9234 那覇市 沖縄県立那覇西高等学校 軽音部
9212 那覇市 興南高等学校 軽音楽部
9237 豊見城市 沖縄県立南部農林高等学校 軽音部
9249 豊見城市 沖縄県立豊見城高等学校 軽音楽部
9250 豊見城市 沖縄県立豊見城南高等学校 軽音楽部
9254 名護市 沖縄県立北部農林高等学校 軽音同好会
9256 名護市 沖縄県立名護高等学校 軽音楽部
9257 名護市 名護商工高等学校 軽音楽部
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2022 年 6 月 4 日（土）日本工学院専門学校

【参加校】東京都立小川高等学校・東京都立上水高等
学校・東京都立白鴎高等学校・東京都立文京高等学校・
東京都立武蔵高等学校・上野学園高等学校・東海大
学付属高輪台高等学校・東京実業高等学校・新渡戸
文化高等学校・神奈川県立鶴嶺高等学校・千葉英和
高等学校・茂原北陵高等学校・埼玉県立草加南高等
学校・浦和麗明高等学校・霞ヶ浦高等学校・山梨県
立甲府第一高等学校
【協力】日本工学院専門学校

「1 年生が参加したのですが、基本的なことから
教えてくださったので、とても成長することが
できました。教わったことをこれからの練習に
生かして、上手になりたいです」「基礎がないと
技術力は積み重ねられないですし、自宅でもで
きる練習方法も教えてもらったので、すごく勉
強になりました」（神奈川県立鶴嶺高等学校）

「私は今年から軽音楽部に入部したのですが、す
ごくわかりやすく教えていただけたので、勉強
になることばかりでした。講義の後半にベース
のスラップを教われたのも良かったです」「隣の
席に上手な子がいたのですが、自分との差を感
じてしまい、すごく感化されました。参加して
本当に良かったです」（東京都立白鴎高等学校）

「主観的な視点では気づけない点や直した方が
良い癖を指摘してもらえたのが、すごく良かっ
たです。これからに生かしていきたいと思いま
す」「初心者がつまずいてしまいそうなことの紹
介から教えてもらえたので、参考になりました。
バンドクリニックも客観的な感想を聞けたので、
とても良かったです」（東京都立文京高等学校）

　中間試験が終わり、軽音楽部の活動も軌道に乗り始めた 6 月上旬。

東京では久々の開催となる技術講習会「軽音学ぶセミナー」を東京都

／大田区にある日本工学院専門学校で開催しました。感染症対策の一

環として、参加校を「午前」と「午後」に分ける形で実施。合計で 16

校／ 215 名の軽音楽部員が参加しました。

　定刻となり、開会式で講習会の趣旨を説明し、講師陣の紹介が終わ

ると、パートごとに教室へ移動し、レッスンを開始。講義は 40 分ず

つを 2 コマ行いました。ボーカルは発声練習や肺の仕組みをホワイト

ボードに描きながら「腹式呼吸」のコツを解説。ギターやベースは基

礎的な運指練習や自宅でできるウォーミングアップのコツを紹介。ド

ラムは叩く際の正しいフォームや基礎トレーニングを、キーボードは

音色の作り方やオリジナル曲のアレンジの講義を行いました。

　後半は、代表バンドによるアンサンブルのクリニックを実施。講師

がアンサンブルを中心に講評を伝え、見学の生徒も自分のバンドのこ

とに置き換えて話を聞きました。

VOL.12
レポート
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「私たちの高校は初心者ばかりなのですが、講義
がとてもわかりやすく、緊張を解してくれるよう
な雰囲気もあり、とても良かったです」「バンド
クリニックではバンド内でのコミュニケーショ
ンやパフォーマンス面など、様々な視点からの
アドバイスがあり、自分に置き換えて話を聞く
ことができました」（東京都立武蔵高等学校）

「なかなか講師の先生に楽器の演奏やバンドのア
ンサンブルについて教わる機会がないのですが、
今日はいろいろなアドバイスをもらうことがで
きたので、貴重な機会になりました」「僕は今ま
で独学でやってきた部分が多かったのですが、
基本的なことから学ぶことができたので、参加
して良かったです」（東京都立上水高等学校）

「講師の先生から様々なことを教えてもらえたの
で、今まで以上に音楽や楽器が好きになりまし
た。基礎練習が一番大切と話していたのが特に
印象に残りました」「僕はドラムパートの講習会
に参加しました。70 や 80 くらいのゆっくりと
したテンポでの基礎トレーニングが、とても参
考になりました」（埼玉県立草加南高等学校）

▲ギター：ウォーミングアップに最適な運指練習に挑戦！

▲ボーカル：自宅でできる発声練習と歌唱時の姿勢について解説。腰に手を当てて、腹筋を使っての呼吸を確認しました

▲ドラム：シングルとダブルのストロークの叩き分けを実践

▲ベース：正しいベースの構え方と指弾きをする際のコツ

▲キーボード：コードとボイシングの成り立ちを丁寧に解説 ▲強弱を付けたスティック・コントロールの練習法を紹介

▲午前の部には各校から 72 名の軽音楽部員が参加しました

▲午後の部には各校から 143 名の軽音楽部員が参加しました
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ライブ本番前に行うライブ本番前に行う

「サウンド・チェック」の作法「サウンド・チェック」の作法

　大会やコンテストなど大きな会場でライブをする場合には、本番の前に必ず「サウンド・チェック」

を行います。教室や視聴覚室などの小さな会場であっても、PAセットやミキサーなどの音響機器

を使うのであれば同様に行っておくべきですが、特にホールなどの広い会場の場合は、ドラム・セッ

トやギター・アンプなど、すべての楽器の音をマイクで拾う必要があるため、必ず行われる作業です。

　しかし、サウンド・チェックをなぜ行うのか、何のために行うのかをきちんと理解できていないと、

その効果は半減してしまいます。まだ経験したことがないという新入部員はもちろん、何度も経験

しているという上級生も、改めてライブ本番前に行うサウンド・チェックの意味と注意点を見直し

てみましょう。それこそが、自分たちの演奏やイベント自体の成功に大きく近づく鍵です！

○サウンド・チェックはなぜ行うのか！？

○良いサウンド・チェックのための作法　　　　　　　

○各パートのサウンド・チェックの流れ

○モニター・スピーカー調整のポイント

○楽曲演奏時の注意点
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サウンド・チェックはサウンド・チェックは
なぜ行うのか！？なぜ行うのか！？

サウンド・チェックの目的は大きく２つあります。1 つは、音響スタッフが本番前に演者が出す音を確認す
るためです。演者が「自分たちはこういう音を出して、こういう演奏をします」と音響スタッフに報告したり、
最終的に PA スピーカーから出す音を決めてもらう作業です。もう１つの目的は、自分たち演者側にとって
本番で演奏しやすいモニター環境を作ることです。ステージ上で自分の音や他パートの音がちゃんと聴こえ
て合奏しやすいようにしておくことで、本番でベストなパフォーマンスをすることができます。

　普段、学校の練習場でバンド練習をする時に

は、ボーカル・マイクをミキサーにつなげて、

PA スピーカーから音を出していると思います。

場合によっては、キーボードやアコースティッ

ク・ギターなども同じようにしているかもしれ

ません。しかし、ギター・アンプやベース・ア

ンプ、ドラムは生音のことが多いと思います。

練習場や部室ではそれで十分ですが、大きな会

場で演奏する場合には音量が足りません。その

ため、すべての楽器にマイクを立てて音を増幅

させる必要があります。従って、それらの音を

集音＆調整してメイン・スピーカーから出す役

割の「音響スタッフ」が必要となるわけです。

　ライブはバンドだけではできません。特に、

音響スタッフとの連携は、しっかりと行ってお

かなければなりません。そのための最も重要な

作業が「サウンド・チェック」です。最終的に

客席に届けられる音や、演奏のしやすさはサウ

ンド・チェック次第で大きく変わります。ライ

ブを成功させるために行う大切な準備、それが

サウンド・チェックなのです。

　出演するバンド数や会場のスケジュールの都

合などによって方法は様々ですが、サウンド・

チェックは当日の本番前や前日に、本番と同じ

ステージで行います。しかし、どういった工程

で行うにしても、サウンド・チェックは演者と

音響スタッフが協力しあって、本番で「客席に

良い演奏を届ける」ために行う共同作業である

ことに変わりはありません。

　照明を使用するライブであれば、同時に照明

スタッフが色合いやタイミングなどを確認しま

す。その場合は、演者、音響スタッフ、照明スタッ

フ三者の準備時間となります。広く考えればさ

らに、楽器や機材のトラブルがないようにサポー

トする「ステージ・スタッフ」、演者を案内した

りする「誘導係」、時間を計測する「タイム・キー

パー」、司会進行をする「司会者」…といった、

イベントのステージに関わるすべての人たちの

動きを確認する時間でもあります。

　音響や照明をはじめ、スタッフのことを日本

では「裏方」と呼びますが、表方である演者の

ためにスタッフがいるのではなく、単に役割分

担として「表」と「裏」と呼んでいるだけで、

上下関係はありません。実際に、どちらが欠け

てもライブを行うことはできず、ライブとはた

くさんの人たちが共同で作り上げるものなのだ

ということを念頭に置いておきましょう。

　もちろん、それは教室などで行う発表会や文

化祭のステージであっても、大会などのコンテ

スト形式のステージであっても同様です。演者

が本番で行うことを各スタッフが把握し共有す

ることで、はじめて一緒に良いライブ（イベント）

を作ることができるのです。

　そのためには、コミュニケーションが最も大

切です。ライブの現場は重い機材も多く、少し

の行き違いで怪我や機材の故障といったトラブ

ルにつながってしまいます。お互いに大きな声

でハキハキと発言しましょう。「よろしくお願い

します！」の一言も、円滑にサウンド・チェッ

クを進める大きなポイントです。

　基本的なサウンド・チェックの流れは、楽器

のセッティング→各楽器のチェック→本番で演

奏する楽曲、あるいはその一部分を演奏→モニ

ターの調整…という順番に行っていきます。

　注意しなければならないのは、サウンド・

チェックは「本番前の練習時間ではない」とい

うことです。自分たちの演奏がうまくできてい

るかどうかよりも、各楽器の音量や音色を音響

スタッフと確認し合い、自分が演奏しやすいモ

ニターに調整してもらうなど、本番が良い環境

で迎えられるようにするための時間です。

　スタッフと一緒に、本番を成功させる最終調

整をすることを第一に考えましょう。

ライブは演者とスタッフの共同作業

サウンド・チェックは練習じゃない

▲音響スタッフをはじめ、たくさんのスタッフとともにライブを作り上げるためにサウンド・チェックが行われます
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　ライブは演者とスタッフと共同で行うもので

す。そのため、出演者の情報が前もってきちん

とスタッフに伝わっている必要があります。基

本的に、出演するバンドは必ず事前に「セッティ

ング・シート」の記入をします。バンドの情報、

使用する機材の情報、楽曲の情報などを前もっ

て伝えるためです。

　サウンド・チェックは、セッティング・シート

を元に進めていきます。提出したものから絶対に

変更してはいけないということはありませんが、

なるべく変更がないように、バンド単位、学校単

位でしっかりと提出期限までにきちんと決めるべ

きことは決めておきましょう。もし、変更がある

場合は速やかに報告することが礼儀です。「曖昧

な部分があるけど当日考えればいい」といった不

確定要素があると、スタッフ側は困惑し、大きな

迷惑をかけてしまう可能性があります。もちろん、

当日に急な変更を余儀なくされる場合もあると思

いますが、事前に共有するべき情報が変更するこ

と前提なのであれば、スタッフは何の事前準備も

できなくなってしまいます。

　スタッフは「身内」「味方」です。スタッフへ

のバンドの自己紹介の場がセッティング・シー

トであり、サウンド・チェックなのです。

　サウンド・チェックは時間との勝負です。ス

ムーズな進行のためには 1 分１秒が大切です。

演者側からみれば、自分たちに与えられた時間

は 10 ～ 15 分ぐらいと、とても短いわりに、

待ち時間は長いので、緊張感なくダラダラと行

動してしまうのも、気持ち的には理解できなく

はありません。しかし、スタッフはその 15 分

のサウンド・チェックを出演バンドすべてで行っ

ているのです。10 バンドであれば 2 時間半、

30 バンドであれば 7 時間半（！）です。それに、

当然本番も全バンド分働きずめです。

　しかも、楽器や音響機材などを搬入してセッ

ティングするために、スタッフは演者よりも数

時間前に会場に入って働いています。そう考え

れば、タイム・テーブルを守り、順番がくるま

でに準備をきちんとしておき、ステージ上では

テキパキと動き、ハキハキと大きな声で挨拶や

返事をする…といった、スムーズな進行を行う

ことが大事だと思えるはずです。

　機材は、本番で必要なものだけをステージに

持っていきましょう。セッティングの時間短縮

やトラブルの軽減になります。また、セッティ

ングが素早く行えるように、エフェクターをあ

らかじめつないでおく、ドラムの機材を組み立

てておく、キーボードを運ぶ順番と手伝う人を

決めておく…など、控え室やステージ袖である

程度の準備をしておくことも大事です。

　なお、ステージ上では走ったりせず、必ずギ

ターはスタンドに立てかけ、ケーブルを踏んだ

り足を引っ掛けないように注意しましょう。

良いサウンド・チェックのための作法

セッティング・シートは最重要

リハーサルは短い？長い？

スムーズな進行を考えた機材準備

セッティング・シートの書き方　　※必要事項はもれなく丁寧に書こう

演奏時間はけっこう
大事。ちゃんと調べ
よう

持ち込み機材の例
○スネア・ドラム
○ドラム・ペダル
○チャイナ・シンバル
　　　（スタンド付き）
○キーボード
○キーボード・スタンド

特殊例
○ギター・アンプ
○ワイヤレス
○ボーカル・マイク
○コンガ 2 台
○バイオリン（DI 使用）

音響への要望は「ボーカ
ルにリバーブを多めに」
などの注文や「ベースを
すごく歪ませます」など
の報告を書く

照明の要望は「明るく」
「暗め」「派手に」など抽
象的で OK。テンポや曲
調もあるとさらにベスト

コーラス・マイクの有無
は必須！忘れないように

どのアンプを使うの
か、ドラムのタムの
数はいくつかを明確
に書こう

キーボードは何台使
うのか、会場のもの
を借りるのか持ち込
むのか、スタンドは
どうするのかを明確
にしておこう

立ち位置はとても重
要！よく考えて変更
がないようにしよう

D.I. を使用したい場
合は必ず記入する

マイクの位置と向き

は　　　で示す

◀︎リハーサルをスムーズ
に進めるためには全員の
協力が必要です
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「外音」と「中音」

音響スタッフは客席とステージに

全員に個別のモニターがある

すべての楽器をミキサーに集める

　普段、学校で練習している場所と、ライブの

ステージでは大きく環境が違います。それは、

ポピュラー・ミュージックが「電気」を使って

行われるものだからとも言えますが、その違い

を有効に活用するためには、音響スタッフの役

割や機材を知ることが第一歩となります。

　ライブの場合、ステージ上の演奏の音がその

まま客席に届いているわけではありません。各

楽器やモニター・スピーカーの音を通して、ス

テージの上で鳴っている音のことを「中音（な

　音響スタッフは、ミキサー卓を操作するメイ

ン・エンジニアと、ステージの上でサポートす

るステージ・スタッフがいます。誰がどんな役

割をしているのかを知っておくと、リハーサル

がスムーズに進み、わからないことがあっても

教えてくれるので安心です。

　ステージが広いと、自分の音やお互いの音が

聴き取りにくくなるため、メンバー全員に個別

のモニター・スピーカーが用意されます。聴き

たい音を返してもらって、演奏しやすい環境を

作ることができます。良い合奏ができるかは、

モニターのバランス作りによります。

　広い会場では、すべての楽器の音を 1 度ミキ

サーに集めます。楽器によってマイクを立てて

集音する方法と、DI（ダイレクト・ボックス）

へシールド・ケーブルをつなげて、「ライン」で

ミキサー卓へ送る方法があります。

かおと）」と呼び、ミキサー卓を通して PA スピー

カーから客席に向けて出ている音のことを「外

音（そとおと）」と呼びます。

　サウンド・チェックは、音響スタッフが外音

を作るために行われる作業です。バンドがバラ

ンスの良い中音を作れていれば、外音を作るこ

とも容易になります。逆に、演者は外音を聴く

ことができません。基本的にはエンジニアにお

任せすることになりますが、当然「自分たちは

こういうサウンドを出したいのだ」という気持

ちがなければ、音作りは難しくなります。

　良い外音を作るには、良い中音を作ることが

必要です。良い中音を作るには、各パートが良

いバランスの音作りをすることが必要です。そ

して、それには個々の音作りが大切です。

▲客席には「外音」しか聴こえません

▲客席側でミキサー卓を操作するメイン・エンジニア

▲床に置くタイプのモニター・スピーカー ▲ドラマーにも個別のモニターがあります

▲ボーカルも声をマイクで集音しているということです

▲ドラムにはマイクをたくさん使います▲ベースは DI を使ってラインで音を送ります

▲ステージ・スタッフがリハーサルを進めます

▲ギター・アンプにもマイクを立てます

▲キーボードは DI を 2 つ使ってステレオで出力します

外音外音

中音中音
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各パートの各パートの
サウンド・チェックの流れサウンド・チェックの流れ

各楽器のセッティングやアンプの音作り、ドラムのチューニングといった演奏の準備が整ったら、音響スタッ
フの主導で音響エンジニアが各楽器の音色や音量を確認します。一般的にはサウンドの土台となるドラムか
らスタートしますが、時間がない時やエンジニアによって進め方は様々です。どちらにせよ、演者全員が行
うことなので、サウンド・チェックではどんなことを行うのかを知っておきましょう。

　サウンド・チェックは、まず基準となる音を

作っていくために音響エンジニアが各楽器の音

を１つ１つ確認します。楽器の音がミキサーを

通して PA スピーカーからちゃんと出るか、基

本的な音量や音色はどんな感じなのか…などを

確認して、帯域や音の定位などを含めたトータ

ル・バランスを調整します。この作業は、最初

にチェックをするバンドでしっかりと行い、2

つ目以降のバンドは微調整をしていくだけなの

で、比較的短い時間で進めていきます。

　サウンド・チェックは音響スタッフの主導で

行われるので、指示に従ってテキパキと進めて

いけば大丈夫です。音響スタッフが最も確認し

たいのは、それぞれの「音量」です。サウンド・

チェックでは本番と同じ音量で歌ったり、演奏

することが基本です。もちろん、音色も含めそ

の場での微調整は可能ですが、短い時間で確認

作業と伝達作業を行う必要があるので、やるべ

きことを理解しておくとスムーズです。

　ドラムは楽器

の 数 が 多 い の

で、マイクの数

も 多 く な り ま

す。その 1 つ 1

つについてすべて確認するので、ドラムはサ

ウンド・チェックに最も時間がかかるパート

だと言えます。

　エンジニアから「バス・ドラムをください」

「スネアをください」…と指示があるので、そ

れに従って叩いていきましょう。生楽器であ

るドラムは楽器同士が共鳴してしまい、音を

調整する作業に時間がかかる場合があります。

ドラマーの都合ではなく、エンジニアから OK

が出るまで叩き続けてください。注意するべ

き点は、「本番と同じ音量で叩く」ということ

です。本番と音量が大きく違うと、バンドの

トータル・バランスも崩れてしまいます。

　エンジニアから「3 点でください」と言わ

れたら、スネアとバス・ドラムとハイハット

でリズム・パターンを叩いてくださいという

意味です。何か簡単なパターンでいいので、

本番と同じ強さで叩きましょう。サウンド・

チェックの最後に、「全体で演奏してください」

という指示がきます。その時は、すべての楽

器を満遍なく叩いて演奏します。実際にライ

ブで演奏する楽曲のパターンを叩くと、本番

の感じも伝わって良いかもしれません。

　他に、パーカッションをその場で演奏した

りする場合は、同様にチェックしておきます。

　大きな会場で

は、ベースは DI

を使って音をミ

キサーに送りま

す。アンプにマ

イクを立てて、DI からのラインの音とミッ

クスさせることもありますが、ベース・アン

プの音は最終的に客席に届けられるサウンド

とは違います。ベース・アンプは、自分の音

をモニターするためにあると思っていましょ

う。また、DI にシールド・ケーブルを抜き挿

しする時は、音響スタッフに必ず一声かけて

からにしてください。

　エフェクターを使って音色を変えたり、指

弾き、ピック弾き、スラップなど、弾き方を

変える場合は、すべて音響エンジニアに確認

してもらいます。特に重要なのは音量差なの

で、普段の練習時から気にかけて整えておき

ましょう。

　弾くフレーズは、実際に演奏するもので構

いませんが、できれば 4 弦から 1 弦まで、

ロー・フレットからハイ・フレットまで満遍

なく弾いておくと、エンジニアが音圧差を確

認することができます。

ドラムの
サウンド・チェック

ベースの
サウンド・チェック

▲ライブ本番と同じ音量で叩こう

▲演奏で使う奏法や音色をすべてチェックします

▲ステージ上に音響スタッフがいる場合もあります
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　 エ レ キ・ ギ

ターは、複数の

音色を使って演

奏することが多

い楽器です。1

曲の中でもエフェクターを使って様々に音色

を切り替えることもあるでしょう。サウンド・

チェックでは、その日の演奏で使う音色をす

べて弾いて、エンジニアに確認してもらいま

す。特に重要なのは音量差です。ギター・ソ

ロやイントロのリフなど、バッキングよりも

大きく聴かせたいセクションの音量差がちゃ

んとついているか、クリーン・サウンドから

歪んだサウンドになった時の音量変化が不自

然ではないか…などを、お互いにチェックし

ます。

　ギタリストが 2 人以上いる場合は、エンジ

ニアから「上手（カミテ）ギターください」

といったような指示があるので、その指示に

従って順番にチェックしていきます。ステー

ジに向かって右側のことを上手、左側を下手

（シモテ）と呼びます。まず最初に、バッキン

グで使う音色を確認するので、本番と同じ音

量で弾きましょう。その後、「他に音色ありま

すか？」と訊かれたら、演奏で使う音色をす

べて弾きます。なければ「ありません」と答

えます。

　ギター・アンプは、同じメーカーやシリーズ

であっても、仕様が違ったり個体差があったり

します。ライブが自校以外で行われる場合には、

普段使用しているギター・アンプとは違うもの

を使わなければならないことがほとんどです。

事前に機種を調べておきましょう。

　最近は、ギター・アンプで音作りをするよ

りも、エフェクターでサウンド・メイクする

という考え方が一般的になってきています。

ギターの
サウンド・チェック

▲会場のギター・アンプを事前に調べておこう ▲ステージ上で準備してきた設定を微調整しよう

　キーボードは

様々な音色を使

います。演奏で

複数の音色を使

う場合は、ライ

ブ当日の前にある程度しっかりと音量差や音

作り、バンクの呼び出し方などを整理してお

きましょう。

　エンジニアの指示にそって、まずメインで

使う音色を弾いて確認してもらいます。他に

そのキーボードで使う音色があれば、指示を

待ってすべて弾きます。複数台使用する場合

は、この工程を使用するキーボードの台数分

行います。特に重要なのは、それぞれの音量

差です。バッキングもリード・メロディーも

演奏するキーボード・パートは、各音色の音

量にわざと変化をつけている場合も多いと思

います。サウンド・チェックでは、本番が良

いバランスで聴かせられるように、手元のボ

リュームやボリューム・ペダルなどを微調整

しながら、本番と同じ音量で演奏します。も

ちろん、鍵盤を押すタッチの強弱も同様です。

本番と同じ強さで弾くように心がけましょう。

　キーボードは、DI を使って音を「ライン」

でミキサーに送ります。基本的には音響スタッ

フが用意しているシールド・ケーブルを使いま

わしますが、念のためシールド・ケーブルを持

参しましょう。抜き挿しを自分で行う場合は、

音響スタッフに必ず一声かけてから行うよう

にしてください。故障の原因になります。

　ボーカルも楽

器 と 同 じ よ う

に、マイクで集

音してミキサー

へ音を送ること

に変わりはありません。低い声、高い声、裏声、

張って歌う声、ささやくように歌う声…など、

満遍なく出して音量のレベル差を確認しても

らいましょう。

　大事なことは、マイクと口の距離や角度、

声を出した時の音量が本番と同じであること

です。本番で歌う楽曲のサビなどを「本気で」

歌うことが一番良いかもしれません。単独で

歌ったり、声を出したりするのは少し恥ずか

しいかもしれませんが、バンド演奏で最も重

要なボーカルのチェックですから、責任感を

持ってしっかりと行いましょう。

　演出として、ミキサー卓の方で何か声に特

殊なエフェクトをかけて欲しい場合は、あら

かじめセッティング・シートに記入しておき

ます。自分でボーカル・エフェクターやマイ・

マイクを持ち込む場合も同様です。本番でい

きなりは厳禁です。

キーボードの
サウンド・チェック

ボーカルの
サウンド・チェック

▲ライブで使う音色をすべて確認します

▲楽器＋ボーカルの場合は楽器の音量にも注意しよう
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　モニター・スピーカーとは、ステージに置い

てある黒い箱のことで、演者が自分たちの歌や

演奏を聴く（モニターする）ためのものです。

演奏をモニターすることは、ステージで演奏す

る上でとても重要です。学校の備品としてモニ

ター・スピーカーがあるのであれば、普段から

積極的に使っていきましょう。

　ライブでは、モニター・スピーカーは基本的

にメンバー全員に用意されますが、場合によっ

ては 2 人で 1 つのスピーカーを使うこともあり

ます。わかりにくい時は、音響スタッフに自分

のモニターはどれなのかを確認しましょう。

　各パートのチェックが終わると、指示に従っ

て本番で演奏する楽曲を演奏します。これは、

音響エンジニアが全体のバランスを確認するた

めと、演者がモニターの加減を確認するためで

もあります。ほとんどの場合、限られた短い時

間で行わなければならないので、自分のプレイ

に終始し過ぎず、ステージ上の演奏環境を整え

ることを重視しましょう。

　モニターの注文は、ミキサーを操作している

音響スタッフとのやりとりで行います。ステー

ジ・スタッフがいる場合も、大きな声ではっき

りと要望を伝えるようにしましょう。

　大事なのは、どのパートをどうして欲しいの

かを具体的に伝えることです。音量を大きく変

化させることも微調整もでき、場合によっては

音の帯域や硬度を指定して増減を要望すること

もできます。また、リバーブなどのエフェクト

をかけることも基本的には可能です。的確な注

文ができるようになるには少し経験が必要です

が、音響スタッフとコミュニケーションを取りな

がら、ベストな状態を作れることを目指しましょ

う。やりとりが終わったら「大丈夫です。よろ

しくお願いします！」の一言を忘れずに。

　ポイントは、大前提として「音源や普段練習

している環境とは同じようなバランスにはなら

ない」ことと、「プラスするよりマイナスするこ

とを考える」ことです。モニターは、自分の歌

や演奏に支障がないように、音を補ってサポー

トしてくれるものです。返すものはなるべく少

なく、必要最低限なものだけにするように心が

けておくと良いでしょう。

　そのためには、自分が普段どの楽器をよく聴

いてプレイしているのかを理解している必要が

あります。

▲モニター・スピーカー。通称「コロガシ」

モニター・スピーカーモニター・スピーカー
調整のポイント調整のポイント

サウンド・チェックには、各々のモニター・スピーカーのバランスを調整する作業も含まれます。自分の声
や演奏、お互いの音がしっかりと聴こえていることが、ライブ成功のカギとなります。何のためにあるのか、
どう活用すれば最適なのか…などをしっかりと把握していることが本番成功への近道となります。自分たち
の実力が発揮できるようにモニター・スピーカーについて知っておきましょう。

モニターを有効活用する

　◉アンプのツマミをいじっても大丈夫？

　◉モニター・スピーカーは自分で動かして良い？

　◉モニターにだけエフェクトをかけられるの？

　◉要望はどうやって伝えるの？

OK? NG?　モニター調整について、よくある疑問＆質問

音響スタッフとのコミュニケーション

楽器をセッティングして音量や音色を決めた後にバンドで演奏してみ
ると、ギターやベースのアンプとモニターとのバランスが悪い場合が
あります。そんな時は演奏中にアンプのツマミをいじって構いません。
モニター・スピーカーの場所や向きにも注意しながら、サウンド・チェッ
クの中で演奏しやすい環境を作っていきましょう。

モニター・スピーカーの位置や向きを変えるのは、音響スタッフの役
割です。ギター・アンプやドラムに立っているマイクなどと同様、音
響機材には基本的に触らないようにしましょう。親切心や遠慮もある
かもしれませんが、動かしたい時は自分で動かさず、音響スタッフに
声をかけましょう。

回線数にもよりますが、モニターは基本的にメンバーそれぞれが単独
で調整できます。従って、例えば、ボーカリストが自分のモニターの
自分の声にだけリバーブなどのエフェクトをかけることも可能です。
しかし、ドライな声の方が音程が取りやすく、ダイナミクスもつけや
すいので、あまりお勧めしません。

全員が一斉にモニターの注文を喋り出したら収拾がつきません。1 人
ずつ順番に手を上げて要望を伝えましょう。その際、例えば誰かが「ベー
スを上げてください」という要望をしたら、ベーシストは弾いてあげ
ると判断しやすくなります。もちろん、要望をした方はちょうど良く
なったら「OK」を出しましょう。
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　ライブは、文化祭のイベントであっても公式

大会やコンテストであっても、観客や審査員が

いる以上、「ショー」であることに変わりはあり

ません。人に「観せる（聴かせる）」ことを前提

にしているものは、しっかりとした準備が必要

です。それは、本番をより良いものにするため

だけではなく、怪我や事故の防止のためでもあ

ります。

　各楽器のチェックと、それぞれのモニター調整

が終わったら、本番で演奏する楽曲を演奏しま

す。イベントの進行などによって様々ですが、1

曲をフルサイズ演奏することもあれば、サビだ

けとか 1 コーラスだけなど、短めに演奏してモ

ニターを調整し、最後にフルサイズで演奏をす

るといったパターンもあります。当日になって

慌てないように、複数曲演奏する場合はどの楽

曲なのかも含め、あらかじめ演奏する場所を決

めておきましょう。全体の音量が大きくて、コー

ラスがあったり、全員が演奏しているセクショ

ンが理想なので、やはりサビが妥当かもしれま

せん。

　最後に 1 曲まるまる演奏する時間がある場合

は、スタッフを交えた「予行演習」でもあります。

演者は本番と同じように演奏やパフォーマンス

をします。「ほんの一瞬のことだし」「ネタバレ

しちゃうと嫌だ」「本番でもないのに恥ずかしい」

と、サウンド・チェックでは行わずに本番になっ

て突然大声で叫んだり、大きな音を出されたら

エンジニアはびっくりしてしまいます。下手を

すればスピーカーなどの機材を壊してしまうか

もしれません。機材の故障は、修理代の問題だ

けではなく、その後に出演するバンドが良い環

境で演奏できなくなる可能性もあります。

　また、ライブに慣れてくればくるほどサウン

ド・チェックの演奏を軽視して、流して演奏し

たり、あえて他のことをしたり…というケース

もよくあります。余裕を持てているという意味

では良いことですが、サウンド・チェックの本

当の意味を忘れてはいけません。何度も言いま

すが、サウンド・チェックは演者のためだけに

行うものでははなく、音響スタッフとの本番へ

向けた共同で行う確認作業です。

　とはいえ、アドリブでギター・ソロを弾いた

り、ボーカリストがその場の気持ちの高揚によっ

てフェイクをしたり…と、高度なことができる

バンドは、もちろん行って構いません。ただし、

その場合も音量差には十分気をつけましょう。

　各楽器のチェックで決めた音量や音色が、バ

ンド全体で演奏した時に「良くない」と感じる

ことがあります。音の定位や音色などによる楽

器同士のマスキング現象が起きたりするためで

す。そんな時は、バンドで演奏している最中で

あっても、アンプやエフェクターをいじって構

いません。もちろん、モニター・スピーカーの

調整も可能なので、音響スタッフに要望を出し

ましょう。全体での演奏時間は最終確認でもあ

り、「最終調整」の時間でもあります。演奏の手

を休めても微調整しましょう。

　本番は緊張して力が入ってしまった、という

ことは誰にでもあることです。頭が真っ白になっ

て歌詞が飛んでしまった、力んでピッキングやス

ティッキングのコントロールが悪くなった、と

いうこともよくあります。例えば、ドラマーが

本番でサウンド・チェックの時より大きな音で

叩いてしまっただけで、せっかくエンジニアが

整えたバンド・サウンド全体のバランスが崩れ

てしまいます。しかし、本番と同じように、あ

るいは普段通りに演奏するなんてなかなかでき

ることではありません。本番を控えめに行うと

いうより、リハーサルを本番のつもりで本気で

行っておくように心がけましょう。

　よく、本番が終わった後に「モニターの聴こ

え方が変わってた」「～が聴こえなかった」とい

う意見が出ることがあります。1 つには、エン

ジニアがバンドごとに手動でモニターのレベル

を細かく正確に再現することは神業に近いこと

楽曲演奏時の注意点楽曲演奏時の注意点
モニター・バランスを取った後は、本番で演奏する楽曲を演奏して最終チェックを行います。音響、照明スタッ
フの確認も兼ねて、楽曲を始めるきっかけから、立ち位置やパフォーマンスなど、すべて本番と同じように
行います。すなわち、「お客さんがいない本番」です。ここをしっかりと行っておくことで、演者、スタッフ
ともに素晴らしいステージを作ることができます。

本番と同じアレンジで演奏する

本番と同じ音量で演奏する

▲演奏のアレンジも音量もパフオーマンスも、すべて本番通りに行うつもりでサウンド・チェックに臨みましょう
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なので、ある程度は許容範囲と思っておくこと

も必要です。しかし、近年ではデジタル・ミキサー

卓を使用することも多くなってきいるので、メモ

リーされたレベルをボタン 1 つで完全に再現す

ることができます。その場合、本番でのモニター・

バランスの悪さは、自分たちの演奏がサウンド・

チェック時と変わっていたことが原因です。次

回に向けての反省点の１つとしましょう。

　どちらにせよ、本番中に演奏しづらければ、音

響スタッフにモニターの要望をして大丈夫です。

我慢することはありません。

　「本番と同じ」という意味は、演奏だけではあ

りません。ステージング、パフォーマンスなど、

考えているフォーメーションがあれば同じよう

に行っておきましょう。

　理由はいくつかありますが、1 つはモニター

の聴こえ方がステージの立ち位置によって変わ

るので、それを確認するためです。ギター・ソ

ロを弾きながら、あるいは歌いながらモニター・

スピーカーの前に出てしまうパフォーマンス

はなるべく避けた方が無難ですが、サウンド・

チェックの時に移動してみて、ちゃんとソロが

弾けたり歌が歌える位置を確認しておきましょ

う。本番でいきなりやってしまうと、バンドの

音がモニターできなくて慌ててしまうかもしれ

ません。また、どこまで出て良いかなど、ステー

ジの使い方も事前に音響スタッフに相談してお

きましょう。

　本番と同じ動きをするもう１つの理由は「照

明」です。ライブ用の照明が会場に設置されてい

る場合に限りますが、照明スタッフは楽曲や歌

詞の世界観に合わせて照明プランを立て、ある

程度の準備をしてきますが、演者の立ち位置や

動きに合わせて照明を当てる場所を決めていき

ます。サウンド・チェックではじっと動かずに

演奏していたのに、本番になったらステージを

駆け回るようなパフォーマンスをしてしまうと、

演奏の表現したいことと照明が合わなくなって

しまったり、ピンスポットを当てる段取りが狂っ

て光が当たらなくなってしまうこともあります。

照明スタッフは、視覚的に自分たちのステージ

をより効果的にしてくれる味方です。音響スタッ

フ同様、良いステージを一緒に作りあげる気持

ちで臨みましょう。

　主な大会では、演奏の規定時間が設けられて

います。どういう流れで演奏が始まって、どの

ようなステージングやパフォーマンスをするの

か、演奏終了の合図は…という本番と同じ流れの

練習を行ってきていれば問題はないはずですが、

「ライブ練習」や「大会基準に沿った確認」をし

ていないと、当日、練習以上の素晴らしい演奏

やパフォーマンスはできません。しっかりと目

標を置いた練習をしてきているからこそ、サウ

ンド・チェックで確認しておかなければいけな

いことが明確になり、本番で真の実力が発揮さ

れるのです。

　サウンド・チェックの演奏が終わると、スタッ

フから「何かありますか？」と、本当の最終確

認があります。実際に演奏してみて、例えばギ

ター・アンプの音量などを変えたい場合やモニ

ターの調整をさらにしたい場合は、音響スタッ

フに報告して直しましょう。他に疑問点や質問、

要望などがあれば、同じようにスタッフに伝え

てください。

　演者、スタッフ共に問題なければ、これでサ

ウンド・チェックは終わりです。「本番よろしく

お願いします！」と元気にスタッフへ挨拶をし

て片付けを始めましょう。挨拶を交わすことで、

お互いに本番に向けたモチベーションをアップ

させることができます。小さなことですが、と

ても大切なことです。

　ギタリストやベーシストは、アンプの設定を写

真に撮ったりメモしておきましょう。本番の時に

設定が変わらないように注意してください。また、

シールド・ケーブルはアンプのボリュームを必ず

ゼロにしてから抜いてください。こういったライ

ブでは、すべてのツマミをゼロにする必要はあり

ません。ベーシストやアコースティック・ギター

を使用した場合、DI からシールド・ケーブルを

抜く時は、必ず音響スタッフの了解を得てからに

してください。キーボーディストやドラマーは、

持参した機材を片付けたら、他のものはどうした

ら良いか確認しておきましょう。楽器を演奏しな

いボーカリストであれば、事前に誰の片付けをど

う手伝えば良いのかを決めておきましょう。テキ

パキとしたスムーズな片付けも、団体行動のうち

です。セッティングと同じように、片付ける手順

も本番同様に行いましょう。

　バンド転換時のステージ上は人や楽器も多く、

床はケーブル類がたくさん這っていてとても危

険です。怪我のないように慎重に行動しましょ

う。また、アンプやドラム・セットなどに設置

してある音響用のマイク・スタンドに当たって

しまい、マイクの位置がズレてしまったら、自

分でこっそり直したりせず、必ず音響スタッフ

に声をかけてください。

本番と同じステージングをする

本番と同じように片付ける

▲本番で前に出るなら、本番通りに行って確認します ▲最終的な微調整があれば、音響スタッフに報告します

▲照明がある場合は、照明スタッフの確認や予行演習も兼ねています
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パソコンを使った音楽制作という話を耳にしたことはありませんか。皆さんが普段耳にするポピュラー・ミュージック

はもちろんのこと、どんなに激しいロックバンドでも、最近はパソコンを使わずに音楽制作をすることはありません。

デスクトップ・ミュージックは DTM と訳され、机の上、または膝の上で、音楽制作ができるシステムの総称です。スマ

ホやタブレットで始めることもできますので、軽音楽部員の皆さんもこの機会に始めてみませんか？（文：三谷佳之）

　パソコンと聞くと難しいと感じるかもしれま

せんが、スマホはもはや電話機ではなく、小型

高性能パソコンですから難しく考える必要はあ

りません。新しいおもちゃだと考えて、「習う

より慣れろ」の精神でとにかくやってみること、

始めてみることが大事です。パソコンを使った

音楽制作の利点はたくさんありますが、軽音楽

部員にとっては大きく 5 つが挙げられます。

　1 つは自分たちの演奏を録音することで客観

的な評価ができること。2 つめはオリジナル曲

を作曲する作業が楽になること。3 つめは作成

したオリジナル曲のアレンジが容易になること。

4 つめは MV（ミュージックビデオ）の制作まで

　バンドのメンバーと演奏している最中に自分

の演奏を客観的に観察する…つまり、観客の視点

で見る／聞くことはできません。そこで威力を

発揮するのがデスクトップ・ミュージックを使っ

たレコーディング（録音）や映像の録画です。自

分の演奏を後で聞き直すことはプロのミュージ

シャンなら当たり前にしていることです。メン

バー全員の演奏をそれぞれのマイクロフォンで

集音して、録音することをパラレル・レコーディ

ングと言います。個人の演奏パートだけを聞いた

り、サウンドを編集したり、演奏しなおすことが

できるのが特徴ですが、さすがにそのレベルの録

音をするとなるとスマホやタブレットでは難し

いので、本格的なレコーディングはパソコンを

使った DTM のシステムが組めるようになってか

らでよいと思います。しかし、スマホやタブレッ

トの録音機能を使ったレコーディングは普段か

ら行うようにしましょう。自分の演奏を客観的に

聞くようにするだけで個人の演奏スキルやバン

ドのアンサンブルは格段に向上します。その際、

本体だけで録音すると音が割れる…歪んで聞こ

えにくくなる場合があります。特にドラムやエレ

キギターの音は日常生活の音量と比較するとと

ても大きいので、そのまま録音すると歪んでしま

録音録音
する

できること。これはライブ・ステージのパフォー

マンスにも繋がったり、楽曲の音楽性をメンバー

で確認することにもなります。5 つめは音楽や

映像の配信が容易にできることです。昔と違い、

制作したり、演奏した楽曲はライブで目の前の観

客に対して披露するだけでなく、いろんな形式

で発表することができるようになりました。も

ちろん、スマホだけでできるものもあれば、大

掛かりなシステムを組まないと完成度の高いも

のができないこともありますが、まずは小さく

始めてみることです。以下、軽音楽部員に特に

有効と思われる 3 つの利点を紹介します。
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うことがあります。スマホやタブレットの置く場

所を工夫したり、外付けの小型マイクを使用する

ことで歪みを減少させることができます。詳しく

は本誌の過去の記事「iPhone でできる高音質／

高解像度の映像撮影」で詳しく紹介していますの

で参考にしてください。

　昔の作曲家はグランドピアノを弾きながら一

心不乱に譜面に音符を書き込んでいくという勝

手なイメージがありますが、現在はパソコンに直

接入力していき、その時々で演奏を再生したり、

編集したり、また演奏したり…を繰り返します。

多くの作曲の場合、イントロ、A メロ、B メロ、

サビと楽曲の順番通りにメロディーを思いつく

ようなことは稀です。メロディーやアイデアのヒ

ントなどが断片的に浮かんでは消えるというの

がほとんでのケースですので、それらをメモして

おくツールとして DTM は優れています。ショッ

ピングの途中でふと浮かんだフレーズをスマホ

に録音しておくなんてことは日常茶飯なことで

す。いざ、作曲をするぞ！となった場合、あのメ

ロディー、このコード進行、あのサウンド…な

ど、あらかじめ保存してあるネタを DTM の中で

探し、読み込んで、それらを組み合わせて楽曲に

仕上げていきます。DTM では楽曲作成を支援し

てくれるソフトウェアもあります。コード進行を

選んで、メロディーを自動的に生成するなんてこ

とも夢の世界ではありません。

　ま、そこは置いておいて、軽音楽部での活用方

法では、メンバーの誰か、作曲したいと思った人

がスマホやタブレットを使ってオリジナル曲の

コード進行やメロディーなどの大枠やぼんやり

したイメージで各パートの演奏を仮で作成して、

それをバンドのメンバーと共有、それぞのパート

ごとにかっこいい演奏を考えてもらい、次のリ

ハーサルの際に全員で演奏し、それを録音して、

確認して、客観的に方向性を決めていくというサ

イクルが考えられます。DTM を使うことで全員

が揃わないと作曲ができないとか、各パートの細

かい詰めができないということがなくなります。

初めて使う無料アプリとしては「GarageBand

（iPhone/iPad）」がおすすめです。使い方を紹

介した動画もたくさん存在しますので、検索し

てみてください。Android の場合は、同じよう

なアプリに「WalkBand」「MusicMakerJAM」

「PaintMusic」などがあります。

　音楽だけでなく、多くの創作活動には数学の

ような正解はなく、またスポーツのような点数

もありません。いろいろと試行錯誤を繰り返し、

作者がその時点で最高と思うものを発表するこ

とになります。音楽制作の際、その試行錯誤に

適したものが DTM です。オリジナル曲を作る際

に、各パートの演奏を仮で入れておき、最終的

には各メンバーにかっこうい演奏をしてもらう

ことを先に述べましたが、メンバーに送る前に、

もしくは送った後でも、自分で何通りものパター

ンを考えることができます。DTM の場合、各

パートはトラックという独立した演奏データと

して扱われ、演奏の再生中でも切り替えること

ができるので、メロディーであれ、伴奏パートや

リズムであっても、聴きながらどちらがかっこい

いか、しっくり来るかを聞き比べることができま

す。それも、自分はまったく演奏せず、客観的な

立場で聞き比べることができるのですから、どれ

ほど便利かは想像に難くないと思います。さらに

言えば、各パートの演奏の入ったトラックは任意

の位置から好きな位置に移動させることもでき

るので、イントロ、A メロ、B メロ、サビという

演奏順ですら変更することができます。つまり、

いきなりサビから入って、B メロ、A メロ…とい

う順に並び替えることが簡単できるのですから、

どこまでも楽曲を磨くことができるのです。

　以上、駆け足ですが、軽音楽部員にとって、

DTM が優れたツールであることを述べてきまし

た。スマホやタブレットで始めることができる

ツールですので、まずは始めてください。ググっ

たり、YouTube で検索すると優しく、または詳

しく解説しているサイトや動画がたくさん見つ

かると思います。

　iPhoneでできる高音質／高解像度の映像撮影

作曲作曲

アレンジアレンジ

する

する

GarageBand
（iPhone/iPad）

詳しくはこちら
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　軽音楽部で楽器を演奏する時、皆さんは何を

大事にしていますか？　フレーズや歌詞だった

り、技術的なこと、オリジナル曲の完成度…な

ど、様々なことを気にかけていることと思いま

す。しかし、歌唱や楽器演奏、楽曲制作の前に、

自己表現としての「音」についてどれだけ興味

を持っているでしょうか。

　皆さんが普段聴いている楽曲には、いろいろ

な「音」が入っています。歌、ギター、ドラム…。

その楽器たちが奏でた 1 つひとつがすべて「音」

であって、それぞれに音作り（サウンド・メイク）

がなされています。軽音楽部に大事なオリジナ

リティーやクリエイティビティーは、「音（音色）」

作りにも当てはまります。楽曲はフレーズの集

合体である前に「音」の集合体です。なぜなら、「音

楽」だからです。

　今や、シンセサイザーという楽器は魔法の箱

であり、本体には最初から数百という音がプリ

セットされていて、ツマミや液晶画面のフェー

ダーを動かせばどんどん音が変わっていきます。

しかし、好みの音を作り出すことは簡単ではあ

りません。まずは、音作りの楽しさを実感する

ことから始めてみましょう。

　Ableton は、ブラウザー上で操作できるイ

ンタラクティブなウェブ・サイト、「Learning 

Synths（ラーニング・シンセ）」を公開してい

ます。サイトでは、シンセサイザーを構成する

基本要素を楽しく解説し、広範にわたる典型的

なシンセサイザー・サウンドの作り方を順を追っ

て説明しています。携帯電話、タブレット、コ

ンピューターの他、最新のウェブ・ブラウザー

の使用とインターネット接続が可能な端末であ

れば、誰でも使うことができます。入門編とし

てはもってこいでしょう。

　音楽とは面白いもので、偶然にできた「音」

からフレーズや楽曲のイメージがインスピレー

ションされることもあります。きっと、様々な

刺激をもらえるはずです。

　オリジナル曲を作るには、相当な音楽知識が

ないといけないと思っている人も多いと思いま

すが、自由な発想で、自由に音楽を生み出せる

ところが、ポピュラー・ミュージックの最も良

いところです。変に音楽理論や作曲の方法論に

捉われすぎず、まずは「音楽を作る」楽しさを知っ

て欲しいと思います。

　Ableton が Learning 

Synths に先駆けて公開

しているウェブ・サイト、

「Learning Music（ラー

ニング・ミュージック）」

では、ビート、メロディー、

ハーモニー、ベース・ラ

イン、楽曲構造など、作

曲の基礎について全般的

に 学 べ る 内 容 に な っ て

い る の で、 遊 び 感 覚 で

音 楽 を 作 っ て い く こ と

ができます。 Learning 

Synths と同じように、ブラウザー内だけでいろ

いろと学べてしまうので、楽器があまり弾けない、

音楽理論はちょっと苦手、という人も簡単に楽し

く音楽制作の基礎が身についていくでしょう。

　気に入ったテイクができたら、オリジナル曲

のアイデアとしてバンド・メンバーに聞かせた

り、今後の創作活動のためにストックしておい

ても良いかもしれませんね。

　「音」のことを学び、「楽曲制作」について学

んだら、次は実際に「楽曲」を完成させていき

ましょう。Ableton には「Live（ライブ）」とい

う音楽ソフトウェアがあります。シンセサイザー

で作ったテイクはもちろん、歌やギターなども録

音することができるので、オリジナル曲のファー

スト・アイデアをメンバーに伝える「デモ音源」

制作から、バンドで作った楽曲をレコーディン

タブレットを使った授業が当たり前となっている現代、軽音

楽部で音楽活動をしている皆さんの中には、DTM に興味が

ある人も多いのではないでしょうか。でも、ハードルが高い、

難しそう…と二の足を踏んでいる人もたくさんいるでしょ

う。独創的な音楽制作と演奏を可能にする製品を手がけ、教

育機関による音楽学習や自己表現を応援する Ableton（エイ

ブルトン）の力を借りて、DTM の世界に触れてみましょう！

 ▲「音」の成り立ちを視覚的に学ぶことができる Learning Synths のサイト

▲ Learning Music の画面。楽曲制作がわかりやすい

▲ Live 11 Intro の画面

「音」を作る
Synthesize

音を「音楽」にする
Learn Music

音楽を「楽曲」にする
Make Music
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シンセサイザーや DTM、オリジ
ナル楽曲制作についての無料の講
習 会 を 開 催 し ま す。Ableton も
Learning Synths を使った講座を
用意しています。ぜひ体験＆体感し
に来てください！
日　時：令和4年8月26日（金）10:00～16:00
参加費：無料
会　場：宝塚大学 東京メディア芸術学部
　　　　東京都新宿区西新宿 7 丁目 11-1
主　催：特定非営利活動法人 全国学校軽音楽部協会
　　　　公益財団法人 かけはし芸術文化振興財団

グすることも可能です。

　Live はソフトウェアなので、起動させるため

のパソコンが必要となります。学校に軽音楽部で

共有のパソコンがあれば、そこにインストールして

おいても良いですね。Live には、条件さえ整って

いれば、軽音楽部なら無料で導入できる「Intro 

エディション」があります。Intro エディションは、

主に 18 歳までの生徒へ音楽を教えている学校、

慈善活動、クラブ活動を対象にした無料ライセン

スです。無料のライセンスとはいっても、Live の

Intro エディションに含まれる全機能を使用するこ

とができます。制約や使用期限はありません。また、

一部制限はありますが、ユーザー・インターフェイ

スは現行のソフトウェア、Live11 と同じです。

　利用は、教育機関情報や申請者の情報、使用

するパソコンの台数などをウェブ上から申請し

て、確認してもらうだけです。顧問の先生に相

談してみよう！

　音に関することや DTM に興味を持ってきたけ

ど、パソコンの操作や実際の楽曲制作に不安があ

るという人は、Ableton が取り組んでいること

を調べたり、開催しているワークショップに参加

してみてはいかがでしょう。

　「Ableton for the Classroom」 で は、Live

や音楽作成に必要なすべてを指先 1 つで操作で

きる「Push」を使った授業など、学校教育への

取り組みを積極的に行なっています。

平成 8 年に校名変更と学科改編に伴い創設
され、開校当時からパソコンを中心に、ミ
キサーや音響機材を用いて、音色をミック
スしたシンセ・サウンドで楽曲制作や演奏
活動を行っています。授業では、フリーソ
フトのミューズスコアでステップ入力を、
ガレージバンドでリアルタイム入力を学び、
卒業制作はロジックＸプロなどを用いて完
成させています。
顧問：金澤勝敏・橋本奏葉・小林千佳子

昭和 58 年にギタークラブからシンセサイ
ザー部に変更になりました。シンセサイザー
は、いろいろな音色の出るキーボードと考
え、様々なジャンル、時代の楽曲を楽しん
で演奏しようというスタンスで活動してい
ます。最初はクラシックにこだわっていま
したが、今ではポップスから演歌、ジャズ、
タンゴなど思いつきで何でもやるアンサン
ブルになっています。
顧問：井上圀彦

全国にはこんな学校もあるぞ！

福島県立光南高等学校 テクノアートシンセサイザー部

千葉萌陽高等学校 シンセサイザーオーケストラ部

▲音楽授業計画、もしくは課外授業の一環として、生
徒の自信や自尊心、やる気を促すことができます
Photo by Martin Holtkamp

▲進化したハードウェア楽器「Push」

▲音楽制作を通して「自分を知る」授業の様子

Ableton for the Classroom

　Ableton は、音楽制作の楽しさを通じ

て音楽に対する生徒の学習意欲を高める活

動をしています。本社はクラシック音楽の

本場ドイツのベルリンにあり、エンターテ

イメントの街、ロサンジェルスにもオフィ

スがあります。欧米では音楽と IT による

新しい教育が進んでいます。日本でも、軽

音楽部の活動が教育関係者の間で見直され

てきています。

　Ableton for the Classroom は、生徒

たちの自分自身で音楽が作れる意欲を育

て、音楽制作を通じた自己表現の魅力を

知ってもらうため、必要な機材や、そのま

ま使える教材（日本語）など、様々な面か

ら教育現場をサポートしています。

▲内蔵音源を用いた合奏スタイルの活動をしています

▲シンセサイザーオーケストラ部の練習風景

Learning Synths
https://bit.ly/3AFP8As

Learning Music
https://bit.ly/3ABgAzf

詳しくはこちら

詳しくはこちら

詳しくはこちら

Ableton for the Classroom
https://bit.ly/3yXZjz7

DTM を学ぶ
Desktop Music
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ロックという音楽が生まれてから既に 70 年近くの月日が流れ、今でも多くの人か

ら愛され続けている名曲がたくさんあります。皆さんが普段聴いている楽曲の中に

も、何十年後かにはスタンダードとなって、その時代の人たちに愛されていく楽曲

があるかもしれません。名曲と言われる楽曲は歌詞が良い、メロディーが良い、ア

レンジが良い、演奏がうまいといったことだけではなく、それらを表現するプレイ

ヤーの音楽的センスによってしっかりと絡み合ってできています。楽曲を「解体」

してみれば、そこには必ず名曲が「名曲」となる秘密が隠されているはずです。ぜ

ひ例題曲のコピーをする時やオリジナル曲を作る時の参考にしてください。
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　関西出身の３ピース・ガールズ・ロックバンドの TETORA は、

2019 年にリリースされた 1st アルバム『教室の一角より』が、「タ

ワレコメンアワード 2019」で 1 位を獲得した。その中に収録されて

いるこの楽曲は、WEB 限定動画で話題となり、彼女たちの代表曲となっ

た。ボーカル＆ギターの上野羽有音による日常を切り取った歌詞やシン

プルなメロディーが、サウンドもアレンジも余計なことはせずに歌に寄

り添っていくような演奏と融合し、感情そのものがストレートに伝わる

歌になっている。

　この楽曲のメロディーは、低いラ（ピアノの A3）から高いファ (F5）

を使っていて、2 オクターブ近くある。しかし、ほとんどが F4 のファ

から C5 のドに集中していて、音程の動きが激しくないフレーズが多い。

　音程の高低差が狭いメロディーは、ダイナミクスが目立ちにくく歌詞

とピッチ（音高）をなぞっているだけの単調な歌になりがちだが、この

楽曲では「歌うトーン」と「喋るトーン」を混在させたトーン・コント

ラストでメリハリをつけている。例えば、サビの「♪もうどっかに行か

ないでよって～」は、「もうどっかに」では歌い、「行かないでよって」

では喋りとなり、1 フレーズ内で 2 つの表現が存在している。そして、

それに伴ったトーン変化が生じることで、「歌う」と「喋る」がお互い

を引き立て合い、抑揚のある表現となっている。

　歌い方は、楽曲が進むにつれ、気分の高揚と共にメロディーの「フェ

イク」と声のかすれ度合いが増し、感情の表れがパワーアップしている。

上野羽有音は、どの楽曲でもダイレクトに熱く伝えるボーカリストだが、

熱量だけの独りよがりな歌にならず、共感を呼ぶ歌になっているのは、

正確なピッチやテンポ感の維持といった基礎の部分をないがしろにして

いないからだ。どのフェイク・フレーズも音符で表記でき、演奏のリズ

ムとずれることなく「歌う」と「喋る」がスムーズに行き来しているこ

とから、冷静な面を残しつつ熱く歌っているのが分かる（譜例）。感情

と理性のバランスが上手く保たれているからこそ、伝わる歌になるのだ。

　1 コーラス目の A メロは、ギターが奏でる和音がなく、リズム隊と

呼ばれるドラムとベースのみの演奏なのだが、その中での歌にピッチの

ずれがない。これは、和音の響きを感じ取る「コード感」と、和音と和

音がつながった「コード進行」の響きが理解できているからだろう。

　ギターの歪んだ音からはコード感がわかりにくいため、ピッチはベー

スから掴むこと多いが、和音としての理解があると当然正確さは増す。

ギターも弾くボーカ

リストで、作曲をす

ることも大きな理由

の 1 つだろう。歌う

時は、何気なくでは

なく、常に和音の響

きを意識しながらバ

ンドの出す音に集中

して、「音の記憶力」

を鍛えていこう。

「熱い」中での「冷静さ」・・・・・・・・・・・・・
音の記憶力・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

中島みゆき  　
ファイト！

THE BLUE HEARTS  　
TRAIN－TRAIN

シンガー・ソング・ライター、中島みゆき
の 1983 年にリリースされた 10th アル
バム『予感』の収録曲。CM 曲に起用され
話題となり 1994 年にシングル・カット
された。多くのアーティストがカバーする
名曲。ライブでの魂のボーカルは圧巻。

パンク・バンド、ザ・ブルーハーツの
5th シングル。ドラマの主題歌に起用さ
れ小学校の音楽教科書にも掲載された。飾
らずに言葉をハッキリと歌う甲本ヒロト
のボーカルは、ライブでの過激なパフォー
マンスでもぶれない。1988 年リリース。

TETORA
今日くらいは

～感情がストレートに伝わる歌～

ボーカル編
文・佐藤智恵

▲ボーカル＆ギターならではのピッチとリズムの良さ

譜例　ラスト回のサビのフェイク・メロディー。ピッチもリズムもズレがない
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山下達郎 　
SPARKLE

Gary Moore
Oh Pretty Woman

日本を代表するシンガー・ソング・ライ
ター、山下達郎の 1982 年にリリースさ
れた 6th アルバム『FOR YOU』に収録。
楽曲のイメージを構築しているイントロの
コード・カッティングはフェンダー・テレキャ
スター特有のサウンドでキレッキレだ ！

イギリスのギタリスト、ゲイリー・ムーア
が自身のルーツであるブルースを探求し
たアルバム『Still Got The Blues』に収録。
ギブソン・レスポールの音色を最大限に生
かしたロック色の強いブルージーでエモ
なソロが印象的。1990 年リリース。

ポルカドットスティングレイ
ICHIDAIJI

～キレッキレなカッティングとエモいソロ～

ギター編
文・岩尾 徹

参考にするなら、この曲もオススメ！

　ポルカドットスティングレイは、独特のメロディーと歌詞、突き刺さ

るギター・サウンドが持ち味のバンドだ。2016 年に YouTube で発

表した「テレキャスター・ストライプ」のミュージック・ビデオがきっ

かけとなり、その名を全国区へと広げた。「ICHIDAIJI」は、2018 年

公開の映画「わたしに××しなさい！」の書き下ろし主題歌で、疾走感

満載ながら、ある意味クールなカッティングと躍動感あふれるエモいギ

ター・ソロの対比が印象的な楽曲である。

　楽曲全般を通して、ギターがセクションごとにバッキングのアプロー

チの仕方を変え、抑揚をコントロールすることでリスナーを最後まで飽

きさせない流れを作っている。

　A メロは、シンプルなフレーズの繰り返しで、メロディー・ライン

だけで考えると非常にゆったりとした印象を受ける。そこへ、ギター

が 16 分音符の単音と休符を組み合わせた、パターン化したフレーズを

ミュートしながら弾く…という小気味良いカッティングをしているおか

げで、タイトで疾走感がある印象になっている（譜例）。

　キャッチーな歌のメロディーが印象的なサビでは、ギターはコード・

カッティングが主体の、音域的には高い音中心でアプローチしている。

その結果、楽曲のイメージに合わないヘヴィーさを省くことができ、フ

レーズにも軽快感が出ているのだ。また、弾いている和音の一番高い音

（トップ・ノート）を、コードが変わっても同じラインのフレーズで動

かし、まるでサビのメロディーに呼応するかのように絡ませることで、

サビをよりポップなものに仕上げている。

　歌のセクションはポップで爽やかなのだが、ギター・ソロに入るとリ

ズムもハーフになってヘヴィーな印象だ。イントロのテーマを弾いてい

る音色は、ナチュラルな軽い歪みで軽快感があるのだが、ソロにおいて

はギター本来の音を生かしつつも、野太いヘヴィーな音色だ。弾いてい

るフレーズもブルース・フィーリング溢れるアプローチで、チョーキン

グを多用したとてもエモーショナルなソロになっている。

　このように、イントロからのポップな流れの中に真逆なブルース・ロッ

ク全開のセクションを挟むことで、リスナーはそれまでの流れを一度リ

セットして、その後の展開を新たな気持ちで臨むことができるのだ。バ

ンドで演奏する際は、イントロのテーマを弾いている軽い歪みのギター

の音色をベースに、ソロではギターのアウトプットを増幅できる、オー

バードライブやブー

スター系のエフェ

クターをさらに ON

にするのも 1 つの

方法だろう。

歌との絡みが絶妙なカッティング・・・・・・・・・

ポップな楽曲にロック魂を注入する・・・・・・・・

譜例　このフレーズをベースに若干歌い回しに変化をつけている

▲ソロをブーストする代表的な機種。Ibanez TS-9（左）、
MXR micro amp（右）
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The Doobie Brothers
Long Train Runnin’

ハナレグミ 　
発光帯 

アメリカのバンド、ドゥービー・ブラザー
ズが 1973 年にリリースした大ヒット曲。
コード Gm7 の有名なギター・リフにベー
スは 4 度の C（ド）音を入れてフレーズ
を構成している。通常のマイナー・セブ
ンスとは少し違った響きが胸に迫る。

SUPER BUTTER DOG のボーカル、永
積タカシのソロ・プロジェクトであるハナレ
グミの楽曲。しっかりとボトムを支えつつ
時々で出てくるメロディアスなベース・ラ
インが楽曲を彩る。まさに「ベース玄人」
なプレイは必聴だ。2021 年リリース。

Saucy Dog 
シンデレラボーイ

～堅実さと華やかさを持つベース・フレーズ～

ベース編
文・山田潤一

　「シンデレラボーイ」は、3 ピースのロック・バンド、Saucy Dog

の 2021 年にリリースされた 3 枚目のミニ・アルバム『レイジーサン

デー』に収録されている、バンドを代表する楽曲だ。ベース・ラインは、

3 ピース・バンドの音の少なさを補うようなメロディアスなラインと、

バンドを支えるボトム感という、華やかさと堅実さの両方を兼ね備えた

ものになっている。

　この楽曲のベースは、音域の使いわけが上手く行われている。1 コー

ラス目の A メロでは、前半はシンプルだが、後半は裏メロのような細

かいフレーズを弾いている。この時、9 フレットより上のポジションの

高い音域を使用することで、途中から入っても他の楽器と自然に馴染む

ことができているのだ。

　B メロでは、コード進行が F ♯ m7 → E → D と展開していて、それ

に合わせてベースも徐々に低い音域に変わっていくことで、サビに向け

て徐々に安定感を作り出し、サビでは低い音域を使ってフレーズを構成

することにより、ボトムをしっかりと支えている。バンドとしての一

体感が強固になり、

勢いのあるアレンジ

だ。また、2 コーラ

ス目からはドラムも

しっかりとビートを

出しているので、そ

れに合わせ てベース

も低い音域でフレー

ジングしている。こ

れにより、2 コーラ

ス目以降はよりバンド感溢れるアレンジに感じられる。

　このように、この楽曲のベースは音域をうまく使い分けて楽曲のアレ

ンジに大きく影響を与えているのだ。

　ベースが裏メロを弾いている時には、「ノン・コード・トーン」と呼

ばれる、和音の構成音（コード・トーン）に含まれていない音が使用さ

れている。ベース・ラインは、コード・トーンに合わせてフレーズを弾

くことが多いが、ここではノン・コード・トーンの「4 度」の音を使用

することで、フレーズを印象的なものにしている。

　例えば、1 コーラス目の A メロの 5 小節目からベースはメロディ

アスなフレーズを弾いているが、5 小節目からのコードは E → F ♯

m7 → GM7 → E と進行しているのに対し、コード E の時には 1 弦

14 フレットの A（ラ）、F ♯ m7 の時には 1 弦 16 フレットの B（シ）

の音を使用している。これが、コードに対して 4 度の音になっている

のだ（譜例）。

　この 4 度の音を入れることで、この部分がメロディアスな印象になっ

ているのだが、コードが変わっても似たようなフレーズを繰り返すこと

でリフレイン効果も生まれ、裏メロらしい印象的なフレーズになってい

ることもポイントだ。バンド・アレンジの参考になるだろう。

音域の高低差で楽曲の流れを作る・・・・・・・・・

ノン・コード・トーンの音使い・・・・・・・・・・

参考にするなら、この曲もオススメ！

▲メロディアスに弾きたい時はフレーズを歌いながら弾く 譜例　コードの 4 度の音を意識して弾いてみよう
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　2004 年のメジャー・デビュー以降、日本の音楽シーンを先導し続

けるバンド、ストレイテナーが 2019 年 10 月にリリースした 4th ミ

ニ・アルバム『Blank Map』に収録されているこの楽曲は、同年 3 月

に先行配信リリースされている。ボーカル＆ギターのホリエアツシが弾

き語って、他の楽器陣が肉付けをしていく楽曲制作方法は、仲が良く、

音楽的に長けたメンバーが揃っているからこそのやり方だが、この楽曲

も全員で同じテーマを共有し、形にしていったことがよくわかる。歌詞

にはないが、アレンジの端々から感じる「夏」は、ドラムのパターンや

演奏にも表れている。

　アコースティック・ギターとピアノで始まるイントロや、歌い出しの

「♪もう少しで海に出るだろう　夕波が輝いてるだろう～」という歌詞、

細かいディレイがかかったエレキ・ギターなどからは、それ以降、歌詞

の中に季節や情景描写は出てこないが、完全に夏をイメージさせる。そ

して、夏を感じさせるのは、この楽曲のリズムによるところも大きい。

　この楽曲のリズムは、もちろんいわゆる 8 ビートなのだが、16 分音

符を 3 つずつくくった「半拍半」アクセントの前半部と、8 分音符２

つで解決する後半部で構成された 1 小節のリズムが根底に流れている。

これは、ラテン系リズムの 1 つ、キューバ音楽の「クラーベ」をロック・

バージョンに変換したものだ。前半が 3 つ、後半が 2 つのアクセント

であるため「3：2（スリー・ツー）・クラーベ」と呼ばれている。カリ

ブ海の島、キューバの暑い夏がリズム・パターンから感じられる。

　アコースティック・ギターが出すこの 3：2 リズムに、ドラムは、ス

ネアをスリップさせて合わせている（譜例）。3：2 は、少し「留まる」

感じがするリズムなのだが、そこが A メロなどの歌詞の「何度も挫け

そうになった」イメージと重なる。まるで、スネアでブレーキをかけて

いるように感じるが、その証拠に B メロでは 1 度ハーフタイムのリズ

ムで落ち着かせてから、後半はサビへ向かってスネアが 2 拍 4 拍のバッ

ク・ビートになる。しかも、サビでは 3：2 のニュアンスを薄く残して

いるところが大きなポイントだ。

　夏を感じてしまう要因は、楽器陣のサウンドにもある。アコースティッ

ク・ギターやピアノが奏でる「メジャー・セブンス」コードの響きは、

爽やかさ以外の何者でもない。さらに、キラキラしたさざなみのような

ディレイ・エフェクトをかけたギターに、前向きな決意をする主人公の

物語…。やはり、ドラムもカラッとした音作りが似合うだろう。

　この楽曲のドラムは、無理にサウンド・メイクをするのではなく、心

地良いナチュラルな

サウンドで聴いてい

て嫌味がない。特に、

スネア・ドラムはしっ

かりと低音も出てい

る。おそらく、ブラス

製のスネアに少し厚

めのヘッドを張って

いるのだろう。

「3：2」のラテン系リズム・・・・・・・・・・・・
夏に合うドラム・サウンド・・・・・・・・・・・・

Manuela Run 　
TOTO

SUMMER TIME 
TUBE

1978 年にリリースされた、アメリカの
若手スタジオ・ミュージシャンたちで結
成されたバンド、トトのデビュー・アル
バム『TOTO』に収録。3：2 クラーベを
使ったリフやラテン・グルーヴをうまく
極上のポップスに昇華させている。

ラテンのリズムを取り入れた楽曲で 1980
年代から日本の夏の定番となったバンド、
チューブの 57th シングル。ラテン・リズ
ムを元にしたドラムとベースに、ディレイ
がかかったギターとナチュラルなドラム・
サウンドがよく似合う。2015 年リリース。

ストレイテナー
スパイラル

～隠された「夏」感はドラムにもある～

ドラム編
文・辻 伸介

参考にするなら、この曲もオススメ！

▲中低音が心地良いブラス製のスネア・ドラム

譜例　バス・ドラムとスネアのアクセントで「3：2」クラーベになっている
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　「異星人と熱帯夜」は、2022 年にメジャー・デビューした日本の 5

人組バンド、Cody・Lee（李）の 1st アルバム『心拍数とラヴレター、

それと優しさ』に収録されている楽曲だ。2021 年に公開された映画「サ

マーフィルムにのって」の主題歌でもある。叙情的かつ、不思議な歌詞

に透明感のあるツイン・ボーカルがマッチして、1970 年代風の懐か

しいアレンジのサウンドでありながら、歪んだギターが絡み合い、現代

の新しいサウンドとの融合を感じさせる。

　この楽曲のメインで使われているエレクトリック・ピアノ（以下、エ

レピ）の音色は、「フェンダー・ローズ・ピアノ」だ。1970 年代前半

からジャズ、R&B、ソウルといったジャンルの音楽で好んで使われて

いた代表的なエレピである。

　この楽曲では、その音色にエフェクターとして「フェイザー」と「ト

レモロ」が使用されている。この 2 つはどちらも「Modulation（変調）」

系のエフェクターだが、エレピにたびたび使用される。フェイザーは、

原音と位相をずらした音色を混ぜることで揺れたような音色になり、ト

レモロは、音を左右に揺らすエフェクトだ。

　この楽曲では、フェイザーの RATE（周期のスピード）は BPM に

合わせ、DEPTH（エフェクト音の深さ）は深すぎずさりげない程度に

かかっている。トレモロは、4 分音符に合わせて左右に振られるスピー

ドで音作りされているため、基本的に全音符で演奏されているが、特に

歌い出し部分の歌とエレピだけのセクションでも、リズムを感じ取れる

効果がある。

　最初の A メロは、ドラムとエレピだけのアレンジで、その部分は裏

のリズムも入っている。裏拍で弾くことで、揺れのタイミングも 4 分

音符とずれて、逆にスピード感が増している（譜例）。

　この楽曲では、他に様々なシンセサイザーの音色が演奏されている。

一番の特徴は、どのシンセサイザーの音色もエレピ同様に、揺れる音色

であることだ。サビでは、周期の大きいシュワシュワした音色で演奏す

ることで、ドラムとベースのタイトなリズム隊に対して、よりスピード

感のある効果を演出している。

　また、1 コーラス目サビ前のシンセサイザーは、3 連符でトレモロさ

れている。この音色は、それまで BPM に合わせた揺れの音色に対して

「1 拍 3 連符」にすることで、次への期待感を高揚させる効果が出ている。

さり気ない音色へのこだわりが、楽曲の世界を作っているのだ。

　さらに、シンセサ

イザーの音色ではな

いが、随所に出てく

るフルートの音色も

「ディレイ」エフェ

クトがかけられてい

る。それが、この楽

曲の歌詞の世界観を

示す良いアクセント

になっている。

エレクトリック・ピアノの音作り・・・・・・・・・
シンセサイザーが表現する楽曲の世界観・・・・・・

Boz Scaggs 　
Harbor Lights

細野晴臣 　
Exotica Lullaby

A.O.R. の先駆者であるアメリカのアーティ
スト、ボズ・スキャッグスが 1976 年にリ
リースしたアルバム『Silk Degrees』に
収録。トレモロがかかったエレクトリック・
ピアノでルバート演奏される幻想的なイン
トロが印象的なミディアム・バラード。

ニューオリンズの音楽に刺激され、カリ
ブ海のスタイルまでをも網羅したベーシ
スト＆プロデューサー、細野晴臣の 3rd
アルバム『泰安洋行』に収録。エンディ
ングのシンセサイザーがアルバムの終演
にふさわしい。1976 年リリース。

Cody・Lee（李） 
異星人と熱帯夜

～さり気ないキーボードの音色が光るアレンジ～

キーボード編
文・鳥居克成

参考にするなら、この曲もオススメ！

譜例　A メロでのエレクトリック・ピアノのパターン

▲音色にエフェクトをかけて、楽曲に合った音作りをしよう
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ー お仕事について教えてください

豊崎：僕の仕事はアーティスト（ミュージシャ

ン）の楽器をお預かりしたり、音楽業界の様々

な関係者から依頼を受けて、自身の工房にて

楽器の修理やメンテナンスを行うことです。

プロ、アマチュアを問わず、日頃から様々な

ミュージシャンの楽器を手がけています。時

にはオーダーメイドの楽器製作の依頼もあり、

修理業務をこなしながら、お客様の楽器製作

も行っています。

ー 高校卒業以降、どういう経緯で今のお仕事

に就いたのですか？

豊崎：キッカケは高校時代なのですが、ギター

を弾き始めると同時に「改造」と呼ばれる分

野に興味が湧き、ギター雑誌のカスタマイズ

紹介やピックアップによる音の違いのコー

ナーなど、雑誌のそういったメカニックなペー

ジをよく読んでいました。そして、読むだけ

では飽き足らず、素人ながら雑誌に倣って、

いろいろと挑戦していた高校生だったんです。

　軽音楽部に所属しながらそんな高校生活を

送り、いざ自分の進路について考えたところ、

イーエスピー学園のギタークラフト科への入

学を決めました。改造だけでなく、イチから

ギターを作り上げるという未知の領域に魅力

を感じたのが大きな理由です。ギター製作や

リペアを 2 年間学び、卒業後は同校のギター

クラフト科の講師として、8 年間勤めていま

した。その中で築けた交友関係が今のお客様

であったり、取引のある楽器店さんにつながっ

ています。「独立」とか「開業」という言葉に

するとハードルの高い感じが出てしまいます

が、友人や知人からの依頼をこなしていくう

ちに「これなら商売になりそうだな…」とい

う気持ちや状況に切り替わっていったような

感じです。30 歳手前でギタークラフト科の

講師を退職し、独立することを決めました。

ー お仕事の楽しいところを教えてください

豊崎：楽器店さんのような店舗営業ではない

ので、個人工房には、いつでもどこでも自由

に動き回れる利点があります。依頼があれ

ば、レコーディングやリハーサルの現場に直

接行って、楽器を預かったり、その場で修理

を行うこともあります。楽曲制作やコンサー

トが作られるまでの過程を実際に見られるの

は大きな刺激になりますし、その一端を担っ

ていると思うと、プレッシャーもありますが、

ミュージシャン本人やスタッフの方に喜んで

もらえた時には、何にも替えがたい達成感が

あります。その現場で有名人に会えると、さ

らに嬉しいですね！（現場ではクールを装っ

ていますが、家に帰ると妻に自慢します／笑）。

ー お仕事の大変なところを教えてください

豊崎：お客様の大切な楽器なので、とにかく

失敗が許されないというプレッシャーが常に

のしかかります。失敗しないための準備、対策、

実験など、今でもいろいろと勉強しながら進

めることがあります。一体、いつ本体に触る

んだ…という場面もしばしばあります（笑）。

　細かい話になってしまいますが、ギターに

は修理箇所以外であっても、どうしても起こ

り得るようなトラブルが多数存在します。そ

のことを事前に説明して、お客様にご理解い

ただく必要があり、事後のトラブル／クレー

ムを未然に防ぐことが大切です。

ー お仕事を継続していく上で、大切にしてい

ることは何ですか？

豊崎：不測のトラブルが起こった時に嘘をつ

いたり、ごまかさないこと、誰かのせいにし

ないことだと思います。仕事は周りの人との

信頼関係が大切なので、正直に話して、謝る

べき時には素直に謝る、誠意を持ってその対

応にあたることが一番だと考えています。「お

客様が安心して頼める」「次もお願いしたい」

…そう思ってもらえるような努力は日々怠ら

ず、未だに勉強中の身です。経験は積みつつも、

プライドは積み上げない。頑固オヤジのラー

メン店みたいな工房にはならないように心が

けています（笑）。

ー このお仕事は、どんな人にオススメですか？

豊崎：楽器は、とても派手なものだと思いま

すが、作り上げるまでにはコツコツと地味で、

地道な作業の連続です。最初から最後まで、

そうかもしれません。修理も当然同じことが

言えますが、そんな地味で地道な作業に、と

ことん向き合える凝り性な人、没頭できてし

まうような人にオススメだと思います。地道

にやった分だけ、仕上がった時の感動は大き

いですし、そこに快感が得られます。さらに、

その感動をお客様と共有できる楽しみもある

など、モノづくりや職人の世界には、そんな

魅力やマニアックさが詰まっていると思いま

す。音楽好きの人はもちろんですが、楽器自

体のことにも興味をお持ちの人には踏み込ん

でみてもらいたい世界です。

音楽やエンターテインメントにまつわる職業や業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なのでしょうか。今回はギターの

修理やメンテナンスをされている豊崎貴志さんに今の仕事に就いたキッカケや大切にしていること、やり甲斐を伺いました。

仕事は周りの人との信頼関係が大切です

音楽／エンタメ業界の仕事 2022

▲夢中で続けていたことが仕事になったと話す豊崎さん ▲豊崎さんの作業デスク。ここで様々な作業が行われます

業界インタビュー

楽器リペア／メンテナンス　豊崎貴志さん（toyo guitar）
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ー コンサートやイベント制作の仕事について

教えてください

森永：アーティストのワンマンライブから日

本各地を回る全国ツアーやフェスへの参加に

至るまで、多様化したコンサートやイベント

の企画立案から運営までのすべてを行う仕事

です。具体的には「人」「モノ」「お金」「時間」

の管理を行います。また、イベントを開催す

る会場が大きくなると、それに関わるスタッ

フの人数も増えます。すると、食事や備品等

の数も増えるので、必然的に経費も増える…

という具合に、すべてが連動しています。そ

れから、想像力を働かせて「ひょっとしたら、

こうなるかも…」ということを考え、その対

策を先に立てておくこともあります。例えば、

「イベントの本番に台風が来たらどうする？」

とか「アーティストが体調不良になったらど

うする？」など、あらゆる危機に対する管理

能力が必要になり、それらを仕事を通して鍛

えることができるのも、この仕事の一面です。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？　

高校時代にやっておいた方が良いことも教え

てください

森永：プロとして音楽業界で働くということ

は、自分の好きな音楽だけに関われるという

ことではないので、まずは「さまざまな音楽

を知っておく」ということが大切です。つまり、

普段は聴かないような音楽もたくさん聴くよ

うにしてください。また、アーティストと会

話する際に「あのアーティストの、あの演出！」

などの話題が日常会話でも出てくることが多

いので、洋楽まで手広く知っておくと、アー

ティストとの信頼関係を早く作ることができ

ます。さらに、新型コロナウイルス感染症の

影響で「ライブ配信」をする際の「映像」の

知識も必要となりました。演出としての映像

や収録としての映像などは切っても切れない

関係ですので、映像作品（映画や MV など）

もたくさん知っておいた方が良いと思います。

ー この仕事の楽しいところを教えてください

森永：楽しいことはたくさんありますが、一

番はコンサート会場で見るお客様の笑顔や

アーティストの笑顔を見た時です。「こんな素

敵な空間を作る一員になれた！」という気持

ちは、この仕事の醍醐味です。また、自分が

関わったイベントがテレビで放送されたり、

映像作品として商品化されたりすることも多

く、時にはスタッフ欄に自分の名前が掲載さ

れることもあるので、自分の仕事を誇り高く

思える瞬間も多くあります。それから、全国

ツアーに出る制作仕事の場合、ご当地の名産

や、その土地でないと体験できないことも多々

あるので、仕事をしながら地方の魅力を感じ

ることもあります。コンサート制作は人と多

く関わる仕事なので、日本全国に幅広い人脈

ができるというのも他の仕事にはない部分だ

と思います。

ー この仕事の大変なところを教えてください

森永：一番大変なのは「急な変更が多い仕事」

という部分です。曲順や演出などのステージ

に関わることもあれば、悪天候で中止や延期

などの運営に関係することまで、「ライブが終

了するまでは何が起こるかわからない」とい

う懸念を抱えながら仕事をするのが大変な部

分です。また、アーティストによって準備す

るものや段取りが違うことも多いので、現場

によって正解が変わります。「前回は褒められ

たことでも、今回は必要がなかった」という

ことも日々あるので、自分のモチベーション

を保ちながらも仕事を先に進めないといけな

い部分も大変なことの 1 つかもしれません。

ー この仕事は、どんな人にオススメですか？

森永：「とにかく音楽が好き！」ということが

基本にありつつ、「人のためになりたい！」と

いうホスピタリティーがある人にオススメで

す。「人見知りだし、いろいろな人とコミュニ

ケーションを取りながら、物事を進めていく

のは自分には無理かも…」と思っていても、

日々強制的に人と交流することになります。

すると、気が付いたら「なりたかった自分」

になっていたりもするので、「人見知りを直し

て、音楽の仕事に携わりたい！」という人に

もオススメです。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか。3 つほど教えてください

森永：コンサート制作の仕事は「懲りない」「め

げない」「驕（おご）らない」が大切です。ま

た、この仕事は華やかな反面、大きなプレッ

シャーもかかります。その重責を楽しめる「楽

観性」と絶対に失敗できないことへの「責任

感」という、一見相反するように見えますが、

この 2 つのバランスも大切です。また、感染

症の影響で今までの常識が通用しなくなって

いる現状もあるので、新しい発想や感性を持

つことも今後は大切になると思います。

音楽やエンターテインメントにまつわる職業や業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なのでしょうか。今回は「コンサート

制作」にまつわる仕事について、日本工学院専門学校のコンサート・イベント科／コンサート制作コースの森永先生に伺いました。

企画の立案から運営までを行います

音楽／エンタメ業界の仕事 2022 業界インタビュー

▲ Zepp Haneda（TOKYO）と KT Zepp yokohama での外部実習ライブ

コンサート制作にまつわる仕事





ー 音響の仕事について教えてください

真路：端的に例えると、「大きい音が出ている

ところに必要な仕事」と言えると思います。

具体的には、ライブやコンサート、ミュージ

カルや演劇などのイベントをはじめ、ショッ

ピングモールでの催し物、結婚式や披露宴な

どのブライダル、商店街でのお祭りなど、人

がたくさん集まるため、音声の拡散が必要な

現場で作業をする仕事です。軽音楽部の皆さ

んにとっては、プロのアーティストのライブ

やレコーディングに従事するのが音響の仕事

のイメージとしてあると思いますが、私自身

がそうであるように、ぜひイベントや催し物

における音響の仕事もあることを知って欲し

いと思っています。

　ちなみに、本校の卒業生の就職先としては、

会社への所属が多いのですが、ライブやコン

サート、フェスなどをメインとしている音響

会社から、いわゆる「町の音響屋さん」のよ

うな規模の会社まで多岐に渡ります。一人ひ

とりの学生によって、どういった道に進みた

いのかが細分化されますが、基本としては会

社への所属になると思います。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？　

高校時代にやっておいた方が良いことも教え

てください

真路：これは僕自身の経験でもあるのです

が、やっておいて良かったと思うのは「音楽

をたくさん聴くこと」です。今はサブスクや

YouTube で音楽を聴くことができますが、

それは音楽を聴いているというよりも「音楽

を消費している」という感覚に近いと思いま

す。良い音で、しっかりと音楽を聴くことが

大切で、「この楽器は、こうやって鳴ってい

て…」という風に分析をしながら音楽が聴け

るようになると、音に対する感覚が敏感にな

り、相手の言っていることや要望を理解する

スピードが速くなります。専門的な知識は入

学後に学べるので、高校生の段階では特に必

要ありません。

　それから、8 の字巻きの練習でしょうか…

（笑）。割と軽音楽部の皆さんは自己流の 8 の

字巻きをされていることが多いのですが、音

響業界では日本全国、どこへ行っても同じ巻

き方をしています。業界標準の 8 の字巻きを

習得しておくと、普段の部活動にも役に立つ

ので、ぜひ挑戦して欲しいと思います。

ー この仕事の楽しいところを教えてください

真路：僕は、サビでみんなが手を上げて盛り

上がるような、ノリの良い音楽が好きなので

すが、客席の後方で仕事をしている場面で「あ

～、今、この大きな音を出しているのは俺な

んだよな…」という風にゾクゾクするのが楽

しいと感じる瞬間です。ライブの現場で一番

楽しいと感じるのは、この部分ではないでしょ

うか。イベントでの音響に関しては、お客さ

んが楽しそうに会話をしていたり、笑ってい

たり、食事をしたりしている様子を見ると、

仕事へのやりがいを感じます。

ー この仕事の大変なところを教えてください

真路：毎日会社に出社する…というような仕

事ではないので、現場での仕事が続けば続く

ほど、生活のリズムが崩れてしまいがちにな

ります。体力もあるには越したことはないの

ですが、脳が起きていないような状況になり

がちなので、自分の中でリズムを作るのが苦

手な人には大変に感じるかもしれません。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか。3 つほど教えてください

真路：音響の仕事は音楽を聴いたり、ライブ

やフェス、イベントなどに参加するのが好き

だったり、人が楽しんでいる様子や喜んでい

ることにやりがいを感じる人に向いていると

思います。大切なことは、いずれもどんな仕

事や職種にも当てはまることだと思いますが、

1 つ目は、相手を尊重しつつ、自分の意見を

しっかりと主張できることです。ただのイエ

スマンになるのではなく、機材の限界値や現

場の状況を説明して相手に納得してもらい、

その仕事を円滑に終わらせる…というコミュ

ニケーション能力が必要になります。

　2 つ目は、腐らないことでしょうか。日々

のルーティーンや仕込みのやり方など、自分

なりの考えや理由があって従事していると思

いますが、時には相手と意見がぶつかること

もあります。その際に「自分が間違っていた

んだ…。自分なんて…」という風に必要以上

に落ち込み、自分の卑下するのではなく、「そ

ういう考え方もあるんだな。じゃあ、こうやっ

て取り入れよう！」という風に頭を柔らかく

して、気持ちを切り替えて仕事に臨む姿勢を

持ってもらいたいです。

　3 つ目は、興味や探求心だと思います。常

に機材や技術がアップデートされるので、「今

まで自分は、こうやってきたから…」という

のがどんどん通用しなくなります。新しいも

のをしっかりと自分の中にインプットするこ

とが大切です。

音楽やエンターテインメントにまつわる職業や業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なのでしょうか。今回は音響にま

つわる仕事について、専門学校東京ビジュアルアーツ／音楽総合学科 PA コースの真路先生に伺いました。

音声の拡散が必要な現場に従事します

音楽／エンタメ業界の仕事 2022

▲それぞれの楽器にマイクをセッティングします ▲ミキサーを操作し、会場の音響を調整します

業界インタビュー

音響にまつわる仕事
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〒102-0081 東京都千代田区四番町11 www.tva.ac.jp

Adachi学園グループAdachi学園グループ

0120-64-6006

お問い合わせ

東京ビジュアルアーツ 入学相談室

Email：info@tva.ac.jp

設置学科：音楽総合学科／映像学科／マスコミ出版•芸能学科／写真学科／特殊メイク学科／パフォーミングアーツ学科／ダンス学科

ご予約はこちら！

音楽総合学科
第一線で活躍するプロが直接指導！
実践的カリキュラムで憧れの業界へ！
授業は実習をメインに、業界の第一線で
活躍するプロが少人数体制で直接指導。
徹底的に現場を意識した設備・環境の中
で学びながら、2 年間で現場の即戦力と
なる人材へと導きます！ Vocal / Guitar / Bass / Drums

RecordingStage LightingPublic Address

Sound Creator

夏のTVAオープンキャンパス2022

ミュージシャンではボーカルやプレイ
ヤーのパート別レッスン、課題曲での
バンドレッスン、スタッフではライブ
ホールでPA・照明体験、スタジオで
サウンドクリエイターのお仕事を体験
しよう！

経験不問 参加無料 要予約

現役で活躍するプロの先生や
在校生が丁寧に対応するので、
ぜひお気軽にご参加ください！

TVAエンタメ祭スペシャル3DAYS！TVAVAV エンタメ祭スペシャル3DAYS3DAYS3DAY ！

8 /12 ( F R I ) , 1 3 ( S A T ) , 1 4 ( S U N )

Sound Creator Course
Public Address Course
Stage Lighting Course
Recording Course

Drums Course
Bass Course
Guitar Course
Vocal Course

G e n e r a l  M u s i c
D e p a r t m e n t

8 / 6 ( S A T ) , 7 ( S U N ) , 12 ( F R I ) , 1 3 ( S A T ) , 1 4 ( S U N ) , 2 1 ( S U N ) , 28 ( S U N )
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ー 照明にまつわる仕事全般について教えてく

ださい

野田：照明の仕事はコンサートやイベントを

はじめ、演劇やテレビなど、様々な演目に携

わることになります。具体的には、それぞれ

の現場に相応しい灯体や機材を選ぶところか

ら始まり、現場で色味や動きをプログラミン

グし、本番では曲のキッカケや事前に決めら

れたタイミングに合わせてスイッチを押して、

明かりをコントロールする…という仕事です。

　本校に入学する学生の大半はコンサートや

ライブを見て、照明に興味を持った…という

人が多いのですが、その他にも、単純にお芝

居を見たり、音楽を聴くのが好きで、そういっ

た中で「自分も裏方として、この業界の仕事

に携わりたい」という動機で進学を希望する

学生もたくさんいます。

ー 入学前に、ある程度の知識は必要ですか？　

高校時代にやっておいた方が良いことも教え

てください

野田：特に「入学前に、これをした方が良い

です」というものはないのですが、実際に仕

事をしていく中で電流や電圧といった「電気」

の知識が必要になるので、それらの簡単な復

習ができると良いですね。また、機材の重量

や積載量を計算する場面も多々あるので、数

学の知識も今のうちから蓄えておけると、将

来も役立てることができると思います。

　仕事になると、好き／嫌いにかかわらず、

いろいろな分野の照明に携わったり、様々な

ジャンルの音楽を聴いたり、お芝居を見たり

…ということが多くなるので、学生のうちか

らライブ映像やミュージックビデオを見たり、

音楽番組を視聴するなど、いろいろな映像作

品を見て、その中で「かっこ良いな…」と思っ

た照明や演出のメモを取り、自分の知識とし

ておくのは高校生のうちからできて、実際に

照明の仕事に携わることになってからも生か

していけることではないでしょうか。

　なお、楽器を演奏できたり、譜面が読める

というのは、できるに越したことはないです

が、必須ではありません。照明のプランを考

える際に、いわゆる「譜割」といって、A メ

ロが何小節で、B メロが何小節で…という数

え方をするので、そういう場面では軽音楽部

や吹奏楽部出身の人は入り込みやすいのでは

ないでしょうか。コンサート系の照明に携わ

るのであれば、そのスキルは重宝すると思い

ます。一方、演劇系の照明はまったく異なり、

「決められたキッカケを逃さずに反応する」と

いう反射神経に通じる部分の方が重要なので、

楽譜を読めたり、楽器を演奏できるというの

は、そこまで重要なポイントではないと考え

ています。

　ちなみに、本校に入学する学生が所属して

いた部活動は、照明コースは軽音楽部や吹奏

楽部、演劇部で照明を担当しており、そこで

照明や裏方の仕事に興味を持った…という人

が多い印象があります。

ー この仕事の楽しいところを教えてください

野田：照明の効果は目に見えてわかるものな

ので、出演者や観客の反応を身近に感じられ

るところが楽しい部分だと思います。実際に

演者の方から「この曲の、あの照明がかっこ

良かった！」と言っていただけたり、コロナ

禍以前のことになりますが、コンサートの現

場でも会場がザワザワ…としている中、定刻

になって会場が暗転し、「おお～！」という大

歓声を聞くことができるなど、照明に対する

レスポンスを肌で感じられるのが醍醐味です。

そのキッカケを照明担当である自分が握って

いるので、責任重大なのですが、やりがいを

感じられるシーンの 1 つだと思います。

ー この仕事の大変なところを教えてください

野田：どうしても、本番前日は夜遅くまでの

作業になりがちなので、大変な部分の 1 つで

す。加えて、野外でのコンサートの場合は空

が暗くならないと照明が映えないので、必然

的に夜間の仕事になります。また、照明の仕

事は大きな機材を運んだり、重たい灯体を取

り付ける場面も多々あるので、体力に自信の

ない人は大変に感じてしまうかもしれません。

ー この仕事は、どんな人にオススメですか？

野田：照明の仕事は自分だけで成り立つもの

ではなく、いろいろなシチュエーションがあっ

たり、様々なセクションの人たちと一緒になっ

て、1 つのステージを作り上げることになり

ます。そのため、人と関わるのが好きであっ

たり、音楽はもちろん、コンサートやイベン

トが好きなど、いろいろなことに自分から率

先して挑戦していけるような、好奇心が旺盛

な人が向いていると思います。

ー この仕事を続けるのに大切なことは何で

しょうか。3 つほど教えてください

野田：一番大切なことは、コンサートやイベ

ントなどを「好きでいること」だと思います。

好きだからこそ、頑張ろう！と思えますし、

夜遅くの作業になってしまっても、かっこ良

くしよう！という思いがあるなど、気持ちの

部分が挙げられます。12 つ目は、たくさん

の人たちと協力して、1 つのものを作り上げ

ることができる「協調性」。3 つ目は、新しい

機材や技術が次々と登場したり、便利な環境

が整ってきている中で、常に新しいことに挑

戦し、学ぼうとする「チャレンジ精神」です。

照明の仕事は学校で教わること以上に、現場

で学ぶことが多いので、どんなことでも勉強

するぞ！という気持ちで取り組める姿勢が大

切だと思います。

音楽やエンターテインメントに関する職業や業界は多岐に渡りますが、一体どんな世界なのでしょうか。今回は照明にまつわ

る仕事について、専門学校名古屋ビジュアルアーツ／音響学科 照明コースの野田先生に伺いました。

観客の反応を肌で感じられる仕事です

音楽／エンタメ業界の仕事 2022 業界インタビュー

照明にまつわる仕事

▲安全に気を配りつつ、1 つ 1 つの灯体を取り付けます ▲ミュージシャンを交えたホールでのライブ実習の様子
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